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「はああああああっ！」

　白銀の斬ざん閃せんが闇を斬り裂いた。

　漆しつ黒こくの羽がパッと散り、光の粒子となって虚こ空くうに消滅する。

　──が、それだけだった。

　仕留めたという手て応ごたえはない。

「……っ！」

「ふふっ、惜しかったわね、カミト。けど、まだまだよ──」

　艶つやめく夜色の髪が翻ひるがえる。

　白い指先が闇の中で躍り、次の瞬間、雷光が弾はじけた。

　リィン、と耳みみ障ざわりな音をたて、雷光を受けとめた少年の短剣が砕け散った。簡易契約を結んだ鋼精霊の精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエだ。

　舌打ちして、少年は後ろに跳んだ。腰に差した予備の武器──〈錬魔銀ミスリル〉の短剣を抜き放ち、闇に溶け込む敵の気配を探る。

（どこだ、闇精霊──）

　刀身に神威カムイの光を灯ともし、足場を確認しながら慎重に移動する。

　複雑な地形を描く〈教きよう導どう院いん〉の闘技場は、死と隣り合わせの場所だ。ひとたび足を踏み外せば、谷底に打ち棄すてられた無数の骸むくろどもと同じ運命をたどることになる。

〈教導院〉の老人たちは、少年を千年前の〈魔王〉の生まれ変わりであると信じていたが、だからといって、彼の命をことさらに保護しようとはしなかった。

　もし彼がここで命を落としたとしても、それはたんに、彼に魔王の後継者たる器がなかった、というだけのことだ。

　と、闇の中に、微かすかな気配が生まれるのを少年は感じた。

（そこかっ──）

　勘だけで、神威カムイを籠こめた短剣を投げ放つ。

　──が、気配はすでに消えていた。白銀の刃は虚むなしく空を斬る。

「……っ!?」

「私を殺すには、まだ早いわね──」

　──何い時つの間まにか。

　気配は背後に移動していた。

　たおやかな白い指先が、少年の首筋をそっと撫なでる。

　刹那、全身に雷撃がほとばしり、彼は意識を失った。
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「……ミト、ねえ、カミト……大丈夫？」

「……う、ん……」

　額ひたいにあてられた、冷たい手の感触。

　細い髪先が、頰ほおをくすぐるように撫でる。

　微睡まどろみのような心地よさの中で、ゆっくりと目を開くと──

　黄昏たそがれ色の瞳ひとみが、心配そうに覗のぞき込んでいた。

「……っ！」

　あわてて起き上がろうとする少年──カミトの頭を、彼女はそっと押さえた。

「急に起きると、目眩めまいがするわよ」

「……っ、僕ぼくを……子供扱いするな、闇精霊……」

「子供でしょう。残念だけど、いまのあなたでは、私を殺すことはできないわ」

　カミトの頭を膝ひざの上にのせ、くすり、と微笑する少女。

　最高位の闇精霊──レスティア・アッシュドール。

〈魔王〉の後継者を教育するために与えられた、最強にして、最後の敵。

　数多あまたの戦闘技能者を倒し、わずか九歳にして〈教導院〉第一位の称号を得たカミトも、この闇精霊には、まだ一ひと太た刀ちを浴びせることさえかなわなかった。

「……っ、は、離せよ……」

「まだ身体からだが痺しびれているはずよ。しばらく、ここで寝ていなさい」

　ほっそりとした指先が、カミトの髪を優しく撫なでる。

　ふっと力が抜けるような感覚に、思わず、身を任せてしまう。

「そう、それでいいわ。痺れがとれるまで、寝物語を話してあげるから」

「……」

　カミトは抵抗を諦めて、口をつぐんだ。

　彼女の話してくれる寝物語は、カミトにとって、外の世界のことを知る唯一の手掛かりであり、情報として、とても興味深いものだったからだ。

「……聞いてやる」

「もう、素直じゃないのね」

　闇精霊の少女は小さく肩をすくめ、

「……そうね、じゃあ、今日は帝都の話をしてあげるわ」

「帝都？」

「ええ。オルデシア帝国の首都〈オストダキア〉。名前を聞いたことはあるでしょう？」

「大陸で最も壮そう麗れいな都市、だな……」

　仰あお向むけになったまま呟つぶやくカミト。

「そうよ。千年前に〈魔王〉を滅ぼした、聖女アレイシアの築いた要塞都市。その外壁は堅けん牢ろうで、何体もの守護精霊に守られているわ。都市の中央には、広大な庭園に囲まれたネフィスカール宮きゆう殿でんがあって、周辺には貴族の邸てい宅たくがあるの──」

　帝都に関しての情報をすらすらと並べ立てる、闇精霊の少女。

　けれど、それは寝物語というには、あまりに簡かん潔けつで、まるで、あらかじめ用意された資料を読み上げるかのような口ぶりだった。

　少女の膝ひざの上で、カミトはすぐにあくびをもらした。普段、彼女のしてくれる寝物語は、もっと面白く、幼いカミトの興味を惹ひくものだったはずだ。

「帝都のことはもういいよ。それより、このまえ話してた、ドラクニア竜公国にある、無数の竜の棲すむ山のことを聞きたい──」

「ふふ、帝都の話はつまらなかったかしら」

　レスティアは苦笑して、肩をすくめた。

「けれど、これはあなたにとって、必要な情報なのよ」

「……どういうことだ？」

　カミトが訊きき返した、その時。

「〈魔王〉の後継者に、余計なことを吹き込むな、闇精霊──」

　灰色のローブに身を包んだ人影が、暗闇の中から音もなく現れる。

　この施設の絶対的な支配者──〈教きよう導どう院いん〉の老ろう師し達だ。

「私は任務に必要な情報を与えていただけよ」

　レスティアは老人達を静かに睨にらんだ。

　カミトに接している時とはまったく違う、底冷えのするような声だ。

「あまり増長しないほうがよいぞ、闇精霊」

「我々はいつでも、お前を封印できるということを忘れるな」

「……ええ、わかっているわ」

　かすかに声を震わせて、呟つぶやくレスティア。

　カミトは彼女の膝ひざから起き上がり、

「任務か？」

　と、老人達にむかって訊きく。

「そうだ。これより、お前には帝都に向かってもらう」

「帝都……」

　ハッと背後を振り向くカミトに、レスティアはこくりと頷うなずく。

「お前達には、帝都の〈精霊大祭〉に使用される軍用精霊を奪取してもらう」

　暗闇の中に、老人達の声が殷いん々いんと響き渡った。
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　──それが、四日前のことだ。

　精霊鉱石を扱う密輸商人の隊商に紛まぎれ、砂漠の交易都市を中継して、到着したのが二日前。街に潜入してからは、教きよう導どう院いんの用意した隠れ家に潜せん伏ぷくし、情報を収集していた。

　窓のない安宿の一室である。

　陰気な部屋の外で、大勢の人間の歓声が聞こえてくる。

（いよいよ、当日か……）

　帝都で執とり行われる、一年に一度の祭典──〈精霊大祭〉。そこでお披ひ露ろ目めされる予定の軍用精霊を奪取する、というのが、今回カミトに与えられた任務であった。

　調ちよう律りつされた軍用精霊は、たとえ旧世代のものであっても、途方もない金額で違法取引されている。その主な顧客は、自前の軍事力を持つことのできない小国家だ。

　もっとも、今回奪取するのは、ただの軍用精霊ではない。

　情報によれば、お披露目されるのは、あの〈魔王〉スライマンの使し役えきした、七十二柱の精霊をベースにして調律されたものだという。もしそれが本当だとすれば、魔王信仰者である〈教導院〉の老人達が、リスクを覚悟で手に入れたがるのも頷ける。

（……あの二人、精霊騎士に捕まったりしてないだろうな）

　今回の任務で組むことになったのは、第二位と第七位の戦闘技能者だ。

　第七位のリリィ・フレイムは、帝都における情報収集と逃走経路の確保。そして、第二位の〈怪物モンストル〉──ミュア・アレンスタールは、その異能の力によって精霊を暴走させ、姫ひめ巫み女こが演舞を奉ほう納のうする広場を襲撃することになっている。襲撃の混乱に乗じて、カミトが軍用精霊を封印した触しよく媒ばいを奪取する、というのが今回の計画の概要だ。

　二人は帝都の別の場所に潜せん伏ぷくしているはずだが、その場所は教えられていない。定時の連絡は街に何人かいる諜ちよう報ほう員いんを使って行われていた。

　──カツン、と。

　部屋の隅で、ティーカップを置く小さな音がした。

「カミト、いつまでこんな陰気な部屋にいるつもりなの？」

　カミトは床に座ったまま、薄く片目を開いた。

　椅い子すに腰掛けた闇精霊の少女が、呆あきれたようにこちらを見つめている。

「任務の開始は姫ひめ巫み女この演舞が始まってからだ。外に出る必要はない」

　ぶっきらぼうに答え、カミトはふたたび目を閉じた。

　床に座して印を組み、精神を研ぎ澄すませる。大きな任務の直前には、こうして集中を高めるのが彼の習慣だった。

「そうじゃなくて、闇精霊の私が言うのもなんだけど、たまには陽ひの光を浴びるのもいいものよ。せっかく帝都に来たのに、ずっと部屋に籠こもっているでしょう」

「外出は不要なリスクを増やすだけだ」

「はあ、しかたないわね……」

　ため息をつき、椅子から立ち上がるレスティア。

　つかつかと歩いてくる気配に、カミトは思わず、目を開く。

「……な、なんだ？」

「よく聞きなさい」

　レスティアはにこっと微笑ほほえみ、カミトの耳をぎゅーっと引っぱった。

「……レ、レスティア……な、なにを!?」

「いままで我が慢まんしていたけれど、私も怒ることがあるのよ、カミト？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　レスティアの全身から闇のオーラが放出される。

　最高位の闇精霊の放つ迫力に、カミトは恐怖を覚えた。

「私、昨日から、とても退屈しているの」

　笑顔でカミトに詰め寄るレスティア。しかし、その瞳ひとみは笑っていない。

「ほら、外にいくわよ──」

「お前一人で行けばいいだろ」

　なおも反抗するカミトの襟えり首くびを、レスティアは指先でつまんだ。

「カミト、これは教練よ」

「教練？」

「ええ。街に潜入したとき、違和感なく溶け込む技術を教えてあげるわ」

　レスティアはにっこり微笑むと、カミトをなかば無む理り矢や理り外に連れ出した。
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　──ちょうど、同じ頃。

〈ネフィスカール宮きゆう殿でん〉の敷地内にあるエルステイン侯こう爵しやく家の別べつ邸ていでは、今年の〈精霊大祭〉を司つかさどる姫ひめ巫み女こが演舞の準備をしていた。

「うわあ、姉さま、すごく綺き麗れいだわ！」

　儀式装しよう束ぞくを纏まとった姫巫女の姿に、真しん紅くの髪の少女が感かん嘆たんの声を上げる。

　頭の端でくくったツーテールの髪。くるくるとよく動く、紅玉ルビーの瞳ひとみが可愛かわいらしい。

　少女の名は、クレア・エルステイン。

　今年で九歳になる、エルステイン侯爵家の次女である。

「ありがとう、クレア──」

　と、姫巫女の少女が優しく微笑ほほえみ返す。

　ルビア・エルステイン。クレアの姉であり、火の精霊王の次期〈精霊姫〉候補でもある、〈神しん儀ぎ院いん〉でも有数のエリート姫巫女だ。

　彼女は今回、〈精霊大祭〉最後の儀式を司るという、最も重大な役目を負っていた。

「この儀式装束、少し、胸もとが緩くなってしまうわね……」

　胸もとの隙すき間まを見下ろして、小さくため息をつくルビア。同年代の少女達にくらべ、胸が小さいことが、この完全無欠の姫巫女のささやかなコンプレックスだった。

「なにか詰め物をすれば、きっと大丈夫よ」

「……そ、それもそうね。クレア、髪を梳すいてくれるかしら」

「ええ、姉さま──」

　クレアは頷うなずくと、不器用な手つきで、真紅の髪を梳いていく。

　燃える焰ほのおのような髪は、妹のクレアが思わず見み惚ほれるほど綺麗だった。

「召喚の演舞、無事に成功するといいわね、姉さま」

「主しゆ賓ひんでお招きする〈火竜精霊リンドヴルム〉は、気き性しようの荒い竜精霊の中でも、とくに気難しい御お方かたと聞くわ。生なま半はん可かな演舞では、満足なさらないでしょうね」

「無理はしないで。姉さまはあまり身体からだが強くないんだから」

「〈神儀院〉の後輩にも、おなじことをいわれたわ」

　ルビアはくすりと微笑むと、

「大丈夫よ、無理なんてしないわ」

　スッとまっすぐに立ち上がった。

　気品に溢あふれた優ゆう雅がなその所しよ作さに、クレアはわあ、と感嘆の声をもらす。

　火竜の刺し繡しゆうのほどこされた純白の儀式装束は、この〈精霊大祭〉のために特別にあつらえたものだ。真紅の髪を飾る宝ほう冠かんには、大小無数の精霊鉱石が散りばめられ、この姫巫女の美しさを引き立てていた。

　うぉんっ、うぉんっ！

　──と、その時だ。邸てい宅たくの中庭で、犬の咆ほえる声がした。

「もうっ、このわたくしを、いつまで待たせるつもりですの！」

　窓の外で、白い狼おおかみを連れた金髪の少女が怒っていた。

「あ、いけない！　リンスレットちゃんとお祭りに行く約束をしてたんだ！」

　口もとに手をあて、あわてるクレア。

「私のことは大丈夫よ、お祭りを楽しんできなさい」

　ルビアはクレアの頭にぽん、と手をのせた。

「う、うん！　姉さまの演舞、楽しみにしているわ！」

　クレアはこくっと頷うなずくと、あわてて外に出ていった。
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　帝都の東門近くにある自由市場バザールは、大陸中の商人が集まる場所である。〈精霊大祭〉の期間中は多くの露店が並び立ち、大勢の人でごった返していた。

「今年の姫ひめ巫み女こは、エルステイン侯こう爵しやく家の長女だそうだな──」

「最年少で神しん儀ぎ院いんへあがった神童だ、今年の精霊大祭もきっと成功するぞ！」

　騒がしい祭りの喧けん噪そうにまぎれ、二人は大通りを歩く。

「カミト、目つきが鋭すぎるわよ」

「うるさいな……」

　不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいて、カミトは歩みを速めた。

　二人が身に纏まとっているのは、全身を隠す大きな外がい套とうに、頭部をすっぽりと覆おおうストール。砂漠を行き来する商人の典型的な格好だ。

　帝都の東街区はとくに、アルファス教国から来た流る民みんが多く住んでいるため、この格好が最も違和感なく街にとけこむことができる。

「こら、待ちなさい。お姉さんと弟っていう設定なんだから！」

　カミトは立ち止まって振り向くと、

「……っ、お前とは任務だから同行しているだけだ。邪魔をするな」

　また早足に歩こうとする。

「ほら、はぐれるわよ」

「触れるな、闇精霊！」

　カミトの手を摑つかんだレスティアの手を、さっと振り払った。

　と、まわりを歩く人々が、何事だと二人に視線を送る。

「ごめんなさい、なんでもないですから……」

　レスティアはストールを外すと、周囲を一いち瞥べつした。

　黄昏たそがれ色の瞳ひとみが妖あやしく輝く。と、次の瞬間、人々は何事もなかったかのように、二人を無視してふたたび歩きはじめた。

「ほら、いくわよ──」

「……」

　カミトは不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で、彼女の後ろをついて歩いた。

　大通りには祭まつり囃ばや子しの笛が響き、露店で売られる果物の甘い匂いが漂ってくる。

　レスティアに導かれるまま、喫きつ茶さ店てんに入ると、通りに面したテラスの席に座った。

「……ふう、お祭りっていいわね。こうして羽を伸ばせるのは千年ぶりよ」

　椅い子すに座ったまま、大きく伸びをする闇精霊の少女。

　もちろん、その背中に漆しつ黒こくの翼はないのだが。

　テーブルの上には、彼女の注文したフルーツパフェがふたつ置かれている。それには手をつけず、カミトはレスティアを睨にらんだ。

「どうして、お前と組む必要がある。僕ぼく一人ならうまくやれるさ」

「カミト一人だったら、あっというまに騎士団に捕まって、今頃〈バルサス監かん獄ごく〉で拷ごう問もんされていたわね」

　パフェの苺いちごを口にしながら、彼女は帝都の中心に聳そびえ立つ建物に視線を向けた。

　名高い〈バルサス監獄〉には、精霊使いを幽ゆう閉へいするための特別な牢ろう獄ごくがあるという。もし捕まれば〈教きよう導どう院いん〉の戦闘技能者といえど、脱出は不可能だ。

「僕に拷問は効かない」

「……そういう問題じゃないでしょう」

　レスティアは呆あきれたようにため息をつき、

「私がついてきて、正解だったわね──」

　カミトの前に、もうひとつのパフェを差し出した。

「ほら、食べなさい」

「僕はこれでいい、三日は活動できる」

　カミトは首を振り、外がい套とうのポケットから小さな袋を取り出した。

　袋の口から転がり出たのは、二、三粒の小さな丸がん薬やくだ。

　数種類の薬草と蜂はち蜜みつを混ぜて乾燥させたもので、〈教導院〉の戦闘技能者は長期の任務に就つく際、必ずこれを携けい行こうしているのだった。

「……だから、そういう問題じゃないのよ。周りに怪しまれるでしょ」

「……？」と、訝いぶかしげに顔を上げるカミト。

　周囲のカップルが二人を不審な目で眺めている。

　レスティアは静かに手を伸ばし、丸薬の袋をテーブルの下にしまった。

「……」

　パフェを見つめたまま、じっとうつむくカミト。

「どうしたの？」

　そのまま、硬直するカミトにむかって、レスティアは訊たずねた。

「……どう、すればいい？」

「え？」

「……この、食べ方だ」

　気まずそうに目を逸そらしながら、カミトは小声で囁ささやいた。

　レスティアはくすっと微笑ほほえむと、

「いいわ、私が教えてあげる」

　スプーンでクリームをすくい、カミトの目の前にもってくる。

「口をあけて」

「……っ、ふざけるなっ、自分で食べられる！」

「それじゃあ、だめよ。自然な恋人に見えないでしょ？」

　レスティアは隣のテーブルのカップルに、チラッと視線を向けた。

　……女の子が男の子に、あーん、をしている。

「なっ!?　僕ぼくたちは姉と弟という設定のはず──」

　あわてて叫んだカミトの口に、レスティアは素早くスプーンをつっこんだ。

「……！」

「どう？」

（……なんだこれは!?）

　ひさしく忘れていた甘かん味みの感覚に、カミトが陶とう然ぜんとしていると──

「──今年はルビアお姉さまが儀式を執とり行うのよ」

　ふと、テラスの前の通りを歩く、二人の女の子たちの声が聞こえた。

「絶対にすごい〈精霊大祭〉になるわ。あたしも、あと何年かしたら〈精霊王〉様に儀式をささげられるようになるんだから！」
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「人前であがってしまうあなたには、無理ですわ」

「む、むりじゃないもん、絶対姉さまみたいになるもん！」

「……はいはい。ほら、もうすぐ始まりますわよ──」

　すぐに遠ざかっていく、二人の声を聞きながら──

　カミトは、ふたたび戦闘技能者の冷徹な顔つきに戻っていた。

「──手順を確認する」

　声を抑え、囁ささやくように言う。

「〈炎の姫ひめ巫み女こ〉が儀式をはじめた直後、ミュアの軍用精霊が投入される。騎士団の混乱に乗じて、我々は儀式用の封印精霊を奪う──」

　レスティアはふっと微笑ほほえむと、カミトの頰ほおについたクリームを、そっとぬぐった。

「……っ!?」

「そろそろ、行きましょう──」

「任務にはまだ早いぞ」

「なにを言ってるの、せっかくのお祭りなのよ？」

　レスティアは、椅い子すに座るカミトに手を差し出した。

「ほら、ね？」

「……」

「姉弟の設定、でしょ？」

　カミトは俯うつむいたまま、その手をとった。

「……任務、だからな」
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　レスティアに手をひかれたまま、祭りの喧けん噪そうで賑にぎわう大通りを歩く。

　陽ひが傾きはじめると同時、広場に大勢の人々が集まりはじめた。

「そろそろ、儀式がはじまるな……」

「ええ。陽が完全に沈んだら、街中の鐘が鳴るわ。そうしたら、大きな神輿みこしが出てくる」

「そこに、例の〈炎の姫巫女〉が乗ってるんだな──」

　夜空を舞うように飛ぶ、無数の光球のような精霊を見上げながら、カミトは呟つぶやく。

　と、不意にレスティアが足を止めたので、カミトはつんのめって転びそうになった。

「……どうした、闇精霊？」

　レスティアが見つめているのは、露店に並べられた、小さな銀の髪飾りだった。

「綺き麗れいな髪飾りね、見せてもらえるかしら」

「ああ、お嬢さん、お目が高い。これは教国で作られた銀細工ですよ」

　露店の店主が、どこか人懐こい風ふう貌ぼうの笑みをうかべて手を摺すり合わせる。

「見せてもらうわ」

　レスティアがストールを外すと、艶つややかな夜色の髪がはらり、と舞った。

　その浮き世離れした美しさに、露店の店主が息を吞のむ。

「任務の前だぞ。目立つ行動はするな、闇精霊」

「大丈夫よ。……えっと、似合う？」

　店主から渡された髪飾りをつけ、ほんのかすかに、はにかむレスティア。普段、彼女が見せることのないその仕草に、カミトの中の未知の感情がざわめいた。

「……さあな」

　カミトが目を逸そらすと、彼女はくすっと悪戯いたずらっぽく笑った。

「カミト、買ってくれるかしら？」

「……自分で買えばいいだろう」

「私はお金を持っていないわ」

「お前なら──」

　精神操作することなど容易たやすいだろう、と反論しかけたカミトの唇に──

　すっと人差し指があてられた。

「もう、こういうときは、弟がお姉さんに買ってあげるのが自然なのよ」

　ちょっと拗すねた口調で囁ささやくレスティア。

「……そういう、ものなのか」

〈教きよう導どう院いん〉最強の戦闘技能者であるカミトも、こと外の世界の常識に関しては、まったくの無知だ。ここで頑かたくなに断れば、露店の店主が不審に思うかもしれない。

「……わかった、それをくれ」

　カミトは店主に銀貨を支払った。

「ありがとう、カミト──」

　髪飾りを受け取ったレスティアが微笑ほほえみを浮かべ、カミトの前に膝ひざをかがめる。

「ねえ、つけてくれるかしら？」

「……それくらい、自分でつけられるだろ」

「言ったでしょう、弟はこういうことをするものなのよ」

「……」

　カミトはぐっと言葉を吞み、不ふ承しよう不ぶ承しよう、彼女に髪飾りをつけた。

「ふふっ、なんだか、こそばゆいわね……」

「もう余計なことはするなよ、闇精霊──」

　カミトが彼女を睨にらんだ、その時だ。

　街中に、大きな鐘の音が鳴り響いた。
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　──陽ひが完全に沈み、夜の帳とばりが訪れる。

　飛び交かう精霊の光が夜空を彩いろどり、賑にぎやかな楽の音が響き渡る。〈精霊大祭〉ならではの荘そう厳ごんさを感じさせる光景だが、それがカミトの心を動かすことはない。

「──精霊騎士の護衛は、四人か」

　演舞の奉ほう納のうされる広場から、少し離れた建物の屋根の上に、カミトはいた。

　寝そべったままの姿勢で、大通りを進んでくる巨大な神輿みこしを観察する。神輿の四方には、それぞれ小型の祭さい殿でんが設けられ、その中に魔装具アーテイフアクトが収められていた。

　観衆の前でお披ひ露ろ目めされる、四体の軍用精霊だ。

　舞台の上では、燃えるような真しん紅くの髪の姫ひめ巫み女こが、儀式の準備を始めていた。

〈精霊大祭〉最大の祭さい儀ぎ、姫巫女による儀式演舞の奉納だ。

　カミトは口もとのフードを上げ、屋根から身を乗り出した。

「行くぞ、闇精霊──」

「ふふ、仰せのままに」

　漆しつ黒こくの翼を羽ばたかせ、レスティアが屋根の上に舞い降りる。

　と、次の瞬間、彼女の姿は消失し、ひと振りの短剣へと姿を変えた。

　無む窮きゆうの闇を鍛たん造ぞうしたかのような、漆黒の刃。

　禍まが々まがしい気配を放つそれは、まさに魔剣と呼ぶに相応ふさわしい代しろ物ものだ。

　其その銘めいは〈黒死の短剣ステインガー〉──精霊契約による〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉ではない。あくまで彼女の意志のみで、武器へと姿を変えている。一部の高位精霊にのみ可能な、変化系の精霊魔術の一種であった。

　屋根に突き立ったその短剣を、カミトは無言で抜き放つ。

　驚くほど軽く、手に馴な染じむ。

〈炎の姫巫女〉を乗せた神輿が、広場の前に到着した。

　楽の音が止やみ、大勢の観衆が息を吞のんだ、その刹那。

　広場に激しい閃せん光こうが炸さく裂れつした。
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　虚こ空くうを引き裂き、突如、広場に出現したのは、狂乱した大型精霊だった。

　全身に鋭い刃を生やした鋼の巨獣。通称を〈ジェヴォーダンの獣〉と呼ばれる、オルデシア帝国で採用されていた旧世代の軍用精霊だ。

　突然の精霊の乱入に大きな悲鳴が上がり、群衆はたちまち恐慌状態に陥った。

　鋼獣の巨大な四し肢しが並び立つ露店を吹き飛ばし、石造りの建物に大穴を穿うがつ。派手な土煙が立ちのぼり、夜空を舞う精霊たちが激しく明めい滅めつした。

　精霊は、ミュア・アレンスタールの〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉によって理性を奪われ、暴走状態にある。使い潰されて消滅するまで、広場に破壊を撒まき散らし続けるだろう。

　神輿みこしを護衛する精霊騎士が、即座に飛び出した。それぞれ、精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエを展開し、暴走する軍用精霊に向かって走りだした。

（いまだ──）

　同時、カミトは闇の中に身を躍らせた。

　建物の屋根の上を素早く飛び移り、闇に紛まぎれて神輿に接近する。

（軍用精霊の稼働時間は約三十秒、それまでに任務を完遂する──）

　音もなく地面に降り立つと、そのまま神輿めがけて疾走した。

　立ちのぼる土煙のせいで、視界はほぼ皆無。だが、目標の場所はすでに把握済みだ。

　神輿の東西南北に設置された小祭さい殿でん。その内の二箇所に、魔王の精霊が封印された魔装具アーテイフアクトが埋め込まれている。魔王の精霊さえ奪取すれば、あとの二つは無視していい。

　闇と喧けん噪そうにまぎれ、カミトは巨大な神輿の縁に飛び乗った。そのまま、一番近い北の小祭殿へ、滑るように走り込み──

「はああっ！」

　魔剣の刃を、小祭殿の扉に突きたてた。

　扉は容易たやすく壊れ、中に収められた魔装具が姿を現す。奉ほう納のうされていたのは、年代物の片刃の剣だった。この中に魔王の精霊が封印されているのだ。

『──間違いないわ。封印されているのは魔歌精霊〈セイレーン〉よ』

　レスティアの声が頭の中に響く。

　結界を強引に斬り裂き、カミトは魔装具の剣を手にとった。ずっしりと重いそれを、背中に担かつぎ、即座に次の目標の奪取に向かう──と、その時だった。

「……っ、お前、ここでなにをしている！」

　闇の中から繰り出された不可視の斬撃が、カミトの頰ほおを浅く斬り裂いた。反射的に後方へ飛び下がり、距離をとって対たい峙じする。

（……っ、精霊騎士か）

　眼前に現れたのは、円えん月げつ刀とうの精霊魔装を手にした、騎士の女だった。

　ミュアの軍用精霊の鎮圧に向かったのは三人、一人はここを守っていたようだ。

「……まさか、子供!?」

　騎士は一瞬、目を疑うように呟つぶやくが──

　すぐにカミトが背中に背負った剣に気付き、鋭い殺気を向けてくる。

「こ、このっ──」

　叫び、円月刀の刃を横一文字に振るった。

　刃から生み出された風の刃が、神輿の屋根を削り取りながら飛んでくる。

「……っ！」

　カミトは魔剣の刃で風ふう刃じんを弾はじくと、全力で暗闇の中に逃げ込んだ。

　任務の内容は、あくまで封印精霊の奪取。戦闘は極力避けるべきだ。

（ミュアの精霊は、持ってあと十五秒──）

「逃がさないっ！」

　疾しつ風ぷうを纏まとった騎士が追ってくる。彼女はすぐにカミトの前に回り込んだ。

（……っ、剣が重い……！）

　魔王の精霊を封印した剣は、小柄な体格のカミトにとって、かなりの重量だ。この状態では、得意とする暗殺剣技も使えない。

「観念しなさいっ！」

　振り下ろされる円えん月げつ刀とうの刃を、咄とつ嗟さに〈黒死の短剣ステインガー〉で受け止めた。

「く、う……！」

　鍔つば迫ぜり合う刃。しかし、単純な力比べになれば、カミトに勝ち目はない。騎士の武器が契約精霊の精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエであるのに対し、カミトの魔剣はあくまで、レスティア自身の意志で姿を変えただけの代しろ物ものだ。そこには圧倒的な差があった。

『──しかたないわね、力を貸してあげるわ、カミト』

　その時、魔剣が声を発した。瞬間、漆しつ黒こくの刃から雷撃がほとばしる──！

「……なっ、あ、ああああああああっ！」

　黒い雷撃に撃たれた騎士は、悲鳴を上げてのけぞった。

　一瞬の隙すきに、カミトは前に踏み込んで──

「はあっ！」

　甲かつ冑ちゆうに魔剣の刃を突き込んだ。

「……くっ、あ……！」

　甲冑の砕ける音がした。騎士は大きく目を見開き、暗闇の中へ落下する。

「はあっ、はあっ、はっ──」

『カミト、まさか殺していないでしょうね？』

　レスティアが珍しく焦った声を発した。

「そんなへまはしないよ──」

　呟つぶやきながら、カミトは神輿みこしの南側へ走る。

　魔王の後継者であるカミトは、戦闘技能者でありながら、〈教きよう導どう院いん〉の中で唯一、殺人を禁じられた存在だった。魔王の最初の贄にえとなるものは、有う象ぞう無む象ぞうの対象であってはならない。彼にとって最も大切な人を、自らの手で殺あやめることこそ、魔王覚醒の条件であると、老人達は考えていたからだ。

　真に殺す価値のある存在、最も大切な人──まともな人間としての感情を奪われたカミトが、そんなものを見み出いだす日が来るとは、到底思えなかったが──

『なら、いいわ。だって、あなたが殺すのは──』

「待て、祭さい殿でんの前に誰だれかいる!?」

　レスティアの呟きは、カミトの声によって遮られた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの喧けん噪そうの中で──

　その少女は、周囲の混乱に動じることなく、暗闇の中に静かにたたずんでいた。

　燃えるような真しん紅くの髪。強きよう靱じんな意志をたたえた紅玉ルビーの瞳ひとみが、カミトを睨にらむ。

「──何者かは存じませんが、この精霊を与えるわけにはいきません！」

　儀式装しよう束ぞくの裾すそをなびかせ、凛りんとした声を張り上げる少女。

（……っ、まさか、〈炎の姫ひめ巫み女こ〉!?）

　カミトは喉のどの奥で唸うなった。

　彼女の存在は、まったくの予想外だった。ミュア・アレンスタールの軍用精霊が出現した瞬間、護衛の騎士が真っ先に避難させたはずだからだ。

（……まさか、封印精霊を守るために残ったのか？）

「ルビア様、危険です、お戻り下さい！」

　神輿みこしの下にいる衛兵達が、悲鳴じみた叫びを上げる。

「いいえ、ここを守るのが、姫巫女である私のつとめ。あなた方は下がっていなさい」

　言い捨てて、炎の姫巫女は、背後の小祭さい殿でんの扉を開け放った。

　奉ほう納のうされた錫しやく杖じようを取り出し、静かに構える。

〈魔王〉の精霊の封印された錫杖。その先端に埋め込まれた宝玉が、真紅の輝きを放つ。

『カミト、気をつけて！』

「……っ、まさか、あの軍用精霊を解放する気なのか!?」

　あの姫巫女が、戦闘訓練を受けた精霊使いでないことは明らかだ。しかし、その神威カムイの大きさは並の精霊騎士を圧倒している。

　だとすれば、大型の軍用精霊をたった一人で制御することも可能ということか──

（なら、軍用精霊を解放される前にっ──）

　魔剣を手に、カミトは一気に踏み込んだ。

　が、刹那、姫巫女の足もとに魔術方陣が出現し、激しい炎が噴き上がった。

　魔術方陣から現れたのは、炎を纏まとう二頭の猟りよう犬けんだ。万が一の襲撃に備え、あらかじめ魔術を自動発動するように設置していたのだろう。

「──狩りなさい、〈溶岩の猟犬ラヴア・ハウンド〉よ！」

　炎を纏う猟犬が、カミトの喉のど笛ぶえめがけて飛びかかる。

　カミトは舌打ちして、魔剣を逆手に握り──

　懐ふところからもう一本、〈錬魔銀ミスリル〉の短剣を抜き放った。

「暗殺技──〈双蛇〉！」

　闇の中に二つの斬ざん閃せんが閃ひらめき、二頭の猟犬をまとめて両断する。

　が、消滅のその瞬間。溶岩の猟犬は魔術の炎へと姿を変え、カミトの周囲に吹き荒れた。

（時間稼ぎか──）

　魔剣の刃で炎を斬り払い、突進する。

　炎の姫巫女は、すでに解放の詞ことばを唱え終えようとしている。

「紅ぐ蓮れんの焰ほのおを司つかさどりし、〈魔王〉の下げ僕ぼくの一柱よ、今ここに、汝なんじの御身を現し──」

『──カミト、あれはまずいわ。撤退しなさい』

　レスティアの声が頭の中で鋭く響く。

　ヴオオオオオオオオオッ！

　広場の向こうで獣の咆ほう哮こうが轟とどろいた。精霊騎士がミュアの軍用精霊を倒したのか、あるいは〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉の力によって使い潰され、消滅したのだ。

（……けど、任務は、〈魔王〉の精霊を二体奪取することだ）

『一体は奪取に成功したわ。それで十分としましょう──』

　確かに、広場に向かった三人の精霊騎士が戻ってくれば、さすがに勝ち目はない。二体目の奪取にこだわれば、近くに潜んでいるミュアも危険にさらされるだろう。

（……っ、潮時か……）

　撤退を決意し、身を翻ひるがえそうとした、その時だ。

（……足が!?）

　何い時つのまにか、足もとに小さな光こう芒ぼうが出現していた。

　身体からだの自由を奪う〈拘束バインド〉の魔術だ。

（──解放の詞ことばを唱えながら、精霊魔術を編んでいただと!?）

　カミトは慄りつ然ぜんとしてうめく。……信じられなかった。あの年齢で、これほど高度な精霊魔術を操るなど、大陸最高峰の姫ひめ巫み女こである〈精霊姫〉に匹敵する才能ではないか──

　咄とつ嗟さに魔剣を足もとに突き立て、魔術を解除する。

　──が、遅い。炎の姫巫女は、すでに天に向かって錫しやく杖じようを振り上げていた。

「汝なんじ、荒ぶる力を我等にしめせ──其その名は炎獄精霊〈イフリート〉！」

　解放の詞を叫んだ、瞬間。

　彼女の手にした錫杖から凄せい烈れつな輝きがほとばしる。

　現れたのは、灼しやく熱ねつの劫ごう火かに身を包んだ、緋ひ色いろの魔神だ。

「愚かなる者よ、自らの罪を悔いながら、消し炭になるがいい──」

　炎の姫巫女が錫杖を振り下ろす。

　魔神は大きく息を吸い込むと、カミトめがけて炎の吐息を放った。

「……っ!?」

　放射状に拡ひろがる炎の吐息は、避けられる大きさではない。

　カミトが炎に吞のみ込まれる、その直前──

『──大丈夫よ、カミト。あなたは、私が守るわ』

　レスティアの静かな声が聞こえた。

　手にした〈黒死の短剣ステインガー〉が消失し──

　カミトの眼前に、漆しつ黒こくの翼を広げた闇精霊の少女が姿を現す。

「……闇精霊!?　おまえ──」

　レスティアは、燃え盛さかる紅ぐ蓮れんの炎にすっと手をかざした。

　艶つややかな黒髪が乱れ、美しい漆黒の羽が舞い散りながら燃えていく。

「……くっ、なん……て、熱量……さすが、〈魔王〉の精霊、ね……けれど──」

〈イフリート〉の放つ、圧倒的な炎を受け止めるレスティア。

　その全身から闇の瘴しよう気きが放たれ、炎を吹き散らした。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

「まさか、人型の高位精霊!?」

　姫ひめ巫み女この少女が驚きよう愕がくの声を上げる。

「闇精霊……！」

「退ひくわよ、カミト──」

「ああ──」

　カミトは憔しよう悴すいした彼女の身体からだを抱きかかえると、闇の中に姿を消した。
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　──その後、カミト達は混乱にまぎれ、帝都を脱出した。

　門の警備は厳重だったが、リリィがあらかじめ用意してくれた脱出経路を使い、無事、アルファス教国へ向かう隊商にまぎれることができた。

「──任務失敗、か」

　初めての経験に、カミトは嘆たん息そくした。

　魔王の精霊を封じた剣を、強く握り締める。

「魔王の精霊を奪取したんだもの。戦果としては、そう悪いものではないわ」

　馬上でカミトの背中につかまったレスティアが、肩をすくめて呟つぶやく。

「けれど、あのとき、私を抱えて逃げたのは減点ね。私は消滅しても〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に戻るだけなんだから、一人で逃げるべきだったのに──」

　そんな態度とは裏腹に、機き嫌げんはよさそうだ。

「一度消失したら、そう簡単には戻ってこられないだろ。僕ぼくには武器が必要だからな」

　むすっとした表情で答えるカミト。

「そうね、そういうことにしておきましょう──」

　レスティアはくすっと微笑ほほえみ──ふと、前髪に手を添えた。

「せっかく買ってくれた髪飾り、あの精霊の炎で溶けてしまったわね……」

「……あんなもの、また買ってやるよ」

「え？」

「……なんでもない」

　カミトは馬の歩みを速めた。

「闇精霊──」

「なに、カミト？」

「おまえを殺すのは僕だ。……そのときまで、誰だれにも殺されるなよ」

「ええ。楽しみにしているわ」





[image: ]

「……う、ん……けほっ、けほっ……」

　その日、カミトがベッドで目を覚ますと、身体からだが鉛なまりのように重かった。

　──といっても、いつものようにエストが上にのっているわけではない。

　全身がひどくだるく、起きる気力すらわいてこないのだ。

　喉のどがささくれだち、激しく咳せき込む。熱もでてきたようだ。

「……なんだ？」

　鉱山都市での任務から、三日目のことである。フィアナと協力し、ジオ・インザーギを倒したカミトたちは、無事、戦略級軍用精霊に封印をほどこし、学院に戻ってきた。

　戻ってきてすぐは、とくになんともなかったのだが──

　……どうやら、風か邪ぜをひいたらしかった。
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「……精霊使いが風邪をひくなんて、ちょっとした珍ちん事じよ」

　水みず盥だらいとタオルを持ってきたクレアが、呆あきれたように言った。

「俺おれも驚いてるよ。こんなこと、ほとんどなかったんだが……けほっ、けほっ」

　咳き込みながら返事をするカミト。

　体内で神威カムイを錬ねることのできる精霊使いは、普通の病気にはほとんど罹かからない。風邪などひくのは、よほど体力を消しよう耗もうしたり、不ふ摂せつ生せいをしたときくらいのものだろう。

「まあ、今回はちょっと無理しすぎたかもしれないわね」

　濡ぬれたタオルを絞しぼりながら、呟つぶやくクレア。

「たぶん、まだエストの使い方に慣れていないのよ」

「……かもしれないな」

　と、カミトは壁にたてかけた剣──〈テルミヌス・エスト〉に目を移す。

　ジオ・インザーギとの戦いで、カミトはエストの力を限界まで引き出した。そのせいで神威を使い果たし、身体の抵抗力が一時的になくなってしまったのかもしれない。

　そのエスト自身も消耗が激しかったようで、あれ以来、ずっと剣の状態だった。

「ま、しっかり休養するしかないわね。こればかりは精霊魔術でも癒いやせないし」

「そう……だな……」

　いちおう、フィアナにも診みてもらったのだが、治ち癒ゆの魔術を得意とする彼女も、ただの風邪には、まったくのお手上げのようだった。治癒の魔術は、聖属性の精霊の力を使って自然治癒力を高めるものだ。外がい傷しようを癒すのは得意だが、原因がわからない病気の場合、その悪い気をかえって増幅させてしまう恐れがあるのだ。

　クレアの冷たい手が、そっと額ひたいに触れた。

「……すごい熱よ……寒さむ気けはある？」

「ああ……」

　クレアは濡ぬれタオルをカミトの額に置くと、乱れたベッドシーツを掛けなおした。

　その手て際ぎわのよさに、カミトはちょっと意外そうに首を傾かしげる。

「なんか手慣れてるな。貴族のお嬢様は、あんまりこういうことしないと思ってた」

「姉さまも身体からだが弱くて、子供の頃はあたしが看病してたの。姉さまは、なんだか悪いものを引き寄せる体質だったみたいで……」

「そうか……」

　昔のことを思い出したせいか、クレアの瞳ひとみにふっと影がよぎる。

　──が、それも一瞬のこと。すぐにもとの調子に戻り、

「ふ、ふん、あたしが看病してあげてるんだから、風か邪ぜなんて早く治しなさいよね！」

「……ああ、すぐに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉選抜の対抗戦も控えてるしな」

「そうよ、あんたはチームの大事な戦力なんだから。……スカーレット！」

　クレアが指を鳴らし、炎を纏まとう火猫精霊を召喚した。

「あたしはこれから講義だから、カミトを温めてあげなさい」

「にゃー♪」

　火猫精霊は可愛かわいく鳴くと、ぴょんとベッドに飛び乗り、カミトの懐ふところで丸くなった。

「……おお、あったかい」

「今日のぶんの講義ノートはとっておいてあげるわ。ちゃんと寝てるのよ」

　ぽん、とシーツを軽く叩たたき、クレアは部屋を出ていった。
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　……カミトが寝入ってから、数分後。

　壁にたてかけられていた剣が突然光を放ち、虚こ空くうに消滅した。

　そして現れたのは、輝く白銀の美少女だ。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳。ミルクのように滑らかな白い肌。ほのかな燐りん光こうを纏うその姿は、雪の妖精のように可愛らしい。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉──テルミヌス・エスト。カミトの契約精霊だ。

　力を使い切った状態から回復し、ようやく人間界に顕けん現げんできるようになったのだ。

「……ん、カミ……ト、どこですか？」

　エストは寝ぼけまなこで、部屋の中をキョロキョロと見回した。

　……全裸にニーソという格好で、カミトの寝ているベッドのそばまで歩いていく。

「……カミト、お休みなのですか？」

　いつものように、裸のままベッドの中に潜り込もうとしたところで──

　シーツの中から、スカーレットがぬっと顔をだした。

「……火猫精霊？」

「にゃー？」

「火猫精霊も、一緒に添い寝するのですか？」

「にゃー……にゃ、にゃーにゃー！」

　スカーレットは首を横に振り、身振り手振りでジェスチャーした。火猫精霊は言葉を喋しやべれないが、高位精霊同士であれば、大おお雑ざつ把ぱな思念を送ることはできるのだ。

「カミトが風か邪ぜを……？」

「にゃー」

　こくっと頷うなずくスカーレット。

「カミト……」

　エストは、苦しそうに眠るカミトの額ひたいに手をのせた。

「……う、ん……エスト？」

　と、カミトはうっすらと目をあけて、

「……目を、覚ましたんだな」

「カミト、私に何かできることはありますか？」

「あ、ああ……そうだな……けほっ、けほっ……じゃあ、薬学科の学院生に、滋じ養よう強きよう壮そうに効く薬をもらってきてくれないか」

「薬、ですか？」

「ああ。精霊魔術は効果がなくても、薬草師の薬なら、もしかしたら……けほっ」

　薬学科はアレイシア精霊学院の敷地内にある、別の建物だ。

　エストはカミトの近くにいないと長時間、人間の姿を保つことが出来ないのだが、そのくらいの距離なら大丈夫だろう。

「──わかりました。私はあなたの剣、あなたの望むままに」

　エストは無表情に頷くと、部屋の外に出ていった。
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　──と、そんなわけで。

　エストはレイヴン教室寮りようを出て、広大な敷地内にある薬学科へ足を向けた。

　精霊使いの養成校、とひと口に言っても、その進路は様々だ。アレイシア精霊学院を卒業して精霊騎士になるのはほんのひと握りの生徒だけである。この薬学科は、主に精霊理論を基礎とした霊薬の研究をしている場所だった。

　エストが薬学棟に入ろうとすると──

「ねえ、見て見て、例の男の精霊使い君の剣精霊さんよ」

「うっわー、可愛かわいい♪」

　周囲にいた学院生にたちまち囲まれてしまった。エストは、夜の魔王の契約精霊として、すでに学院内でマスコット的な人気を博しているのだ。

「精霊さん、お菓か子しあげるわ。実習で作ったの」

「あ、ズルイ。私も、メロンパンのはしっこあげるわ。食べて食べて」

「拒む理由はありません」

　与えられるままに、はむはむとお菓子を食べるエスト。

　その姿が、可愛かわいいもの好きの女の子たちの心をくすぐったようだ。

「……～っ、か、可愛い♪」「もう持って帰っちゃおう！」「うん！」

「あ、なにをするのですか──」

　誘ゆう拐かいされそうになったエストが声を上げると、

「おまえたち、なにをしている！」

　凛りんとした声が響き渡った。

　現れたのは、風王騎士団シルフイードの甲かつ冑ちゆうを纏まとったポニーテールの少女、エリスだ。

「あ、騎士団長、どうしてここに？」

　女の子達はエストから手を離した。

「入院したラッカとレイシアのために、滋じ養ようのつく薬をもらいにきたのだ」

　エリスはエストのほうに視線を移した。

「おまえは、カゼハヤ・カミトの剣精霊。こんなところでなにをしている？」

「はい、風か邪ぜをひいたカミトのために薬をとりにきました」

「なに、風邪だと？」

　眉をひそめるエリスに、エストは事情を話した。

「……なるほど、それで薬を。偉いな、君は」

　腕組みして感心するエリス。

「うーん、風邪薬かー……」

　女の子たちがちょっと困ったように顎あごに手をあてた。

「薬はないのですか？」

「風邪によく効く薬やく膳ぜん粥がゆのレシピは教えてあげられるよ。でも──」

「いま、必要な薬草を切らしちゃってるのよね」

　肩をすくめる女の子達。

「む、なんとかならないのか？」

　エリスが口を挟む。

「必要な薬草は〈精霊の森〉に行けば手に入るわ」

　女の子はノートの切きれ端はしを破き、簡単なスケッチをしてエストに手渡した。

「ほら、この薬草よ。見た目に特徴があるからすぐにわかると思うわ。薬膳粥のレシピも書いてあるから、簡単に作れるはずよ」

「感謝します」

　ぺこり、と頭を下げるエスト。

「一人で大丈夫か？　よければ私もついていくが」

「〈精霊の森〉は、いつもお散歩しているので大丈夫です」

　エストは首を振ると、メモを手に早速、精霊の森に向かった。
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　その頃。

「今朝は気持ちのいいお散歩日和びよりですわね、キャロル」

「はい、お嬢様──」

　穏やかな陽ひのあたる中庭で、リンスレット・ローレンフロストは、契約精霊の〈フェンリル〉を散歩させていた。

　巨大な魔ま狼ろうの姿をした戦闘形態ではなく、小柄でモフモフのお散歩形態だ。その姿はまるで犬のように見える。

「うぉんっ、うぉん！」

　スカーレットに比べ、普段はおとなしいフェンリルが嬉うれしそうに跳ね回る。精霊の森に近い学院の中庭は、精霊にとってなかなかに心地のいい場所なのだ。

「そういえば、お嬢様はお聞きになりましたか？」

　と、キャロルが足を止めて言った。

「なんですの？」

「カミト様が、風か邪ぜをひかれて寝込んでいるそうですよ」

「風邪を？」

　眉根を寄せるリンスレット。

「精霊使いが風邪をひくなんて、珍しいですわね」

「鉱山都市での任務もあったことですし、お疲れだったんでしょう。今日の講義もお休みになったと聞きました」

「では、クレアが看病をしていますのね」

「そうみたいです。あ、でも、クレア様は今の時間、講義に出ているはずですから、カミト様はお一人かと──」

　手もとのノートに目を落としながら、報告するキャロル。

　このメイドはなぜか、学院内の様々な情報を知っているのだ。

「……まあ、大丈夫ですの？」

「お嬢様、カミト様のことが心配なんですね、ふふ」

「そ、そんなんじゃないですわっ、わ、わたくしはただ……」

　顔を真っ赤にして否定するリンスレット。

　と、彼女はふと思い出した。

「風か邪ぜといえば、ローレンフロスト家に伝わる伝統的な民間療りよう法ほうがありましたわね」

「民間療法、ですか？」

「ええ、昔メイド長のナタリアに教えてもらいましたの。たしか……」

　こめかみに手をあて、思い出そうとしていると、

「うぉんっ、うぉんっ！」

　突然、フェンリルが森のほうに向かって吠ほえだした。

「フェンリル、どうしましたの？」

　眉をひそめ、狼おおかみの吠えている方向に首を向けると、見知った後ろ姿があった。

〈精霊の森〉に入っていくようだ。

「あれは、カゼハヤ・カミトの剣精霊さんですわね」

「お一人で、なにをしているんでしょうか？」

「〈精霊の森〉には、危険な獣や精霊がいますわ。注意しましょう」

　リンスレットは森の中へ入るエストの背中を、あわてて追いかけた。

「お待ちなさい、剣精霊さん。どこへ行きますの？」

「……？」

　立ち止まって、くるっと振り向くエスト。

「あ、お菓か子しの人──」

「お菓子の人ではありません、リンスレット・ローレンフロストですわ！」

　リンスレットは憮ぶ然ぜんとして言った。

　彼女は普段、作りすぎて余ったお菓子を精霊にあげたりしているため、学院の精霊たちからはお菓子の人と認識されているのだった。

「〈精霊の森〉になんの用がありますの？」

「森に生えている薬草が必要なのです」

　エストは制服のポケットからメモを取り出し、ここに来た事情を話した。

「……なるほど。カミトさんの風邪を治すために、薬草が必要なんですのね」

　事情を聞いたリンスレットは、こくっと頷うなずいた。

「剣精霊さん、わたくしもお手伝いしますわ」

「本当ですか？」

「ええ、主人が下げ僕ぼくの面倒を見るのは当然のことですもの」

「ふふっ、お嬢様、素直にカミト様が心配だと仰おつしやればいいのに」

「ち、違いますっ、そんなんじゃありませんわ！」

　キャロルの背中をぽかぽか叩たたくリンスレット。

「感謝します、お菓子の人──」

　エストは無表情のまま、ぺこりと頭を下げた。
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「……ふう、月つき影かげ草は、これだけあれば足りそうですわね」

「あとは霧きり雨さめ草と、養よう命めい草、それにクナンの実ですね、お嬢様」

「うぉん！」

　精霊の森に足を踏み入れた三人は、メモの通りに薬草を採さい取しゆしはじめた。

　必要な薬草のほとんどは、精霊の森ではとくに珍しいものでもないため、そう苦労もせず集められそうだったが、ひとつだけ採取が難しそうなものがあった。

「……困りましたわね。養命草は、このあたりではとれませんわ」

「そうなのですか？」

「ええ、もっと森の奥へ入らないと──」

「お嬢様、これが養命草によく似ていますよ」

　キャロルが、地面に生えていた草をつかんだ。

「キャロル、それはただの雑草ですわ……」

　リンスレットが呟つぶやいた、その時。

「へ？　……きゃああっ！」

　突然、地面が盛り上がり、キャロルの手にした草の根が襲いかかってきた。

「な、なんですの!?　ふぁんっ！」

「……!?」

　しゅるしゅるしゅるっ。

　近くに居たエストとリンスレットも、たちまち絡み付かれてしまう。

「……ひゃ、ん……お嬢様、助けてください～……」

「……ん……この、無礼者っ、きゃんっ……！」

「……この草は、ニーソを脱がそうというのですか!?」

「……うぉん？」

　嬌きよう声せいをあげるご主人様を見て、不思議そうに首を傾かしげるフェンリル。

「あ、遊んでいるのではありませんわっ、は、早く助けなさい……」

「うぉんっ！」

　リンスレットの声に応こたえ、フェンリルが牙で草の根を嚙かみきる。

　しかし、草の根はたちまち再生し、ますます絡み付いてしまう。冷気で凍らせれば、絡み付かれているキャロルも巻き添えになってしまうだろう。

「……～っ、そ、そんなところ、だ、だめですわっ……！」

　と、そのとき。森の奥の茂しげみがガサガサと揺れ、

「むう、お前たち、こんなところでなにをしているのだ？」

「あ、あなたは!?」

　リンスレットはハッと声を上げた。

　森の奥から現れたのは、大きな木の杖つえを手にした金髪の少女だ。

「グリズリー教室のホリン・シャレイリアさん？」

「む、レイヴン教室のお菓か子しの人か──」

　少女は杖つえをかかげると、口の中で小さく呪文を唱えた。

　と、草の根はたちまちほどけ、しゅるしゅると地面に戻っていく。

「た、助かりましたわ……」

　解放されたリンスレットたちは、ホッと安あん堵どの息をつく。

「ここは植物に擬ぎ態たいした魔物も多い。気を付けるのだ」

　木の杖を手にした少女は、つかつかと歩いてきた。

　グリズリー教室のシャレイリア。教室寮りようではなく、精霊の森に住む彼女は、学院でも有名な変わり者だ。現在、学内ランキング第五位の〈チーム・ケルンノス〉を率いるエースであり、強力な獣じゆう群ぐん精霊の使い手であった。

「ここでなにをしていたのだ？」

「この薬草を探しているのです」

　エストは薬学科の学院生にもらったメモを見せた。

　と、メモを見た少女はふむ、と頷うなずいて──

「その薬草ならば、持っているぞ」

「本当ですの？」

「うむ、私のテントにくるがいい」

　エストたち三人は、森の中にある彼女のテントに案内された。

　獣の皮で作られた小さなテントの中には、不思議な匂いのする煙が漂い、怪しげなキノコや薬草の詰まった壺つぼがたくさんあった。

「シャレイリアさんは、どうして森の中に住んでいますの？」

「ドルイドは自然と共にある精霊使い。森の中のほうが精霊の息吹いぶきを感じられるのだ」

　シャレイリアは壺の薬草を取りだし、エストに手渡した。

「この草を刻きざんでお粥かゆに入れれば、風か邪ぜなどすぐに回復するはずだ」

「感謝します、森の人」

　エストは無表情に頭を下げると、受け取った薬草を大切に袋にしまった。

「これでお嬢様もひと安心ですね」

　キャロルがにこっと微笑ほほえむ。

「ええ。わたくし、そろそろ次の講義に出るための準備をしなくてはなりませんわ。ここでお別れですわね、剣精霊さん」

「はい、ありがとうございました。お菓子の人」

「だから、お菓子の人ではありませんわっ！　行きますわよ、キャロル──」

「はい、お嬢様──」

　踵きびすを返し、テントを出て行こうとするリンスレット。

　と、彼女は、ふと何かを思い出したように立ち止まった。

　その視線は、なぜかシャレイリアの持つ木の杖つえに向けられている。

「……お嬢様？」

「思い出しましたわ、ローレンフロストに伝わる民間療りよう法ほうを」
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　薬やく膳ぜん粥がゆに必要な薬草を手に入れたエストは、学院の所有する菜園に向かった。

　リンスレットの教えてくれた、風か邪ぜを治すローレンフロストの民間療法。それを行うためには、ある野菜が必要なのだ。

「──たくさんあるようですね」

　畑に足を踏み入れ、エストは無表情に呟つぶやいた。

　目当ての野菜は、畑の一画に植えられた長ネギだ。

「二本ほどで十分でしょう」

　腰をかがめて、畑のネギを抜こうとする──と、

「ちょ、ちょっと、なにをしているの!?」

　どこからか、あわてた声が聞こえてきた。

「……？」

　振り向くと、儀式装しよう束ぞくに身を包んだ黒髪の少女が走ってくるのが見えた。

　フィアナ・レイ・オルデシア。先日、カミト達のチームに加わったばかりの元帝国第二王女である。彼女は学院からの依頼で、この畑に豊ほう穣じようの儀式神楽かぐらを奉ほう納のうするための準備をしているところであった。

　はあはあと息を切らしながら、エストに駆け寄る彼女。

「どうしたのですか？」

　エストはきょとん、と首を傾かしげる。

「ここは学院の菜園なのよ、勝手に野菜をとってはだめよ」

「ネギをとっては、だめなのですか？」

「そうよ、この土地の精霊にお願いしないとね」

　フィアナは首を横に振り、眉をひそめた。

「……というか、どうしてネギなんて必要なの？」

「カミトの風邪を治すためです」

「……どういうこと？」

　エストは、リンスレットに聞いた民間療法のことを話した。

「そう、ローレンフロスト地方の民間療法ね。たしかに、聞いたことがあるわ。あそこは極ごつ寒かんの過か酷こくな土地だから、独自の健康法がたくさんあるって──」

　フィアナは困ったように顎あごに手をあてた。

「私もカミト君の風邪を治せるなら協力したいけど、ここの畑は精霊のものなのよ。勝手にネギをとっては、大いなる怒りに触れてしまうわ」

　土地の作物というものは、大地に恵みを与えてくれる精霊のものだ。作物は精霊の恩おん寵ちようなしに、健すこやかに育つことができない。だから、作物を収穫するときは、精霊を楽しませる演舞を奉ほう納のうし、ご機き嫌げんをとらなくてはならないのだ。

「私が儀式演舞を奉納して、ネギを分けてもらえるかお伺うかがいをたててみるわ。簡単な櫓やぐらをたてて、夕方には終わると思うけど──」

「そんな時間はありません、カミトはいまも熱で苦しんでいるのですから」

　エストは無表情に首を振った。

「私は〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉、土地の精霊に懇こん願がんする必要はありません」

「あっ、ちょっと──」

　フィアナがとめる間もなく、ネギを引き抜くエスト。

　その瞬間、大地が震え、大量の土ど砂しやが噴き上がった。

「……!?」

「クケ────ッ！」

　舞い上がった大量の土砂の中から、不気味な影が出現する。

　それは、ニワトリの姿をした四体の精霊だった。

　……ニワトリである。どう見てもただのニワトリである。サイズが特別に巨大というわけでもなく、角が生えていたり、首がふたつあるわけでもない。しかし、その全身から放たれる凶暴な威圧感は、並の高位精霊をはるかにしのぐものを感じさせた。

「あれは……」

「あれは、チキン四天王……この一帯を支配する〈凶鳥精霊〉よ！」

　フィアナが愕がく然ぜんと声を震わせた。

　完全な動物の姿をとれる精霊は、そのほとんどが高位精霊だ。この凶鳥精霊も例外ではなく、野菜を盗もうとした手て練だれの学院生が、何人も返り討ちにあっている。

　なんでも噂うわさによれば、学院に赴ふ任にんしたばかりの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が、廃棄寸前の軍用精霊を勝手に持ち出し、畑の守護者として使っているとかなんとか──

　……あくまで噂だが、どこか信しん憑ぴよう性せいのある噂だった。

「ケーッ、クケケーッ！」

　凶鳥精霊たちはトサカを逆立て、ネギ泥棒に威い嚇かくするような鳴き声を放った。

「き、凶鳥精霊様、どうかお鎮しずまりください！」

　フィアナが懇願するが、そんなものは無駄だった。

「クケーッ！」

　ドドドドドドドドドッ！

　雄お叫たけびを上げ、四羽のニワトリがエストめがけて走ってくる。

　学院にいるほとんどの精霊は、最高位の精霊であるエストに対し、本能的に敬意を払うものだ。しかし、このニワトリたちに、そんな様子はまったくなかった。

「ケ────ッ！」

「チキンピラフにされたいようですね」

　エストは無表情に呟つぶやくと、虚こ空くうにすっと手をかかげた。

　瞬間、エストの周囲に無数の剣が出現する。

「ネギを、渡してください──」

　そして、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉とチキン四天王の死闘がはじまった。
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「……エスト、ずいぶん遅いな」

　天井を見上げたまま、カミトはベッドの中で呟いた。

　学院の中は安全とはいえ、ここまで遅いと、さすがに心配になってくる。

「スカーレット、悪いけど、ちょっと様子を見に行ってくれるか？」

「ニャー？」

　スカーレットがふとんから顔を出した、ちょうどそのとき。

　部屋のドアの開く音がした。

「──戻りました、カミト」

「エスト……」

　エストの顔を見て、ほっと安あん堵どの表情を浮かべるカミト。

「遅かったな、心配したぞ……って、どうしたんだその制服!?」

　カミトは思わず、目を見開いた。

　エストの制服はボロボロになり、ニーソもところどころ破れている。

「……ニーソを見てはだめです、カミトのえっち」

　あわてて穴の空いたニーソを隠そうとするエスト。

「わ、悪い……けど、一体なにがあったんだ？」

「はい、強大な精霊と戦っていました」

「強大な精霊？」

「気にしないでください。それより、カミトはちゃんと寝ていてください」

　エストは無表情に呟くと、キッチンのほうへ戻っていく。

「……エスト？」

「薬草のお粥かゆを作ります。しばらく、待っていてください」

「エスト、料理なんてできたのか？」

「当然です。私は〈魔王殺しの聖剣〉なのですから」

「いや、料理と魔王殺しは関係ないと思うが……こほっ、こほっ……」

「カミト、おとなしく寝ていてください」

「……あ、ああ、わかった。……ありがとな」

　ちょっと不安になりながらも、カミトはふたたび横になった。
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　──その、数分後。

「うう……ん……」

「……カミト、大丈夫ですか？」

　熱にうなされているカミトの横に、エストがお粥かゆのお盆を持ってきた。

「……エスト、あ、ああ……」

「カミトのために、お粥を作ってきました」

「こほっ、こほっ……助かる、ありがとな……」

　ベッド脇のテーブルにお粥をのせるエスト。

　カミトはベッドから身を起こそうとして──

「……」

　スプーンを手にしたエストが、無表情にカミトを見つめていた。

「……エスト？」

「口をあけてください、カミト」

「え？」

　きょとん、とするカミト。

「あーん、をしてください、カミト」

「い、いや、自分で食べられるから、スプーンをくれないか」

「それでは、だめです」

「け、けど……」

　カミトはごくりと息を吞のんだ。

　エストの気遣いは嬉うれしい。たしかに嬉しい。

　けれど、あーん、はさすがに恥ずかしすぎる。それに──

　ぐつぐつ。ぐつぐつぐつぐつ。

　お粥はマグマのように沸ふつ騰とうしている。……口にすれば、確実に火傷やけどしそうだ。

「……」

「……」

　数秒間、視線を交かわしあって──

「……わ、わかったよ」

　カミトは、とうとう根負けした。

　おそるおそる口を開き、スプーンを口に含む。

「熱っ！」

　反射的に飛び上がるカミト。

　ベッドの上にいたスカーレットがびっくりして逃げていく。

「カミト、動かないでください。狙いがつきません」

　煮えたぎるお粥かゆをすくったエストは、ベッドの上にあがって馬乗りになった。

「お、おい……！」

「カミト、早く口をあけてください」

「あぢいっ！」

　ふたたび飛び上がるカミト。

「エ……エスト……」

　カミトは必死に声を出した。

「……？」

「お粥は、もうすこし冷めてからのほうが、おいしく食べられる気がする……」

「……わかりました」

　エストは不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で、お粥を下げてくれた。

「はあ……」

　ほっとして目をつむるカミト。が、その安あん堵ども束つかの間ま──

　ふよんっ。

「……うっ！」

　こんどは、エストが馬乗りになってカミトを見下ろしている。

　そればかりか、するすると服を脱ぎはじめたのである。

「な、なにしてるんだ!?」

「風か邪ぜをひいたときは、人肌であたためるとよいと聞きました」

「だ、誰だれにだ！　……って、大体予想はつくけどな！」

　おそらく、フィアナあたりだろう。

（……あ、あのお姫様は！）

「カミト、大人しくしていてください──」

　服を脱ぐ手はとめず、無表情に呟つぶやくエスト。

　スカートがぱさりと落ち、ほぼ裸になってしまう。

「……っ、か、風邪うつるぞ……」

「精霊は風邪などひきません」

　すっと顔を近付けてくるエスト。

「……？」

　と、カミトはふと気付いて眉をひそめた。

　エストの手に、なにか棒状のものが握られている。

　……ネギだ。立派に育った長ネギである。

「な、なんで、ネギ？」

「カミト、お尻をだしてください」

　カミトに馬乗りになったまま、エストはネギを振りかざした。

「……っ、な、なんでだ！」

　……意味がわからない。

「リンスレットに聞きました。このお野菜をお尻に刺せば、カミトの風か邪ぜを治療することができると──」

「なんだ、その怪しげな民間療りよう法ほう！　絶対間違ってるからな！」

「逃げてはだめです、カミト──」

　ジタバタと暴れるカミトを押さえ込み、ネギを振り回すエスト。

　と、必死に逃げようとするカミトの前に──

　ドスッとなにかが突き刺さる。

「……！」

　ドスドスドスッ！

　周囲に実体化した剣がつぎつぎと落下し、カミトの動きを止めてしまった。

「……」

「カミト、お尻を出してください──」

　ネギを手にしたエストが無表情に迫る。

「やめろ……エスト……やめてくれえええええええええ！」

　レイヴン教室寮りように、カミトの絶叫が響き渡った。
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　──昼休みになって、クレアたちが部屋にお見舞いにやってきた。

「な、なんであんたたちまで来るのよ！」

「べ、べつに、カミトさんが心配なわけではありませんわ」

「病やまいの床とこにある者を見舞うのは、騎士として当然のことだ」

「ふふっ、カミト君の身体からだをあたためてあげないと、ね」

　部屋の前でばったり出くわした四人が、牽けん制せいし合いながらドアを開けると。

「……カミト？」

「……う、うーん……」

　ベッドの上でうなされている、カミトの姿があった。

「ちょっと、大丈夫？　……でも、熱は下がったみたいね」

「熱は下がったのに、どうしてうなされているんですの？」

「ネギが……ネギが……」

「……ネギ？」

　全員が眉をひそめて顔を見合わせる。

　ベッドの床には、なぜか、折れたネギと剣の姿になったエストが転がっているのだった。
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〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を数週間後に控えた、ある日のこと。

　午前の自由科目の講義を受け終え、学院の廊ろう下かを歩いていたクレアとカミトは、ふと掲示板の前に立つ少女の姿に気付いて足をとめた。

「……ん？　あれ、フィアナだよな」

「ええ、なにをしてるのかしら」

　二人は顔を見合わせ、彼女の背後にそっと近付いた。

「……これはだめね、こっちも、ううん……」

　あれこれと迷いながら、真剣な表情で掲示板を睨にらむ王女様。

「フィアナ、なにしてるんだ？」

「きゃっ!?」

　ぽんと肩を叩たたくと、彼女はハッと振り向き、薄闇色の瞳ひとみを見開いた。

「カミト君……と、あとクレア」

「あとってなによ……」

　クレアはむっと頰ほおを膨ふくらませ、掲示板に目を向ける。

「真剣な顔して、なにを見ていたの？」

　廊ろう下かの壁に設置された掲示板には、難易度ごとに整理された〈任務クエスト〉が貼り出されている。その多くは、学院都市の住人や、近くの農村に依頼された下位ランクの安全な任務で、危険を伴う上位ランクの任務はほとんどない。

　一番上には、最もランクの高い魔神級精霊の討とう伐ばつ任務が貼り出されているが、これはすでに、ヴェルサリア・イーヴァという上級生によって契約済みだった。

「ひょっとして、〈任務〉を申請しようとしていたの？」

　クレアは眉を顰ひそめて言った。

「言っておくけど、あたしたちのチームが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の出場資格を得るには、この程度の難易度の任務じゃ、焼け石に水よ。まずは対抗戦で勝たないと」

「違うわ。私が見ていたのは、その隣よ──」

　フィアナは首を横に振り、掲示板の隅っこを指差した。

　そこに貼ってあるのは、学院生向けのアルバイトの募集である。

「……アルバイト？」

　と、こんどはカミトが首を傾かしげた。

「どうしてフィアナが……」

　フィアナはれっきとした帝国の王族、アルバイトをするような身分ではないはずだ。

　そもそも、貴族の令れい嬢じようばかりのこの学院で、アルバイトをする娘はあまりおらず、実際、求人もごく僅わずかしかない。例外は大きな領地を持たない下級貴族の娘や、クレアのような特殊な境遇の生徒だけである。

「えっと、それは……」

　と、フィアナは考えるような仕草をして、

「お、お金のためよ……」

　恥ずかしそうに呟つぶやく。

「お金って……あんた一応、王族でしょ」

「そんなのは名前だけよ。王室からの仕送りは断ったし、持ってきた精霊鉱石はもう使ってしまったもの」

　自じ嘲ちようするように呟くフィアナに、カミトとクレアは思わず口をつぐむ。

　彼女は精霊契約の力を失った〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉、王家の爪つま弾はじき者だ。財産も持たず、仕送りも断り、本当になにもかもを捨てて、この学院に来たのだろう。

　──カミトに会う、ただそれだけのために。

「でも、なかなかいい求人はないものね……」

　掲示板に視線を戻し、小さくため息をつくフィアナ。

「……？　あんた、〈神しん儀ぎ院いん〉では精霊姫候補だったんでしょ。姫ひめ巫み女ことしての資格があれば、仕事は引く手あまたじゃない」

　当然のことだが、ここに貼られている求人のほとんどは、学院生の精霊使いとしての力をあてこんだものだ。例えば、土地の精霊に豊ほう穣じよう祈願の演舞を奉ほう納のうしたり、力ある精霊に森を切り開いてもらったりといった仕事である。たしかに、神しん儀ぎ院いん育ちのエリート姫ひめ巫み女こであるフィアナなら、そういった仕事も容易たやすくこなせるだろう。

「ほら、堤防工事の仕事を募集してるわよ。あの騎士精霊なら──」

「だ、だめよ！　王家の騎士精霊を、土木工事に使うなんて」

　フィアナは首を横に振った。それから、少し目を伏せて、

「それに、今回は姫巫女としての力は、あまり使いたくないの──」

「……？　どうして──」

「無闇に目立ちたくない気持ち、あなたなら、わかるでしょ？」

　薄闇色の瞳ひとみにかすかな憂うれいを含ませ、ため息をつく。

「……そう、ね……悪かったわ」

　クレアはばつが悪そうに視線を逸そらした。

〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれ、王宮で嘲ちよう笑しようを受けていた彼女の気持ちは、おなじく〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹として迫害されてきたクレアにも、共感できるようだった。

　姫巫女としての力を振るい、大勢の人々の好機の視線にさらされるのは、まだ抵抗があるのかもしれない。

「そういえば、クレアもアルバイトしてたんだよな？」

「ええ」

　こくり、と頷うなずくクレア。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉も近いため、いまはアルバイトを休んでいる彼女だが、カミトが編入する前には、やはりアルバイトをしていたという。寮りようのクローゼットに隠してある大量のモモ缶は、そのお金で買いためたもののようだ。

「なんの仕事をしてたんだ？」

「上流家庭の子供の家庭教師よ」

「か、家庭教師!?」

「……む、なによ、その反応は」

「あ、いや、意外というか、なんというか……」

　カミトは戸惑うように頭をかくと、

「てっきり、炭焼き職人の仕事だと思いこんでた……」

「私も炭焼き職人だと思っていたわ……」

「なんでよ！」

　クレアの紅あかい髪が炎のように逆立つ。

「ま、まあ……クレアは、成績優秀だからな」

　そう、意外にもクレアの成績は、学院の中でもトップクラスなのである。もともと天才肌であることに加え、根は真面目な努力家なのだ。

「ふうん、家庭教師……それも悪くないわね」

　と、フィアナはちょっと考え込むように呟つぶやいた。そして──

「ふふ、カミト君？」

　ふよんっ。突然、カミトの腕に、弾力のある感触が押しつけられる。

「……!?　な、なにするんだ、フィアナ!?」

「補講組のカミト君に、私が勉強を教えてあ・げ・る♪」

「……っ、ちょっと、ななな、なにしてるのよ、このエロ王女！」

「エロ王女ではないわ、エロ教師よ♪」

「開きなおらないでっ！」

　ぐぬぬ、とフィアナを引きはがそうとするクレア。

「あなたたち、なにをしていますの？」

　と、廊ろう下かの向こうから、そんな声が聞こえてきた。

「……リンスレット？」

　振り向くと、本を手にしたリンスレットが、キャロルと一緒に歩いてくるところだ。

「フィアナがアルバイトを探してるんだ」

「王女殿でん下かが？」

　首を傾かしげるリンスレットに、カミトは事情を話した。

「……なるほど。仕送りを受けずにアルバイトとは、感心ですわね」

　リンスレットは腕組みして、うんうんと頷うなずいた。

「リンスレットは、アルバイトなんてしたことないよな」

「あら、わたくし、折り込みチラシを作るのは得意ですのよ」

　ふふん、と胸をそらすリンスレット。

「お嬢様は、折り込みチラシ作りの大会で表彰を受けたこともあるんですよ」

「なんでまたローレンフロスト家のお嬢様が折り込みチラシを……」

「キャロルのアルバイトを手伝っているうちに、面白くなってしまって」

「……なんでメイドがバイトしてるんだよ」

　半はん眼がんでつっこむカミトには気付かず、リンスレットはフィアナのほうを向き、

「王女殿下、なんでしたら、わたくしの馴な染じみのお店を紹介してさしあげましょうか」

「……本当？　それは助かるわ」

「ええ、このあいだも、ちょうど人手が足りないと呟つぶやいていましたし、放課後にでも、連絡をとってみますわ」

「よかったな、フィアナ」

「ええ、ありがとう、リン……スロットさん？」

「わたくしは、リンスレット・ローレンフロストですわ！」

　顔を真っ赤にして怒るリンスレット。

「あたしも、面白そうだから見に行くわね」

「俺おれも、なんか心配だから一緒に行くよ……」





　　　　◇






　──そんなわけで、翌日。リンスレットに案内されてやってきたのは、学院都市の繁華街にある小さなお店だった。

「ちょっと、ここって、まさか……」

　看板を見上げたフィアナが、緊張した声で呟つぶやく。

「ええ、帝都に本店のある名門菓か子し店〈ロイヤルパレス〉ですわ」

　リンスレットがふぁさっと髪をかきあげて言った。

「……～っ、よ、よりによって、なんでケーキの店なんだ……！」

　路地にうずくまり、頭を抱えるカミト。

「どうしましたの、カミトさん？」

「あ、ああ……」

（……そういえば、リンスレットはフィアナの料理の腕を知らないんだよな）

　カミトはふらふらと立ち上がり、

「なあ、リンスレット……」

「きゃんっ、な、なんですの急に!?」

　耳もとで囁ささやくと、リンスレットは小さく跳びあがった。

「……悪いことはいわん、ここは駄目だ。フィアナは料理まったくできないぞ」

「心配ありませんわ。ここのパティシエは、未経験でも丁てい寧ねいに教えてくれますもの」

「いや、そういう問題じゃ……」

「ちょっとカミト、二人でなにを話しているの？」

「か、顔が近すぎるわ！」

　むっと睨にらんでくるクレアとフィアナ。

　その時、チリンと鈴の音が鳴り、店の扉が開いた。

「あ……」

「まあまあ、ようこそいらっしゃいました、お嬢様がた」

　店の中から出てきたのは、白いコックコートを着た、穏やかな雰ふん囲い気きの女性である。

　どうやら、この人が店のオーナーらしい。

「話はリンスレット様からうかがっていますよ、ええ、とっても助かりますわ」

「本日はお世話になりますわ」

　リンスレットは礼れい儀ぎ正しく頭を下げると、その女性をカミト達に紹介した。

「この方は、以前、王宮の筆頭菓子職人グラン・パテイシエを務つとめていた方ですの。わたくしのお菓子作りの先生なのですわ」

「リンスレットの先生か……」

「先生だなんてとんでもない。お嬢様は、すぐに私よりもうまくなってしまって──」

「あら、そんなお世せ辞じは結構ですわ」

　首を横に振るリンスレット。

「よろしくお願いします、グラン・パティシエ」

　フィアナは一歩前に出ると、スカートの端をつまみ、丁てい寧ねいに頭を下げた。

　と、クレアもその横に進み出て、

「あ、あの、あたしも手伝っても、いいかしら？」

「クレアも？」

「その、あ、あたしも、お菓か子し作り、できるようになりたいし……」

　指先を絡めながら、もじもじと呟つぶやくクレア。

「えっと、も、もうすぐ、ヴァレンティア聖せい祭さいもあるし……」

「……ああ、そういうこと、ね」

　フィアナはくすっと微笑ほほえんだ。

「そ、そういうことって、どういうことよ……」

「ん？　言っちゃっていいの、カミト君の前で？」

「……～っ、ふ、ふああっ、や、やめっ──」

　顔を真っ赤にしたクレアの髪先から、小さな炎がほとばしる。

　オーナーは鷹おう揚ように頷うなずくと、

「もちろん、構いませんよ。……あなたは、火の精霊と契約しているのですね」

「は、はい……」

「では、オーブンでクッキーの生き地じを焼いてもらいましょう」

「くれぐれも、消し炭にはするなよ」

「だ、大丈夫よ、オーブンくらい使えるわ！」





　　　　◇






「では、フィアナ様、つぎはこれを泡立ててください──」

　高級菓子店〈ロイヤル・パレス〉の厨ちゆう房ぼうで、エプロン姿に着替えた二人は、さっそく、グラン・パティシエの指導を受けていた。

　フィアナはボウルに入ったクリームを泡立て、クレアはクッキーの生地をオーブンに並べていく。はたから見ていても、なかなかいい手て際ぎわだ。

（……とりあえず、問題はなさそうだな）

　厨房の隅で見守りながら、カミトはほっと胸を撫なでおろした。まだ火を使っていないクレアはともかく、フィアナはとくにおかしなことをしている様子はない。

（……あの王家特製ホワイトシチューは、なにかの間違いだったんだな）

　あれはもともと、クレアを気絶させることが目的だったのだ。その気になれば、きっと、普通に料理を作ることもできるのだろう。

「弾はじけよ、炎の種──」

　クレアも鉄のプレートにクッキーの生地を並べ、オーブンを起動した。オーブンは精霊鉱石を利用した高級品だ。解放された小さな火ひ蜥蜴とかげがプレートを熱する。

　……しばらくして、厨ちゆう房ぼうの中にいい匂いが漂ってきた。

「……ふあ、とてもいい匂いがします」

　突然、カミトの腰に差した剣が眩まばゆい光を放った。

　つぎの瞬間、厨房の中に、美しい白銀の髪の少女が姿を現す。

「……エスト、こんな時間にどうしたんだ？」

「はい、とてもいい匂いがしたので、起きてしまいました」

　ふあ、とあくびしながら、身体からだを伸ばすエスト。

「カミト、私はお腹なかが空すきました」

　くいくいっとカミトの袖を引っぱってくる。

「勝手に食べちゃだめだぞ、あとでちゃんと買ってやるからな」

「はい、カミト」

　エストは頷うなずくと、オーブンの中のクッキーをじーっと見つめた。

　……さらに待つこと、数分。

「生クリームができたわ♪」

　両手にボウルを抱えたフィアナが、くるっと振り向いた。

「おお、ちゃんとできてるな！」

　ボウルいっぱいのふわふわクリーム。……とりあえず、見た目は問題なさそうだ。

「ふふ、カミト君、味見してみる？　私の胸くらいやわらかいわよ」

　ふよんっ。

「……っ、フィアナ!?」

「では、味見をしてみましょうか──」

　オーナーはこほんと咳せき払ばらいすると、ボウルを受け取った。

　スプーンで生クリームをすくい、口に含む。そして──

　……そのまま固まった。

「……？」

　と、カミトも指ですくって食べてみる。

「ど、どう？　カミト君……」

「あ、味がしない……」

　……それは、ふわふわの空気を食べているような、なんとも不思議な感覚だった。

「……王女殿でん下か、一体、なにをしたんですの？」

「なにって……おいしくなーれって念じながら、普通にかき混ぜてただけよ？」

　フィアナは困惑した表情で言った。

（……ひょっとして、フィアナの念に、味を変える効果でもあったのか？）

　類たぐいまれなる姫ひめ巫み女この才能を持つ彼女である。もしかすると、料理に込めた念が儀式魔術のような効果を発現し、味を変化させたのかもしれない。

「ううん、これはちょっと、使うわけにはいきませんね……」

　オーナーが険けわしい表情で唸うなる。──と、その時。

「……っ、ふああっ！」

　背後で悲鳴が上がった。

「どうした、クレア!?」「なんですの？」

　カミトたちが振り向くと、

「オ、オーブンの火精霊が急に……このっ、鎮しずまりなさいっ！」

　巨大なオーブンの中で、無数の火ひ蜥蜴とかげがクッキーをぱくぱく食べている。

「クレア、なにをしたんですの!?」

「か、火力不足だったから、ちょっと、火の力を与えただけよ……ふあっ！」

　小さな火蜥蜴たちはしゅるしゅると舌を伸ばし、プレートの上のクッキーを食べ尽くすと、こんどは中から蓋ふたを開いて外に這はい出てきた。

「ちょ、ちょっと……！」

　好き放題に店のケーキを食べはじめる、無数の火精霊。

「わたくしにお任せなさい、フェンリル！」

　リンスレットがさっと手を振り上げ、巨大な白はく狼ろうを召喚した。

「うぉんっ！」

「あの火精霊をすべて凍らせるのですわ！」

「ま、まて、リンスレット──」

　あわてて制止の声を上げるカミト。──が、すでに遅かった。

　フェンリルは顎あごを大きく開き、暴れ回る火精霊に向かって猛烈な吹雪ふぶきを吐く。

　火精霊はたちまち凍りつき、光の粒子となって虚こ空くうに消滅した。

「ふっ、ざっとこんなものですわ……あら？」

「……ああっ、今日のケーキが、全滅……！」

　氷に閉ざされた厨ちゆう房ぼうで、オーナーが愕がく然ぜんと崩れ落ちた。





　　　　◇






　……結局、〈ロイヤル・パレス〉でのアルバイトは断られてしまった。

　オーナーがショックで倒れてしまったため、店ではいま、リンスレットが本来の厨房スタッフと一緒に、大急ぎでケーキを作っているところだ。

　だめになったケーキは、責任を感じたクレアが全部買い取ることになった。

「……はあ、あたし、消し炭しか作れないのかしら」

　学院都市の大通りを、しょんぼりと肩を落として歩くクレア。いつも元気なツーテールの髪も萎しおれ、完全に落ち込んでいる。

「まあ、ああいうこともあるわよ。私も生クリームをだめにしてしまったし」

　項垂うなだれるクレアの肩を、フィアナが元気付けるように叩たたく。

「ううっ、フィアナ……あんた意外といい奴やつね……」

「……はいはい、泣かないの。でも、これからどうしようかしら……」

「まあ、気長に探してみよう。なんかあるだろ」

　カミトが呟つぶやいた、その時。

「よろしければ、私の働いているお店を紹介しましょうか？」

「……っ、キャロル、いつのまに!?」

　道を歩くカミトたちの前に、キャロルがぬっと現れた。

「メイドはどこにでも現れるものですから」

　にこっと微笑ほほえむキャロル。

「……リンスレットについてなくていいのか？」

「はい、私がいてもなにも手伝えませんし」

「開き直ったな……」

　カミトは半はん眼がんでうめくと、小さくため息を吐いた。

「ところで、キャロルの働いてるお店って？」

　と、クレアが眉をひそめて訊たずねる。

「学院都市の喫きつ茶さ店てんで、ウェイトレスのお仕事をしているんです」

「あんたの仕事はリンスレットのメイドでしょ……」

「副業ですよ、お嬢様も認めてくださっていますし」

「むしろ、ローレンフロスト家のメイドになりたくなってきたわね……」

　フィアナが小声で呟いた。

「でも、ウェイトレスにはちょっと興味があるわ」

「……そうだな。ホールスタッフなら、大丈夫なんじゃないか？」

「ええ、キャロル、紹介してもらえるかしら？」

「はい、おまかせください！」





　　　　◇






　──キャロルに案内されてやってきたのは〈アンネローゼ〉という、学院都市の中心にある瀟しよう洒しやなお店だった。四人とも容姿端たん麗れいなことに加え、キャロルの推すい薦せんということもあって、全員が簡単な面接だけですぐに採用された。

「……ふーん、なかなか可愛かわいい制服ね♪」

　フィアナがくるっとターンすると、制服のスカートがふわりと翻ひるがえる。

「……っていうか、なんであたしまで……」

　小さな自分の胸を見下ろしながら、クレアが呟いた。胸もとの大きく開いたアンネローゼの制服は、彼女の胸のサイズを強調してしまうのだ。

「だめにしたケーキの代金、どうやって支払うつもりなの？」

「そ、それは……」

　ぐっと言葉に詰まるクレア。と──

「……俺おれのほうが悲ひ惨さんだぞ」

　げんなりした顔でホールに入ってきたのは──

　ウェイトレス姿のカミトだった。

「カ、カミト!?」「あら、カミト君、さすがに似合うわね……」

「ぐ……」

　カミトは苦々しい顔で唸うなる。

　乗りかかった船だからと、厨ちゆう房ぼうの皿洗いくらいはするつもりで、一緒に面接を受けたはいいのだが、ここのオーナーはカミトの顔をひと目見た瞬間、何な故ぜかウェイトレスの制服を差し出してきたのである。

「ええと、カミト……すごく、綺き麗れいよ」

「フォローになってないぞ」

　カミトはうめくように呟つぶやいた。

「ほら、カミト君……」

　フィアナがくすっと微笑ほほえみ、カミトに近付く。そして──

「襟えり元もとが乱れているわよ」
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　軽くつま先立ちになると、カミトのリボンタイを口にくわえて結びなおした。

「す、すまない……」

「ちょっと、なにしてるのよ、エロ王女！」

　クレアがむっと抗議の声を上げる。

「カミト、これは似合いますか？」

　と、こんどは背後で呟つぶやく声がした。

　カウンターの前で、制服姿のエストが無表情に立っている。

「あ、ああ……」

「靴下が短いのが……恥ずかしいです……」

　スカートを押さえ、もじもじとふとももを隠すエスト。穿はいているのは、普段のニーソックスではなく、短めのハイソックスだ。

　エストもオーナーに気に入られてしまい、ここで働くことになったのである。

「……すごく、似合ってるぞ」

「うれしいです、カミト」

「……む～っ、エストに甘い！」

「うん……」

　唇を尖とがらせるクレアに、フィアナがこくりと頷うなずく。

「はいはい皆さん、お仕事の時間ですよ！」

　パンパンと手を鳴らし、キャロルと店のオーナーがホールに入ってきた。

「まあまあ、みなさんよく似合っていること。キャロルさんの紹介なら、安心してお仕事を任せられるわ」

「キャロル、ここでは真面目に働いてるんだな……」

「ええ、意外ね……」

　小声で囁ささやくカミトに、クレアが短く頷く。

「お二人とも、私語は慎つつしんでくださいね」

　にこっと微笑ほほえむキャロルに、カミト達は思わず、ぴしっと背筋を伸ばした。





　　　　◇






　──カミト達が店の中で働きはじめた、ちょうどその頃。

「……だ、大丈夫ですかしら？」

　喫きつ茶さ店てん〈アンネローゼ〉の前に、不審な人影が姿を現した。

　羽つき帽子にモフモフのショール、顔には大きなサングラスという出いで立たちだ。彼女が窓から中を覗のぞき込むと、帽子からこぼれた金髪が、ぴょこんと揺れた。

　もちろん、リンスレットである。

　ケーキ職人としての実力を発はつ揮きし、ほんの数十分ほどでケーキを作ってしまった彼女は、変装して、こっそりクレアたちの様子を見に来たのだった。

　彼女がキョロキョロと怪しく窓を覗のぞいていると、

「なにをしている？」

　突然、背後から聞こえた声に、リンスレットはビクッと肩を震わせた。

「……っ、べ、べつにわたくし、クレアが心配なわけでは……って──」

　振り向いて、ぐっと言葉を詰まらせる。

　そこに居たのは、彼女の知り合いの少女だったのだ。

「……騎士団長!?」

　エリス・ファーレンガルト。学院の風紀を守る〈風王騎士団シルフイード〉の団長だ。

　見回りの最中なのか、腰には剣を下げている。

　エリスは眉をひそめると、店の中に視線を移した。

　と、そこに見知った顔を発見したのか、

「……む、王女殿でん下か、ここでアルバイトを？」

　険けわしい表情になって呟つぶやく。

「学院はアルバイトを禁じてはいないが、あ、あの制服は少し破は廉れん恥ちではないか？」

　エリスは少し考え込むと、

「うむ、これは調査する必要があるな」

　こくっと頷うなずいて、喫きつ茶さ店てんの中に足を踏み入れる。

「あっ、騎士団長……」

　入店したエリスを、リンスレットはあわてて追いかけた。
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「……ん？　あれ、ひょっとして、エリス……と、リンスレットか？」

　ホールで飲み物を運んでいたカミトは、入ってきた二人組を見て、訝いぶかしげに眉を顰ひそめた。

　エリスはともかく、リンスレットの格好は怪しいにもほどがある。帽子とサングラスで変装しているものの、その正体はバレバレだ。

（……ひょっとして、クレアが心配で見に来たのか？）

　カミトは入り口近くに座った二人に近付き、声をかけた。

「エリス、リンスレット、なにしてるんだ？」

「……む？　なぜ私の名前を？」「ど、どうしてわたくしの正体を──？」

　同時に驚きの声を上げる二人。

　カミトは肩をすくめると、彼女達だけに聞こえるように、小声で囁ささやいた。

「……俺おれだよ」

「……カミト？」「カミトさん!?」

　目を見開き、まじまじとカミトの顔を見つめる二人。

　と、ようやく、ウェイトレスの正体がカミトであることに気付いたようだ。

「そ、その格好は、一体なんですの！」

「き、君は、そのような趣味があったのか!?」

「……っ、断じて違うからな！」

　思わず声を荒げるカミト。周囲の客達が何事かと振り向く。

「いや、まあ、これには事情があってだな……」

　こほん、と咳せき払ばらいして、カミトはことの経緯を二人に話した。

「……なるほど。それは災難でしたわね」

「てっきり、君は普段からそのような女装をしているのかと思ったぞ」

「それは三年前の話だ……」

「三年前？」

　思わず口を滑らせたカミトに、エリスが訝いぶかしげな視線を向ける。

「……あ、いや……っていうか、リンスレット、ケーキのほうは大丈夫なのか？」

　あわてて誤ご魔ま化かすカミト。

「ふっ、もちろん、駄目にした分のケーキはちゃんと作ってきましたわ」

　リンスレットはふふんと胸を張り、

「クレアが、ちゃんとお仕事できているか見張りに来たんですのよ」

　ホールで働くクレアに視線を遣やった。

「ビーフシチューセットにオムライス、奥の席はシーフードカレー、その隣はパンとコーヒー、紅茶とケーキのセット、両方ともミルクはいらないわ──」

　厨ちゆう房ぼうとホールを往復しながら、めまぐるしく動き回るクレア。

「一度によく覚えられるな……」

「あの娘こ、あれで学院の成績は本当に優秀なんですのよ」

　なぜか自慢気に呟つぶやくリンスレット。

「きゃあ、この娘かわいい♪」

　と、こんどは店の奥で黄色い声が上がった。

「これもあげるわ！」「これもこれも～」「はい、あーん♪」

「よい心がけです、はむ、はむ……」

　ウェイトレス姿のエストが、客に餌え付づけされていた。

「エスト、なにやってるんだ……」

「はぁーん、もっとこの娘に食べさせたいわ、スフレをお願い♪」

「スフレですね、かしこまりました」

　近くにいたキャロルが満面の笑みで注文をとる。

「ま、まあ、あれはあれでいいのか……」

　カミトは苦笑すると、ホールの隅で働くフィアナに目を移した。

「えっと、オレンジブレッドと、ストレートティーですね……」

「違うわ、ミルクティーよ」

「す、すみません……！」

　たどたどしくはあるものの、フィアナも頑張っているようだ。客の中に、第二王女である彼女の顔を知る者はいないらしい。

（……この仕事なら、大丈夫そうだな）

　──と、カミトが安心した、その時だ。

「おや、これはこれは、元第二王女殿でん下かではありませんか──」

「……!?」

　かけられたその声に、フィアナの足がビクッと止まった。

　声を発したのは、奥のテーブルに座る、身なりのいい老貴族だ。

「いや、第二王女ではなく、〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉とお呼びすべきかな？」

　老貴族の嘲あざけりを含んだその言葉に、店の中が一瞬、しんと静まり返る。

「……あれは、誰だれだ？」

　と、小声で訊きくカミト。

「ロンド伯はく爵しやくですわ」

「帝都で大おお蔵くら大だい臣じんを務つとめる大貴族だ。学院都市の視察に来たのだろう」

「王宮の貴族か……」

　カミトは内心で舌打ちした。かつて〈喪失の精霊姫〉と呼ばれていた頃のフィアナは、王宮中の貴族に陰かげ口ぐちを叩たたかれ、蔑さげすまれていたという。そのせいで、彼女は周囲のすべてに心を閉ざし、四年ものあいだ、宮きゆう殿でんに引き篭こもっていたのだ。

「まったく、落ちぶれたものですな。〈精霊姫〉候補とまで期待された王女殿下が、こんなところで給きゆう仕じの真ま似ね事ごととは──」

　青ざめた顔で固まるフィアナ。その肩が微かすかに震え、呼吸が乱れる。残ざん酷こくなその言葉は、引き篭もっていた頃の彼女の心の傷を、深く抉えぐった。

「フィアナ──」

　駆け寄ろうとしたカミトの手を、リンスレットが摑つかんだ。

「……カミトさん、大丈夫ですわ」

「え？」

　と、その瞬間。

「紅茶よ──」

　伯爵の目の前に、紅茶のカップが乱暴に置かれた。

　ぐつぐつと溶岩のように沸ふつ騰とうした紅茶だ。

「な、なんだこれは!?」

「さっさと飲んで帰りなさい、消し炭にするわよ」

「……！」

　クレアの全身から溢あふれる怒ど気きに、伯爵は思わず息を吞のむ。

「ふ、ふん、こんな店、二度と来るものか……」

　そんな捨て台詞ぜりふを吐くと、テーブルに金を叩たたきつけて、あわてて店を出ていった。

「……クレア？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、クレアを見つめるフィアナ。

　クレアは照れくさそうに目を逸そらし、

「ふ、ふん、勘違いしないでよね。あたしは、ああいう手合いが嫌いなだけよ──」

　なにごともなかったかのように、また仕事に戻るのだった。
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　──〈アンネローゼ〉でのアルバイトを無事に終えた、その帰り道。

　月の照らす石いし畳だたみの路地を、カミト達は横に並んで歩いていた。

「フィアナ、あんたのお給料で、あたしになにか奢おごりなさいよね」

「お給料なら、クレアも貰もらったでしょう？」

「あ、あたしは、ケーキのお金返さないとだし……」

「ああ、そうだったわね……」

　しゅん、と肩を落とすクレアに、フィアナが微苦笑を浮かべる。

「フィアナ、なんだか楽しそうだな」

「……ふふ、そう？」

　くるっと振り向いた、フィアナの表情は──

　いつもの悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみとはちょっと違う、無む邪じや気きな笑顔だった。

　そんな彼女に、カミトが思わず、見み惚ほれていると──

「……本当はね、怖かったの」

　ぽつり、と呟つぶやく。

「……怖かった？」

　カミトとクレアが同時に訊きき返した。

　フィアナはこくりと頷うなずき、

「……ええ。本当はね、外でアルバイトを始めようと思ったのは、お金のためもあるけれど、昔の、逃げてお城に引き籠こもっていた頃の自分と決別したかったのよ──」

　遠くを見つめながら、呟く。

「……そう、か」

　カミト達の前では、ずっと明るく振る舞ってきた王女様。

　けれど、本当の彼女は、とても傷付きやすく、繊細な女の子だ。何もかも捨てて王宮を飛び出して、学院に来てからも、心の底では過去を引ひき摺ずっていたのだろう。

「でも、大丈夫。私は、もう一人じゃないわ……」

「フィアナ……」

　彼女はごしごしと目を擦こすり、いつもの悪戯いたずらな微笑を浮かべると、

「二人とも、今日は奢おごるわ、どこかでご飯でも食べましょう──」

「本当？　じゃあ──」

　クレアが立ち止まり、背後を振り返った。

「……どうでもいいけど、リンスレット、あんたの変装バレバレよ」

「べ、べつに、あとをつけていたわけではありませんわ！」

　と、柱の陰に隠れていたリンスレットが姿を現す。

「ほら、あんたも来なさいよ。フィアナが奢ってくれるって」

「ええ、構わないわよ」

「……そ、そんなにいうんなら、い、一緒に行ってさしあげてもいいですわ♪」

　サングラスと変な帽子を脱ぎ捨て、うきうきとした様子で駆けてくるリンスレット。

　と、カミトの腰に下げた剣が輝き出す。

「……カミト、私も目が覚めました」

「エスト、あんなに餌え付づけされてたのに、まだ食べるのか!?」

　そんな仲間達に囲まれながら、フィアナは──

「私は、もう一人じゃない……」

　誰だれにも聞こえないように、ひとり、そっと呟つぶやいた。
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　学院の門が閉まり、日もすっかり暮れた夕刻。

　レイヴン教室寮りようの一室に、シチューのいい匂いが漂っていた。

「ふふ、今夜のシチューはなかなかの自信作ですわ」

「楽しみにしています、お嬢様♪」

　寮の二階にある、リンスレットの部屋である。エプロン姿のリンスレットは、鼻歌を歌いながら夕飯のシチューを煮込み、キャロルはテーブルの上に食器を並べている。

　鍋いっぱいのビーフシチューは、もちろん、二人だけで食べるのではなく、同じ寮に住むクレアの部屋にお裾すそ分わけするつもりだ。

「でも、カミトさんは、もうちょっと薄味のほうが好みですかしら？」

　シチューをひと舐なめして、むむ、と唸うなるリンスレット。

「お嬢様の作るものでしたら、なんだっておいしいです♪」

「もう、キャロルの意見は参考になりませんわ」

　やれやれと肩をすくめた、そのときだ。

「……っ、お、お嬢様！」

　突然、キャロルが悲鳴をあげた。

「なんですの!?」

　ハッ、と部屋のほうを振り向くと──

　窓の外に、なにか大きな黒い影が張り付き、じっと部屋の中を覗のぞいていた。

「……っ、曲くせ者ものっ！」

　リンスレットは咄とつ嗟さに精霊魔術を唱え、掌てのひらから氷の刃を射出した。

　氷刃は窓ガラスを砕き、外の人影に直撃するが──

「姿を消した!?」

「お、お嬢様っ──きゃあっ！」

「キャロル！」

　忽こつ然ぜんと消えた影は、いつのまにか、キャロルの背後に忍び寄っている。

「……っ、フェンリル！」

　リンスレットが叫ぶと同時。吹き荒れる吹雪ふぶきを纏まとい、虚こ空くうから一匹の白はく狼ろうが召喚された。

　フェンリルは主人の命令を待たず、即座に人影に飛びかかる。

　瞬間、影はキャロルの身体からだをあっさりと手放した。襲いかかるフェンリルの爪つめをするりと躱かわし、今度はリンスレットのほうへ向かってくる。

（──フェンリルの攻撃を躱した!?）

　すぐに掌を突き出し、精霊魔術を放とうとするが──半秒遅かった。

　影は音もなく床を移動し、リンスレットの足首を絡めとる。

「くっ……な、なにをしますの……ふあああんっ！」

「お嬢様！」

　足をつたって身体を這はいまわる、不気味な影。

　全身を撫なで回すようなその感覚に、リンスレットは恐怖した。

　──と、そのとき。部屋の扉が勢いよく開き、

「なにごとだ！」「リンスレット、なにがあったの!?」

　騒ぎの音を聞きつけたのか、カミトとクレアがあわてた様子で入ってきた。

「……っ、二人とも……危険、ですわ……！」

　影に絡みつかれたまま喘あえぐリンスレット。

　と、影はリンスレットをするりと離し──

　あらたに入ってきた二人をじっと観察するように見比べた。

「なんだこいつは!?」「待って、なんだか危険な感じがするわ！」

　咄嗟に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えたカミトに、クレアが警告の声を発する。

　影はしばらくの間、立ち尽くし──

　そのまま、スーッと虚空に溶けるように、消えてしまった。

「……な、なんだったのよ、あれ？」

　きょとん、として首をかしげるクレア。

「リンスレット、怪け我がはないか？」

　カミトは床に倒れたリンスレットに駆け寄った。

「え、ええ……大丈夫ですわ……」

　よろよろと立ち上がるリンスレット。

　見たところ、とくに外がい傷しようなどはないようだが──

「……お、お嬢様！」

　キャロルが真っ青な顔をして、悲鳴をあげた。

「キャロル、どうしましたの？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめるリンスレット。

　と、クレアも突然ハッとして、リンスレットを指さした。

「リンスレット、あ、ああ、あんた……」

「なんですの？」

「む、胸……胸が……」

「……胸？」

　眉をひそめたまま、ふと自分の胸を見下ろすリンスレット。

　……そして、彼女は気付く。

「な、ななな……なんですの、これは……！」

　胸が、ぺったんこの貧ひん乳にゆうになっていることに。
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「そうか、君たちもか──」

「君たちも？」

　神妙な顔で呟つぶやいたエリスに──

　カミトたち三人は、眉をひそめて訊きき返した。

　──あの後。カミトたちはすぐに、呆ぼう然ぜんとするリンスレットを連れて、ヴィーゼル教室寮りようのエリスの部屋をおとずれた。学院の中でなにか事件があった場合、学院生は、それを〈風王騎士団シルフイード〉に報告する義務があるのだ。

　エリスはため息をつき、部屋の棚からなにかの書類を取り出した。

　ファイルを開くと、数名の学院生の名前が記されているようだ。

「……これは？」

「ここ数週間で、同じ被害に遭った学院生のリストだ」

「被害って……まさか、あの精霊の？」

　驚くクレアに、エリスはこくり、と頷うなずいた。

「そうだ。オウル教室のスキャットリー・リン、グリズリー教室のアルカ・シエナ、それにヴィーゼル教室のレスタ・マイア、彼女たちは全員、その精霊に胸を奪われた」

「……！」

　カミトたちは顔を見合わせた。

「胸を奪う精霊、そんなものが存在するなんて……」

　悲痛な表情で呟つぶやくリンスレット。その胸は、まるでまな板のようにぺったんこだ。

「ちょっと、そんな事件が起こってるなんて、知らなかったわよ！」

「ああ、騎士団は、このことを公表してないからな──」

「どうしてよ！」

「被害者の少女たちに懇こん願がんされたのだ、胸を奪われ、貧ひん乳にゆうになってしまったことを誰だれにも知られたくないと。現在、彼女たちは詰め物をして学院生活を送っている」

「……その気持ちは、よくわかりますわ」

「なんか釈しやく然ぜんとしないわね……」

　奪われるまでもなく小さな胸を見下ろし、クレアはむっと唇をとがらせる。

「それで、事件の犯人の目星はついてるのか？」

「ああ、あれはおそらく……」

　と、エリスは神妙な顔で呟いた。

「──伝説の巨乳精霊だ」

「伝説の──」「巨乳──」「精霊──」

　ごくり、と息を吞のむ三人。

「……ただの伝説だと思ってたけど、まさか、ね──」

「クレア、知ってるのか？」

　カミトがハッと振り向いて訊きく。クレアはこくりと頷うなずいて、

「ええ。昔、学院で噂うわさになったことがあるの。数多あまたの少女の胸を吸収し、その吸収した胸を、契約者に与える精霊。あたしも何度か、森に狩りにいったことがあるわ」

「おまえ、そんな残念なことをしてたのか……」

「う、うるさいわね……けれど、結局、伝説の巨乳精霊は見つからなかった。たんなる噂にすぎないと、すぐに忘れ去られてしまったわ──」

「──だが、巨乳精霊は実在した」

　と、エリスが厳おごそかに口を開いた。

「胸を奪う精霊など、巨乳精霊のほかには考えられないからな」

「……たしかに、そんなシュールな精霊は俺おれも聞いたことがないな」

　小声でつっこむカミト。

「で、騎士団はこのまま被害を放置するつもりなの？」

「近々、討とう伐ばつ隊を編成し、巨乳精霊の討伐に向かう予定だ。しかし、な──」

　詰きつ問もんするクレアに、エリスは気まずそうに言いよどんだ。

「〈風王騎士団シルフイード〉も、先日の襲撃事件のせいで人手が減ってしまっているのだ。それに、その、被害といっても、胸が小さくなるだけで、それほど深刻なものでは──」

「そういう問題ではありませんわっ！」

　リンスレットが机を叩たたいた。

「そ、そうか？　胸など重たいだけで、邪魔なだけだと思うのだが──」

「……～っ、な、なによ、その贅ぜい沢たくな悩みは！」

　涙目のクレアも抗議する。

「いいですわ、わたくし、一人でその巨乳精霊とやらを討とう伐ばつしてきます」

　くるっと踵きびすを返し、部屋を出ていこうとするリンスレット。

「まて、一人で〈精霊の森〉の奥へ入るのは危険だ！」

「奪われたものは、奪い返す、ローレンフロスト家の家訓ですの」

「ちょっと、リンスレット、待ちなさい！」

　廊ろう下かに出たリンスレットを、クレアが呼び止めた。

「とめても無駄ですわよ、クレア・ルージュ」

「とめないわよ、あたしもいくわ」

「これはわたくしの問題ですわ」

「べつに、あんたが心配なわけじゃないわ。伝説の巨乳精霊に興味があるだけよ」

　クレアは照れたように目をそらした。

「……ふん、足手まといにはならないでくださいな」

「俺おれも手を貸すよ」

　と、こんどはカミトも並んで歩く。

「カミトさんまで……」

「男の俺なら、巨乳精霊に襲われる心配もないからな。クレアも、それ以上奪われる心配はなさそうだし、巨乳精霊討伐にはうってつけのパーティーだ」

「たしかにそうね……って、あんた喧けん嘩か売ってるの？」

「……わ、悪かった！　鞭むちをしまえ、鞭を！」





　　　　◇






　──半刻後。三人は森歩きの準備をして、精霊の森に足を踏み入れた。

　精霊の森の奥は、鬱うつ蒼そうとした不気味な場所だ。毎年、森に迷い込んだ学院生が行方不明になるという噂うわさも、まことしやかに囁ささやかれているようだ。

　手のひらに炎の明かりを灯ともしたクレアが、先行して前を歩く。

「昔、クレアと〈深しん淵えんの森〉に入って、迷子になったことを思い出しますわね」

「……そ、そんなこともあったわね」

「わたくしに抱きついて、わんわん泣いていましたわ」

「……っ、う、うるさいわね、昔のことでしょ！」

　クレアが顔を赤くして叫んだ。

「それにしても、本当にこの方角でいいのか？」

　と、周囲を警戒しながら、カミトが訊きく。

「巨乳精霊の目撃情報は、森の北側に集中しているわ。それに、リンスレットの胸を奪った例の影も、こっちのほうに逃げたでしょ──」

「目撃情報なんてあてになりませんわ、デマの可能性もありますわよ」

「ほかに手がかりがないんだから、しかたないでしょ。それに──」

　と、クレアは振り返って、リンスレットのたわわに揺れる胸に目を落とした。

「ちゃんと罠わなも張ったし……」

「こんなもので、本当に騙だまされてくれますの？」

　半信半疑といった表情のリンスレット。

　彼女の胸は、胸を吸われる前よりも大きく膨ふくらんでいた。むろん、本物の胸ではない。フィアナが机に隠していた偽にせ乳ちちを、クレアが失敬してきたのだ。

「大丈夫よ、そんじょそこらの胸パッドとは、ものが違うんだから」

　お姫様の偽乳は、精霊工学の粋を凝らして作られた一種の〈魔装具アーテイフアクト〉だ。

　水精霊の力を封じたというそのパッドは、胸に擬ぎ態たいする優れものである。近くで見ても、本物の胸とまったく見分けがつかないほどだ。この偽乳をおとりにすれば、あの巨乳精霊はきっと食いつくだろう、というのがクレアの作戦だった。

「たしかによく出来てはいますけれど……」

　自分の偽乳を、ふよふよと揉もみながら、リンスレットは不安そうに呟つぶやいた。

　……道に迷ったことに気付いたのは、それから数時間のことだった。





　　　　◇






　カミトたちは、森の中をぐるぐると回り続けた。

　真夜中に〈精霊の森〉を歩くのは、ベテランの精霊使いであっても、危険なこととされている。ひとたび道に迷ってしまえば、戻るのは困難だった。

「……これは、巨乳精霊どころじゃないな」

「ええ、夜が明けるまで待って、一度出直したほうがよさそうね」

　このまま暗闇の中を歩き回っていても、いたずらに体力を消しよう耗もうするだけだ。三人は森の中の大きな湖のほとりで、夜明けまで休息をとることにした。

　火を焚たくと周囲の精霊を呼び寄せてしまう可能性があるため、食事は桃の缶詰だ。

「なんで桃缶しかないんだ……」「身体からだが冷えてしまいますわ」

「う、うるさいわね、文句があるならあげないわよ！」

　頰ほおいっぱいに桃をつめこみながら、クレアが言い返した。

　食事がおわると、クレアがおもむろに立ち上がり、湖のほうへ歩き出した。

「……どこ行くんだ？」

「御禊みそぎよ。巨乳精霊と遭遇したとき、万全の状態で戦えるようにしておかないと」

「わたくしも、ですわ」

「……そうか。じゃあ、俺おれはここで見張りをしてるよ」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を両手にかかえ、木の陰に腰をおろした。

「いい？　カミト、見たら消し炭よ」

「……わかってるよ」

「見たらだめなのに見張り、ね……」

「なに？」

「なんでもない……」





　　　　◇






　……ちゃぷん、と、静せい寂じやくの森に水音が響く。

　制服を木の枝にかけ、二人はそろって下着姿になった。

「結局、デマでしたのね、このあたりに巨乳精霊がいるなんて……」

　パッドをはずして真っ平らになった胸を見下ろし、ため息をつくリンスレット。

　だが、クレアは首を横に振り、

「いいえ、巨乳精霊はきっといるわ。絶対につかまえてみせる！」

　あさってのほうを見上げ、ぐっと拳を握ってみせる。

　と、リンスレットは不思議そうに首を傾かしげ、

「……どうして、わたくしのために、そんなに一生懸命になってくれますの？」

「え？」

「だって、あなたは胸を奪われていないじゃありませんの──」

　クレアの胸にそっと視線を落とした。

「まわりの皆が貧ひん乳にゆうになれば、あなたは胸の大きい女の子になれますのよ、相対的に」

「相対的に大きくなってもしかたないでしょ」

　肩をすくめるクレア。それから、少し俯うつむいて──

「巨乳精霊を捕まえれば、あたしだって、胸を大きくしてもらえるかもしれないし……それに、あんたには借りがあるしね」

「借り？」

「昔のことは、あんた覚えてないでしょうけど──」

　湖に足を浸つけながら、クレアは三年前のあの日に思いを馳はせた。





　　　　◇






　──三年前、エルオール予備院。

「きゃはっ、水に入れちゃえば、火も消えちゃうかな？」

　上級生の女の子たちが、よってたかって木の棒で、火ひ蜥蜴とかげの精霊をつついていた。

　精霊はとても弱っており、その火はいまにも消えそうだ。

「やめて！　精霊さんをいじめないで！」

　と、クレアが棒を持った上級生にしがみついた。

「あっ──」

　火蜥蜴の精霊は素早く跳ね、茂しげみの中に逃げ去った。

「なによ、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹、なにか文句があるの？」

　上級生はクレアを睨にらむと、取り囲んで、こんどは彼女をつつきはじめる。

「痛っ、やめて……！」

「ふん、生意気なのよ──」

　上級生はクレアのリボンをつかむと、乱暴に引っ張った。

　──と、その時だ。

　クレアを虐いじめる上級生の周囲に、氷混じりの風が吹きつけた。

「な、なに!?」

「ふん、弱い者虐めなんて、精霊使いとしてのプライドはありませんの？」

　と、プラチナブロンドの髪を優ゆう雅がにかきあげて、現れたのはリンスレットだった。

　その右手には〈フェンリル〉の精霊刻印が輝いている。

「……っ、まずいわ、あの娘こ……」「ひょっとして、ローレンフロスト家の？」

　上級生の少女たちは顔を見合わせ、さっとその場を逃げ出した。ローレンフロスト伯はく爵しやく家の威光と、その娘の実力は、学院でも広く知れわたっていたのだ。

　リンスレットはふっと肩をすくめると、今度はクレアのほうに視線を向けて、

「あなたもあなたですわ。エルステインの娘が情けない──」

「……エルステインの名前は、もうないわ」

　顔を背そむけてうつむくクレア。

「本当に？」

「……え？」

「わたくしは知っていますわよ」

　顔を上げたクレアの目を真っ直ぐに見つめ、リンスレットは不敵に微笑ほほえんだ。

「あなたの中に、エルステインの炎が宿っていることを──」





　　　　◇






「大きくなりましたわね、ほんの少し……」

　と、そんなリンスレットの言葉に、クレアの回想は断ち切られた。

「……っ、そ、そんなことないわよ！」

　あわてて両手で胸を隠すクレア。

「ひょっとして、わたくしの教えたあの豊ほう胸きよう術を──」

「あ、あれ、ためしてみたけど全然だめよ！」

　クレアはむっとリンスレットを睨にらんだ。

「あんた、あたしに噓うその術を教えたんじゃないの？」

　リンスレットは肩をすくめると、自分の胸を見下ろして、

「もしこのまま、巨乳精霊が見つからなかったら、わたくしも、その豊胸術に頼らざるをえないかもしれませんわね……」

　悲しげに呟つぶやきながら、ふよんっ、と胸を揉もむ。

「違うわ、こうするのよ……んっ♪」

　お手本を見せるように、クレアは自分の胸を揉んでみせた。

「こ、こうですの……きゃん♪」

「……んっ、ひゃん♪」





　　　　◇






（……っ、声、こっちまで聞こえてるんだが）

　木の陰に座り込んだカミトは、胸中で唸うなった。

　──と、その時だ。カミトは、風に紛まぎれるかすかな気配を察知した。

「……っ、なんだ!?　まさか、巨乳精霊!?」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手に素早く立ち上がり、暗闇の中を駆け抜ける。

　気配は、クレアたちが御禊みそぎをする湖のほうへ向かったようだ。

「クレア、リンスレット！」

　茂しげみをかきわけ、鋭く声を発するが──

「……カ、カミトさん!?」「ふああっ、な、なにみてるのよ、カミト！」

　顔を真っ赤にした二人が悲鳴をあげる。

「……っ、わ、悪い……！」

　あわてて目を覆おおうカミトに、バシャッと水がかけられた。

「こ、この変態！」「カミトさんはえっちですわ！」

　胸をガードするようにスカーレットを抱くクレア。

　いっぽう、リンスレットはそそくさと偽にせ乳ちちを装着し、本物の胸を隠す。

「……ち、違う！　なにかの気配がこっちのほうに──」

「気配？」

　眉をひそめる二人。──と、その瞬間。

「リンスレット、後ろだ！」

　カミトが叫ぶ。リンスレットの背後に突然、あの黒い影が出現したのである。

「……っ、巨乳精霊!?」

　影は背後から素早く手を回すと、リンスレットの胸をわしづかみにした。

「……っ……ぁんっ、きゃん♪」

「このっ、リンスレットを離しなさいっ！」

　クレアが〈炎の鞭フレイムタン〉を召喚し、影の首を絞めて引きはがした。

　影は怨えん嗟さの声を上げながら、森の奥へ逃走する。

「追うわよ、カミト！」

「ああ！」





　　　　◇






　木々の間を縫ぬうようにして移動する、不気味な影。

　逃げ足はかなり速いようだ。おまけに森の地形を知り尽くしている。

「フェンリル、あれを捕まえるのですわ！」

　フェンリルが咆ほう哮こうし、鋭い爪つめで、立ち塞ふさがる木々を引き裂いた。

　が、影は翻ほん弄ろうするような動きで白はく狼ろうの爪をのがれ、茂しげみの中に逃げ込んでしまう。

「巨乳精霊のくせに、すばしっこいわね。でも──」

　クレアの手にした〈炎の鞭〉が、目の前の茂みを薙なぎ払う。

　茂みは一瞬で燃え上がり、隠れていた巨乳精霊の姿を露あらわにした。

「そこねっ──」

　クレアの鞭むちが唸うなる。炎が真しん紅くの軌跡を描き、飛び出した影を束そく縛ばくする。

「つかまえたわ！」

「さすがだな──」「クレア、ナイスですわ！」

　カミトとリンスレットもすぐに駆け寄り、巨乳精霊を取り囲んだ。

　炎の鞭に縛られたまま、ジタバタと暴れる影。

「さあ、観念しなさい、巨乳精霊──」

　クレアが睨にらむように見下ろした、その時だった。

　突然、三人の頭上に、大きな気配が生まれた。

「……!?」

　ハッと上を見上げる三人。と、そこに──

「な、なんだ!?」「……なんですの!?」

　……巨大な胸が浮かんでいた。

　胸である。ふよふよとゆれる半透明の巨乳が、夜空に浮かんでいるのだ。

　……なんともシュールで、馬鹿馬鹿しい光景であった。

「……な、なんだよ、あれは？」

「あ、あたしに聞かれても……おっぱいお化け？」

　クレアも戸惑いを隠せない様子で、ぽかんと上を見上げる。空飛ぶ巨乳の周囲には、リンスレットを襲ったのとおなじ影が、付き従うようにくるくると回っている。

「ひょっとして、あれが巨乳精霊の本体なのか？」

　カミトが口にした、その瞬間。

　空飛ぶ巨乳は、その全身（？）を、ぼよよんっ♪と大きく震わせた。

「く、来るわよ！」

　クレアが警戒の声を発する。

　──と、同時。巨乳の周囲を飛ぶ影が、一斉に襲いかかってきた。

「……消し炭になりなさいっ！」

　炎の鞭フレイムタンが虚こ空くうを薙なぎ、影をまとめて切り裂く。──が、切り裂かれた影はそのまま分裂し、細い触手となってクレアに絡みつこうとする。

「……っ、ひゃん！」

「クレア！　このっ──」

　カミトが即座に剣で影を斬り払う。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に斬られては、さすがにひとたまりもなく、影はするするとほどけ、空中に霧散した。

「カミト、あ、ありがと……」

「油断するな。あんな外見だが、たぶん高位の精霊だ──」

「クレア、胸は──胸は大丈夫ですの!?」

「え、ええ、大丈夫よ……」

　クレアは自分の胸をチラッと見下ろし、不敵に微笑ほほえむ。

「やっぱり、あたしの胸はこれ以上吸収できないみたいね……」

「それはそれで悲しいですわね……」

「う、うるさいわねっ……いくわよ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球きゆう！」

　怒りをぶつけるように、こんどは巨乳精霊の本体を狙って〈火炎球フアイアボール〉を放つ。

　爆発。宙に浮く半透明の巨乳は、燃え盛さかる炎に吞のみ込まれた。

「やったわ！」

「──いえ、まだですわ！」

　リンスレットが鋭く叫ぶ。

　同時、吹き荒れる爆風の中から、無傷の巨乳がぼよよんっ♪と姿を現した。

「噓うそでしょ！　あたしの〈火炎球〉が直撃したのに──」

「きっと、貧ひん乳にゆうによる攻撃を無効化する能力があるのですわ！」

「なんて奴やつ……って、なによそれ！」

　クレアがつっこんだ、その瞬間。全身を大きく膨ふくらませ、落下する巨乳精霊。

「きゃああっ！」

　真下にいたクレアが、ふぎゅっと押し潰される。

「クレア！」「リンスレット、危ない！」

　カミトがリンスレットの腕を引き、うしろに下がらせる。

　巨乳精霊はぽよよんっ♪と跳ね返り、また宙に飛び上がった。

「よくもクレアをっ……凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットが素早く氷の矢弾を放つ。

　──が、矢弾はすべてふよふよの巨乳に弾はじかれてしまう。

「氷も効かないんですの!?」

「リンスレット、下だ──！」

　カミトの警告に、リンスレットが下を向く。いつのまにか、足元に巨乳精霊の影が忍び寄り、うねうねと胸に這はい上っている。

「……きゃあああっ！」

「──落ち着け、胸を捨てるんだ！」

「……っ！」

　カミトの言葉にハッとして──

　リンスレットは咄とつ嗟さに、胸を摑つかんで投げ捨てた。

　水精霊の力をこめた王家特製の胸パッドが、森の中をふよんふよんっと跳ね回る。

　──と、巨乳精霊の性質ゆえか、リンスレットに絡みついていた影は、するするとほどけ、誘われるように胸パッドを追いはじめた。

「ふっ、その業ごうの深さが命とりですわ──」

　リンスレットは宙に向けて、ふたたび氷の矢弾を放つ。

　巨乳精霊に通じないことはわかっている。狙いは別にあった。

「カミトさん、いまですわ！」

「ああ──！」

　放たれた無数の矢弾の軌跡が、さながら蜘く蛛もの巣の如く、木々の間に張り巡らされる。

　その蜘蛛の巣の上を、カミトは一気に駆け上がった。

　宙に浮いた巨乳精霊が、ふよよんっと身を震わせる。そして──

「おおおおおおおおお──！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の柄を振り下ろした。





　　　　◇






「捕まえましたわよ、巨乳精霊！」

「今度こそ観念しなさい、乙女の敵！」

　腰に手をあてたリンスレットとクレアが、足元の巨乳精霊を鋭く睨にらむ。

　カミトは、巨乳精霊を倒しはしなかった。巨乳精霊を倒せば、奪われた胸が戻るという保証はなかったし、下へ手たをすれば、二度と胸が戻らない可能性も考えられたからだ。

　クレアの鞭むちでぐるぐるに縛られた巨乳精霊は、ぼよんぼよんと激しく暴れている。その姿はさながらボンレスハムのようで、なかなかにシュールな光景であった。

「なんか命いのち乞ごいしてるみたいだぞ……」

「ふん、消し炭にされたくなければ、早くみんなの胸を返すことね──」

　暴れる巨乳精霊を踏みつけて、クレアはぎゅーっと鞭むちを絞しぼった。

　──と、その時である。

『娘よ……』

「……え？」

　森の中に反響するその声に、クレアはハッと身構えた。

『……娘よ、汝なんじ、胸が……胸が欲しいか？』

「……なっ……い、いまこいつ、喋しやべったわ！」

　驚きよう愕がくに目を見開くクレア。声の発生源は間違いなく、彼女の足元に横たわるボンレスハム──もとい巨乳精霊であった。

「しかも、なんかプルプルしてるし！」

「気持ち悪いですわ……！」

　思わず、巨乳精霊からさっと離れ、カミトの背後に隠れる二人。

『答えよ──汝、豊ほう満まんなる胸が欲しいか？』

「豊満なる胸……って、な、なによそれ、どういうこと？」

『我は巨乳を司つかさどる精霊、我を解放するならば、我は汝にそれをあたえよう──』

　巨乳精霊のその言葉に──

　クレアは思わず、息を吞のんだ。

「そ、それって、あたしが、巨乳になれるってこと？」

『……その通りだ。形も大きさも、汝の望むままの胸をあたえることができる。欲しくはないか？　そんな理想の胸が──』

「形も、大きさも、望むまま──」

　クレアの頰ほおがぴくっとゆるむ。

「そんなの、欲しいに決まってる……！」

「ちょっと、クレア、本気ですの!?」「絶対、罠わなだぞ……」

　リンスレットはあわて、カミトは半はん眼がんで睨にらむ。

「わ、わかってるわよ……そんな見え透いた噓うそで命乞いしようなんて──」

『信じていないようだな、では、我の力の一いつ端たんを見せてやろう──』

　巨乳精霊が突然ぷるぷると震えだし、全身が激しく明めい滅めつした。

「……な、なに!?」

　──と、次の瞬間。

「ひゃんっ！」

　クレアの胸がぼよんっと膨ふくれあがった。

「ふああっ……な、なによこれ！」

　制服のボタンがはじけ飛び、清せい楚そな白の下着が露あらわになる。

　……下着からこぼれるようにはみ出しているのは、メロンのような巨乳だった。

「う、噓うそ……こ、これが、あたしの胸!?」

　一瞬にして巨乳になったクレアは──

　信じられないという顔で自身の胸を見下ろした。

「すごく、大きいわ、それに、重い……！」

　クレアの顔がぱあっと輝く。

『数多あまたの胸を吸収した我に、この程度のことは造ぞう作さもない──』

「……お、おい、クレア？」

　カミトが不安そうな声を発する。

「でも──」

　と、クレアはぽつりと呟つぶやいた。

「この胸は、リンスレットや、学院の女の子たちから奪った胸なのよね──」

『……それが、どうしたというのだ？』

　クレアは静かに首を振り、

「これはみんなの胸よ、あたしが貰もらうわけにはいかないわ──」

　巨乳精霊を縛る炎の鞭フレイムタンに、ふたたび力をこめた。

「クレア……！」

　リンスレットがハッと顔を上げる。
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「あたしは、まやかしの巨乳なんていらない、奪った胸を返しなさい」

『……っ、巨乳になれる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を、みすみす捨てるというのか？』

「そうよ。それが、エルステイン家の娘の誇ほこりよ──」

『……』

「……」

　クレアと巨乳精霊は、しばし睨にらみ合い──

『……私の負けのようだ』

　巨乳精霊はするするとしぼみ、虚こ空くうに消滅した。

「……む、胸が、胸が戻りましたわ！」

「よかったわね」

　もとに戻ったリンスレットの胸をみて、クレアはふっと微笑ほほえんだ。





　　　　◇






　──それから、数日後。

　同じ寮りようにあるクレアの部屋を、リンスレットが訪ねてきた。

「クレア、ちょっと開けてくださいな」

「リンスレット、どうしたのよ？」

　扉を開けたクレアは怪け訝げんそうな顔をした。小脇に小さな箱をかかえたリンスレットは、指先でくるくると髪をいじりながら、

「そ、その……このあいだのお礼をしにきたのですわ、一応……」

　つん、と澄すました顔で言った。

「べつにいいわよ、お礼なんて。あたしは借りを返しただけだし──」

「……？　だから、借りとはなんのことですの？」

　きょとん、として眉をひそめるリンスレット。

「魔装具アーテイフアクトを扱う商人から、せっかく買いつけてきましたのに」

　と、脇に抱えた小箱を開き、クレアに差し出した。

「……な、なにこれ？」

　箱の中身を見て、クレアは絶句した。

　──それは、胸に着ける下着だった。

　生き地じは上等な絹きぬ糸いとで、可愛かわいらしいレースの刺し繡しゆうがほどこされている。一見、普通の下着にも見えるが、胸の先端に小さな石が装着されているところが違った。

　装飾用の宝石ではなく、最高級の精霊鉱石だ。

「着けるだけで胸を大きくする下着、と聞きましたわ」

「え？」

「これを着けて寝るだけで、みるみるうちに胸が大きくなると──」

「う、噓うそ……そんなの、インチキに決まってるわ！」

「たしかに、効果は未知数ですわ。でも、試してみる価値はあるのではなくて？」

「べ、べつに、こんなの使わなくても、あたしは……」

　クレアはコホンと咳せき払ばらいして、

「……い、一応、もらっておくわ、ありがと」

　精霊鉱石の装着された下着を受け取った。

「ちゃんと、精霊鉱石を起動して使うんですのよ」

「ふん、ちょっと試しに使ってみるだけよ。こんなの効くわけないじゃない──」





　　　　◇






　──その夜。レイヴン教室寮りように、奇妙な音と悲鳴が響き渡った。

「……っ、な、なにこれ、とまらなっ……んっ、ひゃんっ、ひゃああああん♪」
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　その日、学院都市の見回りをおえたカミトとエリスは、報告書を作成するため、学院の敷地内にある〈風王騎士団シルフイード〉の本部に戻ってきた。

「今日はなにごともなくてよかったな──」

「うむ、あの試合以降、乱れがちだった学院の秩ちつ序じよも徐々に戻ってきたようだ」

　報告書に今日の結果を書き込みながら、エリスが強く頷うなずいた。

　たしかに、ここ数日間、学院内での揉もめ事や問題は目に見えて減っている。

　そのきっかけとなった出来事は、一週間前に行われた代表選抜の対抗試合だった。

　風王騎士団の元騎士団長にして、学院最強の精霊使い、ヴェルサリア・イーヴァ。その彼女を、現騎士団長であるエリスの所属するチームがみごと破ったのだ。

　このことで、エリスを侮あなどっていた団員たちも、ようやく彼女のことを認め、騎士団の機能も回復してきた、というわけである。

「……これで今日の仕事はおわりだ。ご苦労だったな、カミト」

　報告書をファイルに閉じ、椅い子すから立ち上がるエリス。

　と、棚にファイルを挿さそうとしたその手が、ふと止まった。

「……ああ、そうだ。これを忘れていたな」

　隣にあるファイルを手にとり、ため息まじりに呟つぶやく。

「……それは？」

「うむ、騎士団に上げられてくる、学院生からの苦情や報告だ。ここ最近は人手不足で、こっちにまで手を回す余裕がなかったからな──」

　カミトに答えながら、エリスはパラパラとファイルをめくる。

「数日前、学院裏の物置で、変な物音がするという噂うわさがあったのを思い出してな。不気味だから調査してくれといわれていたのだが、忙しくてすっかり忘れていた──」

「学院裏に物置なんてあったか？」

　カミトは首を傾かしげた。校舎裏には馬小屋が建ち並び、物置などなかったはずだ。

「……まあ、俺おれの最初の家は物置っぽかったけどな」

「そ、そのことは忘れろ……」

　エリスは気まずそうに目をそらした。こほん、と咳せき払ばらいして、

「物置というのは、学院裏の森の中にある建物のことだ」

「森の中か。だったら、その変な物音ってのは、迷い込んだ精霊の仕し業わざじゃないのか」

「おそらく、十中八九そうだろうな──」

　と、とくに否定もせずに頷うなずくエリス

「しかし、噂の中に、すこし気になる情報があってな」

「……気になること？」

「ああ。……どうも、その物置の中に、人の姿を見た者がいるらしい」

「人の姿、か……なるほどな」

　カミトは考え込むように呟いた。

　完全な人間の姿をとることのできる精霊は、そのほとんどが、エストのような高位の精霊である。それほどの精霊が、そんな場所にいるとはなかなか考えられない。

「まあ、あくまで噂だ。あそこは、昔からいろいろと噂のある場所だしな」

「噂？」

「ああ、カミトはここに来たばかりだから知らないだろうが。──その物置には、望む願いをなんでも叶かなえてくれる精霊が住んでいる、という噂があったのだ」

「願いをなんでもって……そんな都合のいい精霊、いるはずがないだろ」

　カミトは眉をひそめて言った。この世界でそんなことができるのは、それこそ〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者にあたえられる〈精霊王〉の奇き跡せきくらいのものだ。

「もちろん、噂好きの学院生の間で広まったデマだろう。実際、過去に物好きな学院生が何度か物置を調べたが、精霊の気配などなかったそうだ」

　と、肩をすくめるエリス。

「……ともあれ、苦情が来ている以上、調査しないわけにもいくまい。カミト、すまないが、もう少し付き合ってくれ」

「ああ、俺も、その噂とやらにちょっと興味がある」

　──そんなわけで。二人はランタンを手に、森の物置へと向かうのだった。
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　すでに陽ひは暮れ、森の中は真っ暗だ。

　火精霊を封じたランタンの明かりが、木々の間に佇たたずむ建物の外観を照らしだした。

「……なあ、エリス」

「なんだ？」

「これのどこが物置なんだ？」

　その建物の外観は、どう見ても物置などではなく──

　人の住めるような、立派なお屋敷だった。

「元は学院長の別べつ邸ていと研究施設を兼ねた場所だからな」

「……グレイワースの研究室か」

　カミトは苦々しい顔で呟つぶやいた。

　鉄柵の周囲に生えた茨いばらを切り払いながら、エリスは門のほうへ進んでゆく。

「屋敷をまるごと物置にするとか、豪快だな」

「そうか？　私の実家の物置は、古こ城じようを改装したものだったぞ」

「スケールが違いすぎる……」

　カミトは喉のどの奥で唸うなった。

（……そういえば、エリスは大貴族のお嬢様なんだよな）

　普段、気取ることのない彼女たちと接していると、つい忘れそうになってしまうが、本来、彼女たちは、カミトが口を利くことさえ許されないお嬢様なのだ。

「それにしても、不気味な外観だな……」

　建物自体は立派なのだが、その壁は無数の茨の蔦つたに覆おおわれ、まるで幽霊屋敷のような不気味さを漂わせている。……この外観では、妙な噂うわさがたつのも無理はない。

「……いかにも、なにか出そうだよな」

「な、なにを馬鹿な……！」

　カミトがぽつりと呟くと、エリスがびくっと肩を強こわ張ばらせた。

「……エリス、ひょっとして、幽霊とか苦手なのか？」

「そ、そんなわけ、ないだろう！　私はファーレンガルト家の騎士なのだぞ！」

　顔を真っ赤にして、むきになって否定するエリス。

「……ああ、その、悪かった」

　苦笑しつつ、カミトは扉に手を触れた。
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　……ギシ、ギシ……と、階段の軋きしむ音が妙に響く。

　屋敷の中は埃ほこりっぽく、壁に取り付けられた照明用の精霊鉱石に神威カムイを通してみても、なんの反応もない。中の精霊はとっくに出て行ってしまったのだろう。

「気を付けないと、床板を踏み抜きそうだな」

「う、うむ、気を付けろ……わっ！」

　ミシリ、と床板を踏み抜いたエリスの腕を、カミトがあわててつかむ。

「……エリス、大丈夫か？」

「う、うむ、だだ、大丈夫だ……」

　顔を真っ赤にして、あわててぱっと飛びのくエリス。

「い、行くぞ……」

　こほん、と咳せき払ばらいして、ずんずん前に歩く。

　そして、図書室の札のかかった部屋の前で足をとめた。

「報告書によると、目撃者が人影を見たのは、二階のこの部屋らしい──」

　エリスは腰の剣に手をかけ、そっと扉を開けた。

　そこは、すえた黴かびの臭においのする、書しよ架かに囲まれた部屋だった。床は綺き麗れいに掃除され、外の廊ろう下かのように埃も積もっていないようだ。

「ここにあるのは、全部グレイワースの蔵ぞう書しよなのか？」

「ああ、学院長が学生時代に集めた古書だそうだ。もっとも、貴重な魔術書はすべて学院の図書館に寄き贈ぞうしているから、たいして価値のない本ばかりだろうがな」

「だとすると、ちょっと気になるんだよな」

「……気になる？」

　カミトは正面の書架へ近づくと、本の背表紙に手をかけた。

「この本、表紙が新しすぎるんだ──」

「なっ!?」

　カミトの抜き出した本の表紙を見て、エリスの顔が真っ赤になった。

「ひ、『秘密の楽園』だと……？」

　そう、それは古い魔術書などではなく──

　女の子向けの、ちょっと過激なロマンス小説だったのだ。

「これとこれと、これもそうだな……」

　カミトはつぎつぎと書架の本を抜いていく。『夜に乱れ咲く花』『地下室の令れい嬢じよう』『意地悪な伯はく爵しやく様』──どれも似たようなジャンルの本である。

「な、なぜ、このような破は廉れん恥ちな本がここにあるのだ……！」

「……まあ、なんとなく、理由は想像がつくけどな」

　肩をすくめ、本の表紙をこつんと叩たたくカミト。

「……というか、この本のラインナップに、なんか見覚えが──」

　──と、その時だ。

「……ん？　なにか聞こえないか？」

　カミトはふと顔を上げた。

「な、なに!?　へ、変なことをいうな！」

「いや、本当に──」

　……夜よりも……深き闇よ……世界を吞のむ……混こん沌とんよ──

「……!?」

　静まり返った屋敷の中に、遠く、怪しい囁ささやき声が響きわたる。

　カミトとエリスは顔を見合わせ、あわてて廊ろう下かに飛び出した。

　……試練を……ここに……異界の……門ゲート──

「精霊魔術の詠えい唱しようだと？」

　エリスは声のするほうへ一気に駆けると──

「エリス、待て！　この声、聞き覚えが──」

「曲くせ者ものめっ、ここでなにをしている！」

　カミトの制止も聞かず、風の魔術を部屋の扉にぶち当てた。

「きゃああっ！」「な、なんですの！」「お嬢様～！」「ひゃん！」

　強烈な風が室内を吹き荒れ、中にいた少女たちが悲鳴をあげる。

「……お、お前たちは!?」

　エリスは、魔術を放ったポーズのまま固まった。





　　　　◇






「また君たちか、レイヴン教室の問題児！」

　エリスは押収したえっちな本を手に、目の前の少女たち──クレア、フィアナ、リンスレット、それにメイドのキャロルの四人を、厳しく睨にらみつけた。

「ち、違うわ……」

「わたくしたち、ここで本の回し読みなんてしていませんわ！」

　目の前に突きつけられた証拠品を前に、白しらを切るクレアたち。

「ほう、では、なぜここに君の名前が書いてあるのだ？」

「そ、それは……」

　クレアはあさってのほうへ目を逸そらした。

「規則違反だ。これは〈風王騎士団シルフイード〉が接せつ収しゆうする」

「あっ、横暴よ！」「ひどいですわ！」

「本当は、エリスも興味があるんじゃないの？」

「な、なな、なにを馬鹿な……」

　フィアナの呟つぶやきに、顔を赤くして狼ろう狽ばいするエリス。

「……結局、噂うわさの正体はクレアたちだったのか」

　そんなお嬢様たちの様子に、カミトはやれやれとため息をついた。

　学院の校則では、風紀を乱すような本を読むことは禁じられている。クレアたちは騎士団の摘てき発はつを逃れるために、ここに本を隠して、こっそり回し読みをしていたのだ。

　しかし、カミトはクレアたちの態度が気になった。

　なんだかそわそわして、まだなにか隠しごとをしているようなのだ。

（……たしか、フィアナがなにか魔術みたいなのを唱えてたな）

　風でめちゃくちゃになった部屋の中を見回すカミト。

　──と、部屋の隅に落ちている一冊の本に気が付いた。

　さっきの風で吹き飛ばされたのだろう。クレアたちのロマンス小説とは明らかに違う、古びた革表紙の魔術書だ。カミトはそれを拾い上げる。

「む、それは、学院長の蔵ぞう書しよか？」

　エリスはクレアたちをキッと睨にらんだ。

「そういえば、さきほど怪しい魔術の詠えい唱しようが聞こえたぞ。一体、なにをしていたのだ？」

「そ、それは……」

　と、三人は気まずそうに顔を見合わせ──

　やがて、観念したように揃そろってため息をつく。

「……ま、見つかっちゃったなら、しょうがないわね」

「私たち、その本に記されている、ある儀式をしようとしていたのよ」

「儀式だと？」

　フィアナの言葉に、エリスは眉根を寄せた。

　──彼女たちがその本を見つけたのは、偶然だった。

　えっちな本の隠し場所に使っていたさっきの図書室で、本棚の奥に隠されていたのを発見したのだ。姫ひめ巫み女ことしての優れた資質を持つフィアナは、直感的に、それが尋じん常じようでない力を秘めた魔術書であることに気が付いた。

　フィアナは本を部屋に持ち帰り、何日もかけて読み解いた。──と、そのうちに、その本には、とんでもないことが書かれていることを知ったのだ。

「……とんでもないこと、だと？」

「ええ、その本に書かれていたのはね──」

　と、フィアナは一拍置き、真剣な表情で言った。

「望む願いをなんでも叶かなえてくれる精霊の召喚方法、だったのよ──」

「なん……だと……？」

　ごくりと息を吞のみこむエリス。

「ではまさか、学院生の間で流れていた、あの噂うわさは……」

「そう、あの噂は本当だったの……」

　フィアナは重々しく頷うなずいた。

「私たちはここで、その精霊を呼び出すための儀式をしていたのよ──」
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　茨いばらの蔦つたに覆おおわれた窓から、かすかな月明かりが射さし込んでいる。

　カミトたちは車くるま座ざになって座り、フィアナの儀式の準備を見守った。

「ど、どうせ、くだらない噂うわさなのだろう。願いをかなえてくれる精霊など──」

「怖ければ一人で帰ってもいいのよ」

「ふ、ふん……噂が本当かどうか、一応確認する必要があるからな」

　挑発するクレアを、エリスは睨にらみ返した。〈風王騎士団シルフイード〉として儀式を監督する必要がある、という名目での参加だが、実のところ、エリスも興きよう味み津しん々しんなのだろう。

（……なにしろ、望む願いを叶かなえてくれる精霊だ）

　フィアナは床に規則正しく石を並べると、魔術書に目を落とした。

「ここに鍋を用意するようね……」

「鍋を使う儀式なんて、聞いたこともありませんわ」

「私もはじめてよ」

　ことり、と並べた石の上に水をはった鍋を置くフィアナ。土鍋はこの屋敷の地下倉庫に眠っていたもので、その精霊を封印する魔装具アーテイフアクトの役割をはたしているらしい。

　クレアの手から炎がほとばしり、鍋を火にかけた。

「……鍋に火をかけて、昆布でだしをとる、と」

　儀式の手順を確認しつつ、フィアナが鍋にふたをする。と──

「まさか、これは闇鍋の儀式!?」

　いつのまにか人間の姿になったエストが、ハッと声を上げた。

「知ってるのか、エスト？」

　エストは無表情にこくりと頷うなずくと、

「闇鍋の儀式、それは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉と起源を同じくする精霊使いの闘争。この儀式に挑んだ精霊使いは、命を落とすことさえあったと──」

「そ、そんなに危険な儀式なのか……」

「逃げるならいまのうちよ」

　と、不敵に微笑ほほえむクレア。

「だ、だれが逃げるものか！」

「俺おれはちょっと逃げたい気もするが……しかし──」

　カミトは肩をすくめ、

「なあ、クレア──」

「……？」

「その鍋の精霊は、どんな願いでもかなえてくれるんだな？」

「ええ、もちろん。〈精霊王〉クラスの願いは無理だけどね──」

「そうか……」

　カミトは揺れる炎に目を落とした。

（……もしかすると、レスティアのことを聞けるかもしれない）

　フィアナが土鍋に手をかざし、厳おごそかな儀式魔術を詠えい唱しようする。

「──闇よ来きたれ、我らに試練を与えよ、異界の門ゲート、いまここに開け！」

　瞬間、土鍋から激しい光が放たれ、カミトたちは目を覆おおった。

　やがて、光が消え──

　フィアナがゆっくりと、鍋の蓋ふたを持ち上げる。

　もわっと吹きあがる白い湯気。

「成功したようね」

　フィアナが満足げに微笑ほほえんだ。

「……これは？」

　と、鍋を覗のぞき込んだクレアが、眉をひそめて訊きく。

　鍋の中では、得体のしれない闇色のスープが、ぐつぐつ煮立っていた。

「〈界門ゲート〉を開いたのよ。いま、この鍋の底は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉と繫つながっているの」

「鍋の具材を順番に食べて──」

　と、リンスレットが呟つぶやき、

「最後まで倒れずに残った一人だけが、鍋の精霊と謁えつ見けんすることができる」

　クレアが緊張した表情で頷うなずく。

「……誰だれから行く？」

　カミトが全員の顔を見回した。

「ま、まずはわたくしからいきますわ！」

「お嬢様、がんばってください！」

　真っ先に名乗り出たリンスレットに、キャロルが声援を送る。

「ふっ──」

　リンスレットが箸はしを取り出すと、躊躇ためらうことなく闇色のスープに突っ込んだ。

　……箸につままれて出てきたのは、どろっとした、黒い物体だ。

「……な、なんですの？」

　眉をひそめるリンスレット

「は、早く食べなさいよ──」

　あむっ。

　クレアに急せかされ、黒い物体を口に放ほうり込む。

「甘い……チョコレートですわ！」

「どうやら、最初は当たりだったようね──」

　フィアナがふっと肩をすくめた。

「じゃ、じゃあ、つぎはあたしよ──はあっ」

　クレアは勢いよく鍋に箸はしを突っ込む。

　煮え立つ闇色のスープを、ぐるぐるとかき回して、

「……あ、あれ？」

　つかんだ具材がなにかに引っかかった。

「どうしたのだ？」

「う、うまくとれない……」

　ぐいぐいと無理やり引きずり出そうとするクレア。

　そして──

「……っ、えいっ！」

　箸を引き上げたその瞬間、目の前にそれが現れた。

　……体長三十センチほどもある、巨大なエビだ。

「……っ、ふああっ！」

「エ、エリス!?」

　可愛かわいい悲鳴をあげ、あわててカミトに抱きつくエリス。

「……か、顔が怖い！」

「ちょっと、エリス！」

「どさくさに紛まぎれて、なにをしていますの！」

「ずるいわ、私も──」

「……ふあっ、そ、それを近づけるな！」





　　　　◇






　……だが、チョコレートやエビは、恐ろしい闇鍋の儀式の序章に過ぎなかった。

　闇鍋バトルは、徐々にその過か酷こくさを増していったのである。

　エリスがドロドロに溶けたシュークリームをむせながら喉のどに押し込み、カミトはチョコレートパフェをかきこんだ。

「……う、ぐ、ぐぐ……！」

「カ、カミト、大丈夫なのか？」

　顔色がみるみる青ざめるカミトに、エリスが心配そうに声をかける。

「あ、ああ……こ、こういうのは……慣れてる、からな……ご、ふ……」

「声が震えているぞ……」

　幼い頃から、過酷な〈教きよう導どう院いん〉で教練を受けてきたカミトである。生きるためにはどんなものでも口にしたし、自己暗示で味覚を遮しや断だんする技能も身につけていた。

（し、しかし、これは……）

　……箸を持つ指先が震える。パフェを食べることを、脳が拒否しているのだ。

「み、水……水はないのか……？」

「カミト君、水を飲むと失格になるわよ」

　と、フィアナがぴしゃりと告げた。

　ちなみに、彼女は儀式を執とり行う姫ひめ巫み女こなので、この儀式には参加していない。

　……なんだか、彼女だけ楽しんでいるように見えるのは、気のせいだろうか。

「な、なんて過か酷こくな儀式だ……」

「カミト、お腹なかが痛いのですか？」

　床に突っ伏したカミトの背中を、エストがさすってくれる。

「つ、つぎは、またわたくしのターンですわね……」

　リンスレットが鍋に箸はしを突っ込み、引き上げる。

　……と、箸の先にかかっていたのは、ぺらぺらの紙だった。

　なにやら、精霊文字のようなものが描かれている。

「……な、なんですの？」

「ちょっと待って、いま調べるわ──」

　フィアナが魔術書をパラパラとめくり、

「えっと……あったわ、これはダブルのカードよ」

「ダブル？」

　嫌な予感がしたのか、リンスレットが頰ほおを引きつらせる。

「ええ、具材をふたつ混ぜて食べるの」

「そ、そんな、ひどいですわ！」

「つぎの具材は、イクラとウニね……」

　闇鍋の底から、茹ゆでられて白くなったイクラと、ドロドロのウニが浮かび上がった。

「お、お嬢様、この取り合わせはむしろあたりですよ！」

「……それは煮ていなければの話ですわ」

　リンスレットは恨めしげに答えると──

　目をつむって、ぱくっと口にした。

「……っ、うっ、うぐぐ～っ……！」

「お、お嬢様っ、大丈夫ですか、お嬢様！」

　喉のどをおさえながら、ジタバタと床を転げまわるリンスレット。

「さあ、クレア、つぎはあなたの番よ」

「わ、わかってるわよ……」

　クレアは恐怖に顔をひきつらせ、鍋に箸をくぐらせた。

「……？　またカードだわ」

「それはスキップの札ね。一人飛ばして、カミト君の番になるわ」

「マ、マジか……」

「カミト、べつにギブアップしてもいいのよ？」

「……くっ、わかったよ。いくぞ──って、またカードか」
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「それはリバース、順番が逆になるの」

「……ってことは、エリスの番になるのか」

「……～っ、カ、カミト、君はなんというものを引くのだ！」

　エリスが涙目で抗議する。

「す、すまん……」

　そして、エリスのターン。

　鍋から引き上げられたのは、フライドチキンだった。

「エリス、それはむしろあたりだぞ！」

「ええ、表面の油が闇鍋の汁を弾はじいてくれるもの。運がいいわね」

「な、なるほど……」

　……みんな、すでにいろいろと感覚が麻ま痺ひしていた。





　　　　◇






　……悪夢の闇鍋バトルは続く。

「ぐ、チョコレートケーキが、胃にもたれるな……」「マ、マリモは本当に食べられるのか？」「いやあああ、イナゴの佃つくだ煮にはもう嫌ですわあああ！」「ひゃん！」

　お嬢様たちはみな悶もだえるように床を転げまわり、まさに死し屍し累るい々るいの様よう相そうである。

　そして、十四ラウンド目。……とうとう最初の脱落者が出てしまった。

「……ごめんなさい、キャロル。わたくし、もう……けほっ、けほっ……」

　闇汁をたっぷり吸ったコロッケを食べた、リンスレットだ。

「お嬢様っ、しっかりしてください、お嬢様っ！」

「……キャロル、ミレーユを……お願い、しますわ……」

「お嬢様あああああっ！」

　キャロルの声もむなしく、リンスレットはがくっと崩れ落ち、そのまま気絶した。

「みごとな勇気だったぞ、リンスレット・ローレンフロスト」

「……ええ、あんたのことはきっと忘れない」

　動かなくなったリンスレットにそう声をかけ、クレアは鍋に箸はしをくぐらせた。

「う、ぐぐ、ううう……ぐ……」

　苦しそうに鼻をつまみながら、イカの塩しお辛からを完食するクレア。……なんというか、間違っても、貴族のお嬢様が見せてはいけないような壮絶な顔になっていた。

　ぐつぐつと煮立ち続ける闇色のスープは、いまだその深しん淵えんを覗のぞかせない。

「次は俺おれのターンだな……」

　カミトが引き上げたのは──

「……な、なんだよ、これは!?」

　つまみあげたその具材から、ぽたぽたと黒い汁が滴したたり落ちる。

　……それは、闇鍋の汁をたっぷり吸った、ニーソックスだった。

「……って、食えるかこんなもん！」

　カミトは思わずフィアナに抗議した。

「この闇鍋は、食べられないものは顕けん現げんさせないはずよ」

「くっ、マジか……」

　カミトは汁気たっぷりのニーソックスをじっと睨にらんだ。

　……おそらく、素材はシルク。絹きぬ糸いとだ。煮込まれたことによって、多少はやわらかくなっているだろう。

　たしかに、腹は壊すだろうが、食べられないことはない……のかもしれない。

（……っ、俺は……俺は、レスティアのことを聞くんだ……！）

　カミトは覚悟を決め、目をつむった。

　そして、誰だれのものともしれないニーソックスを嚙かみしめる。

「カ、カミト……！」「ほ、本当に食べたわ！」「カミトのえっち……！」

　エリス、クレア、そしてエストが驚きよう愕がくに目を見開く。

「う、ぐぐ、ぐぐぐぐぐぐぐ……！」

　……当然、喉のどに詰まった。

「カミト君！」「ちょっと、カミト！」「カミト、無理をするな！」

「ぐ……し、しぬ……！」

　ニーソックスを喉のどにつめたまま、遠ざかる意識。

（……ふふ、ばかねカミト。こんなところで死ぬなんて）

（……ああ、俺おれは……馬鹿だ、本当に……）

　優しく微笑ほほえむレスティアの微笑を、走そう馬ま灯とうのように思い浮かべながら。

　……カミトはぷつりと意識を失った。





　　　　◇






「いよいよ、雌し雄ゆうを決する時がきたようね、エリス・ファーレンガルト──」

「騎士の誇ほこりにかけて、私は負けないぞ、クレア・ルージュ──」

　──そして、最後の勝負が始まった。

　いま、この部屋で生き残っているのは、クレアとエリス、そして儀式の執しつ行こう者しやであるフィアナである（ちなみに、エストはカミトが倒れた瞬間剣に戻り、キャロルは倒れたリンスレットを連れて学院に戻ってしまった）。

　闇鍋のスープは地獄のマグマのように煮え立ち、邪悪な気配を漂わせる。

「……最後の勝負の前に、聞いておこう」

　と、エリスが静かに口を開いた。

「なに？」

「クレア、君の願いはなんだ？」

「……っ、そ、それは……」

　クレアは、正面に座るエリスの大きな胸を、チラッと見て──

「……あ、あんたにはわからないわ……秘密よ」

　悲しそうに、ふっと目を逸そらした。

「そうか……」

「あんたの願いは？」

「わ、私の願い、か……」

　エリスは倒れたカミトに視線を走らせ、

「わ、私はただ、カミトと一日だけ、デートを……その、ひ、秘密だ……！」

　顔を真っ赤にして叫んだ。

「ずるいわよ、あんたから訊きいてきたのに──」

「き、君も秘密にしただろう！」

「はいはい、早くしないと、制限時間をオーバーしてしまうわよ」

「わ、わかったわよ……つぎはあたしの番ね……たあっ！」

　フィアナにうながされ、クレアはふたたび箸はしを突き込んだ。

　クレアが引き上げたのは、真っ黒な塊かたまりだった。……もっとも、闇鍋の具材は、そのほとんどが真っ黒なスープの色に染まってしまうのだが。

「な、なんだかよくわからないけど……はむっ！」

　クレアはその黒い物体を、勢いよく口に放ほうり込む。

「……っ！」

　直後、その表情が固まった。

「ど、どうした、クレア？」

「こ、これは……消し炭の……塊かたまり……！」

　ぼふっと黒い煙を吐き、クレアは床に突っ伏した。

「なんだか、因いん果が応おう報ほうという気がするわね……」

　フィアナが肩をすくめる。

「……あんたの勝ちよ、エリス……おめで、とう……」

　ふっと微笑ほほえみ、そのまま、クレアはピクリとも動かなくなった。

「クレア……」

「感かん傷しように浸っている暇ひまはないわ。エリス、つぎはあなたの番よ──」

「ああ、わかっている──」

　と、真剣な表情で頷うなずくエリス。ほかの参加者全員が脱落したところで、最後の具材である闇色のスープを飲み干せば、願いを叶かなえる鍋の精霊が召喚されるはずなのだ。

「カミト、クレア、リンスレット……君たちの犠ぎ牲せいは無駄にはしないぞ！」

　エリスはお椀わんを手にとると、脂あぶらぎった鍋のスープを一気に飲みほした。

「う、ぐぐぐ……ぐ……ううう……！」

　……パフェ、納なつ豆とう、シュークリーム、イカの塩しお辛から、消し炭、ニーソックス。これまで煮込まれた、すべての具の出だ汁しが染み出したスープである。その味は人じん智ちを超えた、不ま味ずいという概念そのものを煮込んだような味だった。

「んくっ、んくっ……ん……くっ……」

　真っ黒なドロドロのスープを、喉のどから胃へと無理やり流し込む。

「の、飲んだ……ぞ……」

　──と、その時だ。目の前の土鍋が激しい光を放った。

「な、なんだ……？」

「鍋の精霊が現れるのよ！」

　鋭く叫ぶフィアナ。

　そして、鍋の中からそれが姿を現した。

「……あ、あなたは!?」





　　　　◇






「……で、どういうことなんだ、これは？」

　……三分後。ようやく意識を取り戻したカミトは、半はん眼がんで口を開いた。

「ふ、まさか、お前たちが闇鍋の儀式に挑戦するとは思わなかったぞ」

　空になった土鍋の前で、灰色の髪の美女が愉ゆ快かいそうに微笑ほほえむ。

　そう、鍋から現れたのは、願いを叶かなえる精霊などではなく──

　学院長のグレイワースだったのである。

「学院長、私もなにがなんだかわかりません……これは一体──」

　エリスが戸惑った表情で訊たずねる。

　と、グレイワースは、フィアナの持つ魔術書に目を遣やって──

「懐かしいな。私がこの闇鍋の儀式を作ったのは、もう十数年も前になるか──」

「学院長がこの儀式を？」

　フィアナも目を見開き、首を傾かしげた。

「もうずっと昔の話だ。当時のアレイシア精霊学院は、まだ〈風王騎士団シルフイード〉も組織されておらず、ひどく荒れていてな。貴族どうしの決闘沙汰が日常茶飯事だったのさ──」

　グレイワースは土鍋に手をかけると、遠い昔を思い出すように、目を細めた。

「争いは毎日のように繰り返され、巻き込まれた多くの学生が傷付いていた。その事態を重く見たオルデシア議会は、ある方法を導入することを思い付いた。それが──」

「この闇鍋の儀式、ってわけか……」

「──そうだ。もっとも、あの頃の私はまだ学院長に就任していなかったがね」

　こくり、と頷うなずくグレイワース。精霊を直接戦わせるのではなく、闇鍋バトルで決着をつける。古代より行われていたそのシンプルな決闘は、多くの学院生に支持され、破壊をともなうような争いはしだいに収まっていったという。

「闇鍋の儀式には、そんな歴史があったのですね」

　エリスが感心したように頷いた。

「じゃあ、鍋の中に願いをかなえる精霊がいるって噂うわさは──」

「無論、そんなものはいないさ──」

　グレイワースは静かに首を横に振った。

「ただ、大規模な闇鍋バトルの優勝者には、学院側が褒ほう賞しようを与える制度になっていた。学内ランキングの上昇とか、単位の免除とか、そんなものだ。おそらくその噂は、闇鍋の制度が失われたあと、学生たちの間で尾ひれがついたものだろう」

　さきほど、グレイワースが鍋の中から召喚されたのは、当時、彼女が優勝者にその褒賞をあたえる、という役目があったためだという。おそらく、鍋に刻きざんだ〈転移〉の刻印魔術を消し忘れ、そのままになっていたのだろう。

「……まあ、そんなことだろうと思ったよ」

　カミトはがっくりと肩を落とした。

「しかし、ある意味では、その噂は本当だ──」

「どういうことですか？」

　ニヤリと笑う魔女に、エリスが訊きく。

「過か酷こくな闇鍋バトルで勝利するほどの気力と精神力、そして願いへの執着があるのなら、たいていのことは叶かなえることができる、ということさ」

「強引な理屈だな……」

　カミトは半はん眼がんでうめいた。……しかし、まあ一理はある。結局のところ、夢や願いを叶えるのは人の意志、ということなのだろう。

「なるほど。願いをかなえるのは、人の意志、か……」

　素直なエリスは感動したのか、真面目にメモなどとっている。

「もっとも、その闇鍋の儀式の制度もすぐに廃すたれたよ。〈風王騎士団シルフイード〉が組織され、学院の秩ちつ序じよが守られることになったからな──」

「そうだったのですか……」

「そんな恐ろしい制度がなくなって、本当によかったよ──」

　まだ床で気絶しているクレアに目を向けながら、カミトはため息をついた。

「……ま、噂うわさの真相もわかったし、これで騎士団の任務の完了だな」

「ああ、学院に戻って報告書をまとめることにしよう。ふたたび犠ぎ牲せい者が出ないように」

　エリスが立ち上がり、風の魔術で鍋を粉々に砕く。

「……ところで、結局、エリスの願いってなんだったんだ？」

「……～っ、そ、それは……ひ、秘密だ！」

　エリスは顔を真っ赤にして叫んだ。
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　オルデシア領内をまっすぐに貫く、石いし畳だたみの街かい道どう。通称〈王の道〉と呼ばれるその街道を、狼おおかみの紋章をつけた二頭立ての馬車が、ゆっくりと進んでいた。

「……で、まだなのか？　その温泉郷は」

「あの山を越えたら、もうすぐよ──」

　ガタゴトと揺れる馬車の中で、クレアは遠く離れた山の彼方かなたを指さした。

「……それはすぐとはいわないぞ」

　と、半眼で呟つぶやくカミト。陽ひはもう中天に差し掛かっている。山を越えて目的地に着く頃には、完全に夜になっているだろう。

「しかたないですわ、カミトさん。ヴォルノスの温泉は、精霊の集まる秘ひ湯とう。あまり人里に近い場所では、精霊は寄りつきませんもの」

「うむ、この道のりを我が慢まんしてこそ、温泉に入ったときの感動もひとしおだろう」

「ま、そういうもんか……」

　向かいに座るリンスレットとエリスにたしなめられ、カミトは軽く肩をすくめた。

　チーム・スカーレットは、メンバーも最近集まったばかりで、その結束力は、同じく出場を決めた〈チーム・ケルンノス〉などに大きく劣る。

　その弱点を克服するため、リーダーのクレアが考えたのが、聖性の高いことで有名なエルステインの温泉での、強化合宿なのであった。

　……そんなわけで、学院を出発したのが、昨日の朝。街かい道どうを通って宿しゆく場ば町まちに一泊、温泉のある旧エルステイン領に入ってから、馬車に揺られ続けて、もう数時間だ。

　……いい加減、山ばかりの景色も見飽きてきたところだ。

「ていうか、ファーレンガルト家の飛ひ行こう艇ていを借りればすぐだったのに……」

「オルデシア軍の飛行艇を私用に使うなど、できるわけがないだろう！」

「クレア、わたくしの用意した馬車が気に入らないといいますの？」

「いい馬車だけど、五人で乗るにはさすがに狭いわよ……」

　ぎゅうぎゅう詰めの車内で、クレアが不満の声を漏らした。

　メイドのキャロルは学院でお留守番、エストは剣の姿になっているとはいえ、馬車の中は手て狭ぜまだ。でこぼこ道で揺れるたび、互いに密着する格好になってしまう。

「ふふっ、でも、たまにはこういう旅もいいじゃない？」

　ふよんっ。

「……っ、お、おい!?」

「ちょっと、フィアナ、なにしてるのよ！」

「……っ、は、破は廉れん恥ちなっ、オニオンフライにしてくれる！」

「俺おれは玉ねぎじゃないぞ、おわっ！」

「きゃんっ、みなさん馬車の中で暴れないでくださいな！」

「カミト、ごはんはまだですか？」

「もうちょっとだけ我が慢まんしてくれ」

　カミトは催促する〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の柄をぽん、と叩たたいた。
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　結局、山の麓ふもとにある温泉街に到着した頃には、陽ひは沈み、完全に夜になっていた。

　石いし畳だたみで舗ほ装そうされた階段状の坂道には、精霊鉱石の明かりが灯ともり、門の両脇に置かれた火竜の石像は激しい炎を吹きだしている。坂道の上には大きな祭さい殿でんが建っていて、その上空を無数の光球の姿をした精霊が飛び回っていた。

「これが名高いヴォルノスの温泉街……」

　馬車から降りたフィアナが、興味深そうに呟つぶやく。

「フィアナは、温泉街に来るのは初めてなのか？」

「ええ、〈神しん儀ぎ院いん〉の儀式で、山に籠こもったことはあるけれど──」

「私も初めてだ。なかなか趣おもむき深いところだな」

「わたくしは、何度か来ていますわよ。けど……」

「ええ、昔の賑にぎわいと比べると、ずいぶん寂しくなったわね……」

　クレアがぽつりと呟つぶやく。

　カミトは周囲を見回した。たしかに、有名な温泉街にしては、明かりの灯ともっていない建物が多くあるのが気になった。

「四年前、あの事件が起きる前は、もっと賑にぎやかで、人もずっと多かったわ──」

　四年前、クレアの姉である〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉、ルビア・エルステインの叛はん逆ぎやくにより、オルデシア帝国では一年もの間、一切、火が熾おこせなくなった。

　エルステイン家のお膝ひざ元もとであるこの温泉街も、壊滅的な打撃を受けたはずだ。

「でも、精霊たちはちゃんと戻ってきていますわ──」

　俯うつむくクレアの肩に、リンスレットが優しく手をのせる。

　彼女の指さした先に、火ひ蜥蜴とかげの姿をした精霊が、地面を這はうのが見えた。

「──ええ、そうね」

　一瞬、表情を翳かげらせたクレアだったが、すぐにいつもの明るさを取り戻した。

　五人は持参した荷物をそれぞれフェンリルの背にくくりつけると、麓ふもとの山門をくぐり、山の上まで続く石段を登りはじめた。

　華きや奢しやに見えるお嬢様たちだが、そこは学院での厳しい訓練を積んだ精霊使いだ。みんな楽々と山道を進んでいく。もっとも、フィアナだけは、体力があまりないので、フェンリルの背に乗せてもらっていた。

　もうすっかり夜だが、魔術の明かりを灯さずとも、あたりは十分に明るかった。森の中を、たくさんの小さな火の精霊が飛び交かって、暗闇を照らしているのだ。

「すごいな。〈精霊の森〉以外で、こんなに精霊が見られるなんて」

「はい、この山は〈火の精霊〉の好む神威カムイに満ちているようです」

　感心するカミトに、剣の姿のエストが思念を伝えてくる。

「……～っ、スカーレット、待ちなさい！」

「ニャー！」

　スカーレットも喜んでいるのか、いつも忠実な火猫精霊にしては珍しく、クレアのいうことを聞かずに、階段をぴょんぴょん飛び回っている。

「もうっ……」

「まあまあ、スカーレットもひさびさに故郷に帰って嬉うれしいんだろ」

「わたくしのフェンリルも、ローレンフロストの実家に帰省したときは、まるで犬のように雪の中を転げまわりますわ」

「……？　この子、犬ではないの？」

「……っ、王女殿でん下か！　フェンリルは誇ほこり高き大狼ダイアウルフですわ！」

「うぉんっ！」

「ご、ごめんなさい、ずっと犬だと思っていたわ……」

　モフモフのフェンリルを見下ろし、ショックを受けるフィアナだった。
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　山の中ちゆう腹ふくまで歩くと、ぽつぽつと明かりが見えてきた。

　カミトたちは山頂まで続く道を外れ、温泉の湯気のたちこめる通りへ向かう。周囲を見回すが、やはり明かりのついている建物は少ないようだ。

　しばらく坂道を上ったところで、

「ここよ……」

　と、クレアが足を止めた。

「へえ──」

　カミトたちの前に姿を現したのは、森を切り開いた場所に建つ、立派なお屋敷だ。もとはエルステイン家直ちよつ轄かつの別荘地だったらしいが、その外観は貴族趣味の豪華なものではなく、むしろ質しつ実じつ剛ごう健けんな印象を受けた。

「ここは、変わっていないわね……」

　屋敷の門を見上げ、クレアが静かに呟つぶやく。

　門の中央には、なにか図案のようなものがはぎ取られたような痕あとがあった。おそらく、かつてはエルステインの家紋である、赤獅じ子しの紋章が刻きざまれていたのだろう。

　クレアがきゅっと唇を嚙かみ、門の中に足を踏み入れた。

「クレアお嬢様、お待ちしておりましたよ」

　屋敷の中から出迎えてくれたのは、恰かつ幅ぷくのいい老婦人だった。

「ジラ、ひさしぶりね」

「ええ、クレア様も、おひさしゅうございます」

「えっと、こちらの方は？」

　フィアナが訊たずねると、

「ジラは、昔からエルステイン家に仕つかえてくれてたメイド長よ。領地と城が没収されてからは、一般に開放されたこの温泉宿の管理を任されているの」

「公こう爵しやく様には大変よくしていただきました」

　老婦人が丁てい寧ねいに頭を下げる。

「元気そうでよかったわ」

「もちろんですよ、いなくなった森の精霊たちも戻ってきました。これもすべて、〈火の精霊王〉の怒りを鎮しずめてくださった、レン・アッシュベル様のおかげです」

「……っ！」

「どうしたのだ、カミト？」

　と、エリスが不審そうに眉をひそめる。

「あ、いや、なんでもない……」

　カミトはあわててごまかした。

「クレアお嬢様も、こんなに大きくなられて……」

　感極まったように、クレアを抱きしめる老婦人。

「ちょ、ちょっと、ジラ……」

「胸の大きさは変わっていないようですけど──」

「……っな、なんですって！」

　小声で囁ささやいたリンスレットに、クレアが嚙かみつく。

　と、ジラはちょっと驚いたように目を見開いて、

「まあ、あのひっこみ思案で気弱だったお嬢様が……」

「……ひっこみ思案で気弱？」

　カミトは思わず眉をひそめた。

（……気のせいか？　いま、信じられない言葉が聞こえたような気が……）
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　元メイド長のジラに案内され、カミトたちは屋敷の中に足を踏み入れた。

　建物自体は立派だが、価値のある調ちよう度ど品ひんなどは、すべて帝国に没収されたらしく、その広さに比べると、少し寂しい印象を受ける。

　調度品だけでなく、人手も少ないようだ。ジラの説明によると、もともと仕つかえていた者たちはつぎつぎと辞めていき、いま残っているのは、彼女を含め、エルステイン公こう爵しやく家に古くから仕えていた者だけだという。

「屋敷で一番いい部屋をご用意しておきました」

　ジラは、階段を上ったところにある、二階の部屋の扉を開けた。

「おお……」

　たしかに大きな部屋だった。立派なベッドが五つ並べられているが、ちっとも窮きゆう屈くつな感じがしない。天井には精霊鉱石がはめ込まれ、明かりがつくようになっている。

「でも、お嬢様、本当に男の方とご一緒の部屋でよろしいのですか？」

「……っ、カ、カミトは、あたしの契約精霊だからいいのよ！」

　クレアがちょっと照れたように嘯うそぶくと、

「……なるほど。ふふ、お嬢様も隅におけませんね」

　老婦人は、なぜか納得したように微笑ほほえんだ。

「窓から、森の景色が見えるのだな──」

「ええ、精霊さんが飛び交かって、まるで〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉のようですわ」

　窓際に近づいたエリスとリンスレットが、感激の声を上げる。

　と、突然、カミトの服の袖が、くいくいっと引っ張られた。

「カミト、ご飯はまだですか？」

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、カミトをじーっと見つめてくる。いつのまにか、エストが剣から人間の姿に戻っていたらしい。

「あたしも、お腹なかぺこぺこよ」

　クレアが同意して頷うなずく。

「夕食のご用意はただいま。今日はいい鹿肉が入ったんですよ」

　……半刻後。

　テーブルの上に、シェフの作った出来立ての料理が、つぎつぎと並びはじめる。

　山で採れた山菜のサラダに、温かいカボチャのスープ、豆をバターで炒いためた料理に、クルミの入った焼きたてのパン、川魚のパイ包み、そしてメインディッシュは香辛料をたっぷり効かせた鹿肉のステーキだ。

「カミト、これを全部食べてもいいのですか？」

　キラキラと目を輝かせ、無表情に呟つぶやくエスト。

「ああ、好きなだけ食べていいぞ」

「カミト、嬉うれしいです♪」

　カミトも鹿肉のステーキにナイフを入れた。その瞬間、香辛料のうまみをとじこめた肉汁が皿にじゅわっと滴したたる。

「これはうまいな！」

「ええ、帝都の一流店に劣らない味よ」

「鹿肉のステーキはエルステインの名物なのよ」

　舌を巻くカミトとフィアナに、クレアがふふん、と胸を張る。

「……ふむ、カミトはこういう味付けが好みなのか。参考にするとしよう」

「お留守番のキャロルのために、このお肉をわけていただけるかしら？」

「もちろん、かまいませんよ」

　シェフが鹿肉の塊かたまりをもってくると、リンスレットの召喚したフェンリルが、たちまちそれを凍らせ、お腹の中に吸い込んだ。

「……フェンリルが食べちまったりしないのか？」

「わたくしのフェンリルは、盗み食いなんてしませんわ！」

　素そ朴ぼくな疑問を口にするカミトに、リンスレットが憮ぶ然ぜんとして言った。

　大満足な食事をおえると、またジラがやってきた。

「お嬢様がた、温泉に案内します。ちょうどいい湯加減ですよ──」
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　カミトが案内されたのは、宿から少し離れた場所にある、森の中の温泉だった。

　途中の廊ろう下かで別れたクレアたちは、ここより上にある姫ひめ巫み女こ用の湯に行ったようだ。

　脱衣所で制服を脱ぐと、打ち水で身体からだを清めてから湯に浸つかる。温泉の温度はかなり熱く、ヴェルサリアとの戦いで負った傷が、じんじんと痛んだ。

「……ふう、これが本物の温泉か。疲れが癒いやされるなあ」

　肩まで湯に浸つかり、しみじみと呟つぶやくカミト。ヴォルノス火山の一帯には神威カムイの通り道である地脈が走っているため、精霊使いにとっては絶大な回復効果があるのだ。

　全身をリラックスさせながら、木々の梢こずえから覗のぞく月を見上げ、それから、カミトは革手袋を脱いだ左手に、そっと目を落とした。

（……〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の切符は手に入れた。だが──）

　三年の刻ときを経て、ふたたびカミトの前に姿を現した、闇精霊レスティア。変わり果ててしまった彼女は、一体、なにを考えているのか──

　と、その時。

「カミト……」

　たちこめる湯気の中から、可か憐れんな声が聞こえてきた。

「……!?」

　ハッと顔を上げるカミト。

　目の前の湯気が晴れ、雪のような素肌が視界に飛び込んでくる。

　月明かりに照らされた、白い裸身。肌に絡みつく、輝く白銀の髪。

「エ、エスト!?」

　カミトは思わずのけぞった。

　そう、全裸のエストが、湯気の中で無表情にカミトを見下ろしていたのだ。

（……な、なんでエストがここに!?　クレアたちと姫ひめ巫み女この湯にいったはず──）

　混乱するカミト。水面がパシャリと揺れ、湯気が霧散する。

　と、カミトの目の前に突然、小さな両手が突き出された。

「……!?」

「カミト、見てはだめです──」

「え？」

「素足が、見えてしまいます……」

　カミトの目を塞ふさいだまま、エストは恥ずかしそうに呟いた。

「……そ、そうか。さすがに、ニーソは脱いできたんだな──」

「はい、私も温泉での作法は心得ています……」

　ゆっくりと、エストが腰をかがめる動きをする。

　目を閉ざされたカミトは、ドキドキと心臓を高鳴らせた。エストの裸は見慣れているが、その素足を見たことは一度もないのだ。

「……こ、ここは男湯だぞ。たしか上のほうに、精霊の集まる神聖な湯が──」

「ぴと……」

　と、おもむろにエストが手を離し、寄り添うように、雪のような肌を密着させた。

「私にとって、カミトのそばが一番安らぐ場所──」

「……っ、お、おい!?」

　顔を真っ赤にしたカミトが声を上げた、その時だ。

「む、これが名高いエルステインの温泉か」

「ええ、本当にひさしぶり……」

　森の木々の向こうから、なぜかクレアたちの声が聞こえてきた。

「……っ、ここは男湯だぞ、なんでこっちにくるんだ!?」

　裸のエストにくっつかれたまま、あわてて身を起こすカミト。……この状況を見られたら、間違いなく消し炭、あるいはサーモンマリネだ。

「エスト、隠れるぞ──」

「どうしたのですか？」

「緊急事態だ。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉になってくれ」

　エストは一瞬、きょとんとするが、すぐに頷うなずくと、

「はい、私はカミトの剣、あなたの望むままに──」

　光の粒子となって虚こ空くうに消滅し、ひと振りの剣に姿を変えた。

　カミトは剣を摑つかみ、水の中に素早く身を躍らせる。

「──暗殺技〈睡すい蓮れん〉」

〈教きよう導どう院いん〉で身に付けた水中隠おん形ぎようの技である。クレアたちが来るより一瞬早く、カミトの姿は溶けるように水中に消えた。
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　カミトが姿を消すのとほぼ同時、クレアたちが温泉に入ってきた。

「ここの温泉は、美容にもいいんですのよ──」

「みんな、ここは神聖な場所なのよ。静かになさい」

　温泉に感激するお嬢様たちを、フィアナがたしなめる。上流にある禊みそぎ場ですでに御禊みそぎをすませた彼女たちは、胸を隠したまま、ちゃぷんと湯に浸つかった。

「む～……」

　と、周囲をきょろきょろと見回しながら、クレアが唸うなった。

「……む、胸って、お湯に浮くのね……」

　両隣に座るフィアナとリンスレットの胸が、半分ほど水面にはみ出している。

「あら、クレアも少しは成長していますわよ」

「大丈夫、ルビア様も最初は小さかったわ」

「……そ、そう？」

　二人の慰なぐさめに、しょんぼりとしたクレアが顔を上げる。

「む、胸など、大きくても邪魔なだけだ……」

　少し離れた場所のエリスが、こほんと咳せき払ばらいして言った。

「ふーん……」

「自分の胸が一番大きいっていう──」

「自慢にしかきこえませんわ」

　じーっと、エリスの胸をジト目で睨にらむ三人。

「な、なにをいっているのだ、おまえたち……む？」

　反論しようとしたエリスが、ハッとしたように動きを止めた。

「……どうしたのよ？」

「い、いま、なにか硬いものがあたった気が……」

　眉をひそめ、もぞもぞと動くエリス。

「硬いもの？」

「岩が硬いのは当たり前ですわ、ここは露天風呂ですのよ」

「……っ、いや、硬いといってもそういう固い感じではなく、なんというか、いままで触ったことのな……ふわあああっ！」

　突然、エリスが悲鳴を上げて飛び上がった。

「い、いま、硬いものがビクッと……」

　涙目になって、水面をキッと睨む。

「な、なにかいる！　温泉の中に、なにかいるぞ！」

「え!?」

　クレアたちも反射的に立ち上がり、水面に目を落とした。

　静せい寂じやく。──と、その数秒後、水面に小さな泡が浮き上がった。

「……!?」

　思わず、身を引く四人。

「……っ、ス、スカーレット！」

「ニャー！」

　クレアの呼びかけに応じ、虚こ空くうから炎を纏まとう火猫が出現する。スカーレットは獰どう猛もうな雄お叫たけびを上げると、湯の中に飛び込んだ。

　──ボウッ！

　スカーレットの爪つめが水面に触れた途端、派手な炎が噴き上がる。

「……や、やったか？」

　エリスがおそるおそる近づき、水の中を覗のぞき込んだ。

　そして──

「……む、これは……」

　水面にぷかりと浮かび上がったのは、一本の木の枝だった。

「なによ、ただの木の枝じゃない」

「う、うむ、し、しかし先ほどの感触は……私の勘違いだったのか？」

　エリスは顔を赤らめながら、不思議そうに首を傾かしげた。
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「……ふう、なんとか、誤ご魔ま化かせたみたいだな」

　こっそり露天風呂から逃げ出したカミトは、宿に戻って安あん堵どのため息をついた。

　水中に隠れたまま出るに出られなくなり、さすがに息が続かなくなっていたのだが、スカーレットの起こした水蒸気爆発に紛まぎれ、なんとか脱出に成功したのだ。

　けしかけられたのが炎精霊のスカーレットではなく、フェンリルだったなら、あのまま氷漬けにされて捕まっていただろう。

「……それにしても、なんでクレアたちが男湯に？」

　廊ろう下かを歩きながら、首を捻ひねっていると、

「あら、もう出てきてしまったんですか？」

　部屋に毛布を運び込もうとしていたジラと出くわした。

「あ、ああ、風呂にはあまり長く入らないほうなんだ……」

「まあまあ、せっかくお膳ぜん立だてしましたのに……」

　呆あきれたように肩をすくめるジラ。

「お膳立て……って、そういうことか」

　カミトはこめかみを押さえてうめいた。

　……どうやら、彼女に謀はかられたようだ。

「……見つかったら、クレアに消し炭にされるところだったぞ」

「ふふ、お優しいお嬢様が、そんなことするはずないでしょう」

　半はん眼がんで文句を言うカミトに、ジラはぱたぱたと手を振った。

「お優しいお嬢様って……」

（……俺おれの知ってるクレアの印象と、だいぶ齟そ齬ごがあるぞ）

　カミトが胸中で首を傾かしげていると、

「──カミト様、クレアお嬢様は、よく笑うようになりましたね」

　ぽつり、と。

　彼女は急に真面目な顔になって、そんなことを口にした。

「……え？」

　思わず聞き返すカミト。

「四年前、姉のルビア様が〈火の精霊王〉に叛はん逆ぎやくし、公こう爵しやく夫妻が幽ゆう閉へいの身となったあの日から、お嬢様は笑顔を失くされました──」

　ベッドに毛布を敷きながら、ジラは言葉を続けてくる。

「わたくしが最後に見たお嬢様の姿は、前回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の会場に向かわれる前、ここに逗とう留りゆうされたときですが、お嬢様は、まるで微笑ほほえむことさえ忘れたかのように、ずっと冷たく厳しい表情をされていました──」

「……」

　カミトは黙って聞いていた。

　……自分には想像することしかできない。〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹として、帝国中の人間から憎まれ、恐れられる。それは、まだ年とし端はもいかない少女が背負うには、あまりに重すぎる現実だ。

（けど、いまのクレアは──）

「ですが、先ほどの夕食のときのお嬢様は、昔のようによく笑っていました。お嬢様のあんな顔がまた見られただけで、わたくしは、本当に嬉うれしくて……」

「……そうか」

　カミトは、クレアと初めて出会った頃のことを思い出した。あの頃のクレアは孤独な獣のようで、たしかに、周囲が見えなくなるほど追い詰められていた。

　けれど、共に戦う仲間を得た今のクレアは、心に余裕ができてきたように思える。

「クレアお嬢様を、どうかお頼みします」

「……ああ、わかった」

　深々と頭を下げるジラに、カミトは力強く頷うなずいた。





　　　　◇






　──それから半刻ほどして、クレアたちが部屋に戻ってきた。

「いくわよエリス、たーっ！」

「……っ、まだまだ甘いな、それっ！」

「クレアを集中攻撃ですわ、はあっ！」

「ひゃん！」

　ぼすっ。ぼすぼすぼすっ。

　部屋の中を、枕がひっきりなしに飛び交かっている。

「……な、なんだこれは？」

　ベッドの上に座り込んだカミトは、半はん眼がんでうめいた。

「これは枕投げの儀式です、カミト」

　と、エストが無表情に口を開く。

「知ってるのか、エスト？」

「はい、枕投げの儀式は、あの〈闇鍋の儀式〉と並ぶ由ゆい緒しよ正しき古代の儀式。本来は、精霊に奉ほう納のうする穀こく物もつの袋を、天高く投げる儀式だったはずですが──」

「……そ、そうなのか。一応、ちゃんとした儀式なんだな」

　儀式の形はそれこそ千せん差さ万ばん別べつだ。花形は無論、精霊使いの奉納する剣舞だが、なかにはこういう変わった演目を歓よろこぶ精霊もいるのだ。

「にしても、なにも部屋の中でしなくても……」

「いいえカミト、この儀式は旅行先の宿でしなくては意味がないのです」

「そういうものなのか……」

　カミトの目の前を、また枕が飛んでいった。

　まあ、部屋にはとくに壊れるようなものもないので、大丈夫だろう。

（……まあ、たしかに反射神経を磨く訓練にはなりそうだ）

　たしか〈教きよう導どう院いん〉の教練の中にも、似たようなものがあった。もっとも、投げ合うのは枕ではなく、短剣や手斧だったが。

「ちょ、ちょっと、私、こういうのは苦手……はむっ！」

　フィアナの顔に枕が直撃する。

「よ、よくもやったわね！　出いでよ、ゲオルギウ……はぶぅっ！」

　こんどは横から飛んできた枕があたり、彼女はそのままベッドの下にひっくり返った。

「油断大敵よ、フィアナ」

　クレアがふふん、と小さな胸を張る。

「……お、おい、いちおう帝国の王女様だぞ」

　……普通なら、不敬罪で死刑になってもおかしくない狼ろう藉ぜきだ。

「枕投げは真剣勝負。たとえ王女殿でん下かであろうと、特別扱いはしませんわ」

「そういうことだ。カミト、君も参加してもらうぞ──」

「それっ！」

　クレア、エリス、リンスレットの三人が同時に枕を投げてくる。

「……っ、と!?」
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　カミトは反射的に飛び上がると、飛んできた枕をすべて片手で叩たたき落とした。

「や、やるわね……」

　驚く三人に向かって、カミトは軽く肩をすくめてみせた。

「……わかったわかった、俺おれ一人で相手になってやるよ」

「ふん、余裕なのはいまのうちよ、エリス、リンスレット、共同戦線を組むわよ！」

「いいだろう」

「ふっ、しかたありませんわね！」

「甘いな──」

　飛んでくる枕を、紙かみ一ひと重えで躱かわすカミト。

　と──

「カミト、ふぁむんっ……！」

「……っ、エスト!?」

　背後で聞こえた悲鳴に、しまった、と振り向いたその瞬間。

「隙すきありよ、カミト！」

　ぽふっ。ぽふぽふぽふっ。

　クレアたちの放ほうった枕が、つぎつぎと顔面に命中した。





　　　　◇






　──夜半過ぎ。枕投げにも疲れたのか、クレアたちは一人、また一人とベッドに倒れ込み、そのまま毛布を被って寝てしまった。

　最後まで残ったカミトも、剣になったエストを壁にたてかけると、浴衣ゆかた姿のまま一番端のベッドに横になる。

（……たまには、いいな。こういうのも）

　火ほ照てった身体からだも、いまはほどよく冷めている。温泉の効能はたしかにあったようで、なんだか全身が軽くなったように思える。

（……いまの俺なら、あの剣技も使えるか？）

　天井に向かって左の手をかざし、拳を軽く握る。

　──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉。三年前、大陸最強の精霊使いに教わった、剣の奥おう義ぎだ。

　レスティアを探し、大陸を放ほう浪ろうしていた三年の間に、剣の腕はすっかり衰おとろえてしまった。

　ジオ・インザーギやヴェルサリアとの戦いで勘は戻ってきたものの、全盛期の〈レン・アッシュベル〉には程遠い。だが、これから先は、各国の強豪の集つどう〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で優勝しなくてはならないのだ。

　それに、〈精霊剣舞祭〉に出場するという、もう一人のレン・アッシュベル。

（……俺は、そいつに勝てるのか？）

　かざした左手を、ゆっくりと下ろす。

　──と、その時だ。部屋の中で、毛布のずれる微かすかな音がした。

「……？」

　眉をひそめ、夜の闇に目を凝らす。

　静かにベッドから起き上がったのは、寝ね間ま着き姿のクレアだ。彼女は物音を立てないように、そっと扉を開け、部屋の外へ出ていった。

（……クレア？）

　カミトは声をかけるのを躊躇ためらった。窓の月明かりに照らされて、かすかに見えた横顔は、なんだか思いつめた表情に見えた。

　カミトは静かに起きあがり、外に出たクレアのあとを追った。

　クレアはしっかりした足取りで階段を上り、三階のテラスに出た。それから、テラスのスロープに腕をのせ、山やま裾すそに広がる街を見下ろした。

　その肩は、気のせいか、小こ刻きざみに震えているようにみえた。

「眠れないのか？」

「……カミト？」

　クレアは振り向き、驚いたように目を見開く。

　その紅玉ルビーの瞳ひとみは、かすかに濡ぬれていた。

「……まあ、なんだ……俺おれも、夜風にあたりたくなってな」

　頭をかきながら、カミトはおなじように山の麓ふもとを見下ろした。

「いい景色だな」

「ええ……」

　こくり、とうなずくクレア。

　夜風に吹かれ、紅くれないの髪がそっと揺れる。

　カミトがなにも言わないでいると──

　彼女はおもむろに、遠く広がる平地を指さした。

「あのあたりに、エルステイン家の直ちよつ轄かつ領地があったの」

「クレアの故郷か──」

「……ええ。けど、いまはもう見る影もない。〈火の精霊王〉の怒りによって、徹底的に焼き払われたわ」

　クレアは指をおろすと、カミトに向きなおった。

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場する前に、故郷のこの景色を見ておきたかったの。いつか、両親と……姉様とあそこに戻るの。それがあたしの本当の〈願い〉よ」

「……」

　……焰ほのおを宿した瞳が、まっすぐにカミトをみつめる。強さだけではない、揺れる炎のように、弱さも、危うさも孕はらんだ瞳の色だ。

　だが、カミトはそんな危うさにも惹ひかれ、彼女のために剣を振るうと決めたのだ。

　彼女の焰が、レスティアを失い、一度は絶望に陥ったカミトを救ってくれた。

「カミト、あたしに力を貸して──」

「ああ」

　カミトは、クレアの頭にぽん、と手をのせた。

「……っ！」

「当然だ。俺おれはお前の契約精霊なんだからな──」
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　カミトたちが強化合宿から帰ってきた、その翌日──

「ひゃっ、ひゃああああんっ！」

　浴室のほうで、突然、クレアの悲鳴が響きわたった。

「クレア、どうした!?」

　キッチンで卵をゆでていたカミトが、あわてて振り向くと──

　浴室の扉が勢いよく開き、全裸にタオル一枚のクレアが姿を現した。

「なっ……、お、お前、なんて格好……！」

　カミトは思わず顔を赤くする。子供っぽい体型ながら、濡ぬれた真しん紅くの髪が首筋にはりついて、なんとも色気のある格好だ。だが、クレアはそれどころではない様子で、タオルの下でもじもじと身み悶もだえしている。

「カミト、大変よ！　水精霊が……、ひゃん！」

　悲鳴を上げたクレアは、苦しそうに床に転がった。

　身体からだに巻いたタオルがはらりとほどけ、真っ白な裸身が露あらわになる。

「なっ──」

　と、カミトは声を上げた。

　タオルの下から現れたのは──なんと、うねうねと濡ぬれ光る半透明の触手であった。

　水の触手がクレアの裸身に絡みつき、彼女を責め苛さいなんでいるのである。

「ひゃう……ん！　シャワーを浴びてたら、水の精霊が……暴走して……！」

　クレアは瞳ひとみに涙を浮かべ、苦しそうに身をよじった。

「そ、そうか──！」

　なんか、前にもこんなことあったな──と、思いながら、カミトは蠢うごめく水の触手をひっ摑つかみ、〈神威カムイ〉を込めて引きちぎる。

　投げ捨てられた水の触手は、光の粒子となって消滅した。

「はあ、はあ……た、助かったわ……」

　拘束を解かれたクレアは、ぐったりした様子で床に落ちたタオルをかき抱いた。まだパニック状態なのか、カミトに裸を見られたことを気にする余裕もないようだ。

　そんなクレアの肩に制服をかけてやりながら、カミトは尋ねる。

「一体、何があったんだ……？」

「……わからないわ。シャワーを浴びてたら、急に水精霊が暴走しはじめたのよ。あたしにも、なにがなんだか──」

　カミトは、開けっ放しの浴室に視線を移した。前に精霊が暴走したのは、レスティアのけしかけた〈狂精霊〉が原因だったが──

　と、そのときだ。

「きゃあああああっ、な、なんですの！」

「お、お嬢様、大丈夫ですか！　火が、火が！」

　隣の部屋から聞こえてきた悲鳴に、カミトたちはハッとした。

「リンスレットだわ」

「向こうでも何かあったのか？」

　訝いぶかしげに呟つぶやき、様子を見に行こうとした、瞬間。

　ボンッ！

　大きな爆発音と共に、部屋の壁が吹っ飛んだ。

「おわっ！」

　爆風に煽あおられ、床を転がるカミト。顔を上げたその瞬間──

　壁にあいた大穴から、炎を纏まとう大トカゲが姿を現した。

「炎精霊だわ！」

　クレアが叫んだ。

　グオオオオオオオオオオッ！

　炎のトカゲは咆ほう哮こうし、座りこんだままのクレアめがけて襲いかかる──

「ふぁ！　ちょ、ちょっと──」

「凍いてつく氷ひよう牙がよ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　刹那、無数の氷の矢が降りそそぎ、炎のトカゲを撃ち抜いた。

　炎精霊は蒸気の霧を発生させながら、あっさりと虚こ空くうに消滅する。

「クレア、大丈夫ですの？」

　壁の穴から入ってきたのは、精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエの弓を手にしたリンスレットだ。

　自慢の金髪がちょっと焦こげてちりちりになっている。

「リンスレット……もう、なんなのよ……！」

「わたくしにもわかりませんわ。豚の角かく煮にを作ろうとコンロを使っていたら、突然、火の精霊が暴走したんですの」

「精霊が……」

「暴走……？」

　カミトとクレアは、怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「一体、なにが起きて──」

　と、騒ぎを聞きつけたのか、バタバタと階段を駆けてくる音が聞こえてきた。

「お前たち、今の物音は一体──」

　扉を開けて入ってきたのは、〈風王騎士団シルフイード〉のメンバーを引き連れたエリスだ。

「こ、これは……！」

　部屋の惨状を見て、絶句するエリス。

「ち、違うわよ！　精霊が勝手に暴れたんだから！」

「わたくしたちは、何もしていませんわ！」

「……」

　エリスは厳しい眼まな差ざしで部屋を見回すと──

「……そうか。こっちの寮りようでもか」

　こめかみに手をあて、ため息交じりの声をもらした。

「どういうことだ？」

　カミトたちは怪訝そうに顔を見合わせた。





　　　　◇






　学舎の離れにある、古びた大聖堂──〈風王騎士団〉の本部会議室である。

　先日、ヴェルサリアによって破壊された痕跡もほぼ修復され、今は本部としての機能を取り戻していた。

　カミトたちが椅い子すに着くのを待ってから、エリスは重々しく口を開いた。

「じつは、学院のライフラインを司つかさどる都市精霊様が、機き嫌げんを損ねているようなのだ」

「どういうこと？」

　クレアが眉を顰ひそめる。

「つまり、先ほどの精霊たちの暴走は、〈アレイシア精霊学院〉が、二大神しん龍りゆう精霊様の不ふ興きようを買ったのが原因だということだ」

「二大神しん龍りゆう精霊？」

　と、尋ねるカミトに、

「〈炎龍精霊〉様と〈水龍精霊〉様……。お二方とも、この学院にいるすべての精霊を司つかさどる、最高位の精霊ですわ」

　リンスレットが人差し指をたてて言った。

「君は編入してきたばかりだから、知らぬのも無理はないな。二大精霊様は、あの〈聖女アレイシア〉に最初に仕つかえたとされる精霊で、創立以来ずっと、この学院と契約していらっしゃるのだ」

「わたくしたちが、寮りようでコンロやシャワーを安心して使えるのは、その二大精霊様のおかげとも言えますわね」

　と、頷うなずくリンスレット。

（なるほど、な──）

　精霊の中には、気き性しようが荒く、姫ひめ巫み女この声に聞き従わぬものも多く存在する。そんな中、学院生が精霊の力を利用する〈精霊機関〉を安定して利用できるのは、その二大精霊とやらが、精霊たちを統括してくれているためらしい。

　……まあ、考えてみれば、当然のことではあった。千せん差さ万ばん別べつの精霊たちを統括する存在がいなければ、これだけ多くの〈精霊機関〉を、まともに運用できるはずがない。

　もっとも、〈精霊機関〉がこれほど日常生活に溶け込んでいるような施設は、オルデシア帝国の中でも、この学院くらいのものだろうが──

「で、その二大精霊とやらが、機き嫌げんを損ねてるって？」

「ああ、思えば、予兆は少し前からあったのだ──」

　と、エリスは苦渋に満ちた声で言った。

　つまるところ──

　事態はすこぶる単純で、しかし、なかなかに面倒な話だった。

　ここのところ、学院都市で立て続けに起こった事件のせいで、本来、捧ささげるべき祭さい儀ぎが滞とどこおりがちになっており、二大精霊は、それに対して大層お怒りなのであった。

「学院全体が〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に向けての準備に注力していたことに加え、軍用精霊の暴走事故、ジオ・インザーギの侵入事件、そして、つい先日、〈ヴァレンティア聖せい祭さい〉の日に起きた、市街地での惨さん事じ……。それらの不ふ祥しよう事じが重なったことが、二大精霊様の機嫌を損ねてしまったようだ。〈風王騎士団シルフイード〉の人員も大きく減って、通常の祭儀に人を割さけなくなってしまったことも原因のひとつだろうな……」

　責任を感じているのか、エリスはしゅんと肩を落とした。

「……ようするに、敬意が足りんって、拗すねてるってことか？」

「身も蓋ふたもない上に不敬な言い様だけど、まあ、そういうことよね」

　クレアが肩をすくめて言った。

「じゃあ、盛大な儀式でも捧げてやればいいんじゃないのか？」

「……まあ、そうなのだが、一度機き嫌げんを損ねてしまうと、なかなか難しいようでな」

「ああ……」

　精霊とは、とかく気まぐれで繊細な存在なのだ。それは、水辺に宿る位階の低い精霊であろうと、高位精霊であろうと変わりはない。

（……エストも、一度拗すねると、なかなか機嫌を直してくれないからな）

　以前、カミトのベッドに潜り込んできたエストを運んで、クレアのベッドに寝かせたことがあったのだが、どうやら、それで機嫌を損ねてしまったらしく、その日は一日口をきいてくれなかった。

　それ以来、カミトは反省して、エストと一緒に寝ているのだが──

「それじゃあ、どうするんだ？」

「ああ、いま学院長たちが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ出向き、説得しているのだが……」

「説得は失敗したぞ」

　と、大聖堂の入り口で声がした。

「グレイワース……」

　振り向くと、苦笑を浮かべるグレイワースがそこにいた。

「学院長、失敗した……とは？」

「そのままの意味だ。二大精霊は、こちらの説得に応じなかった」

　グレイワースはまっすぐに歩いてくると、手近な椅い子すに座った。

「そんな……」

　エリスがくっと唇を嚙かみしめ、頭を下げる。

「今回の件は、私たち〈風王騎士団シルフイード〉の責任です。私たちがもっとしっかりしていれば、このようなことには──」

「なに、お前たちのせいというわけではないさ。そもそも不満のきっかけは、先々々々々々代の学院長が、祭さい儀ぎを三年に一回に減らしたことだ。これまでそんな兆ちよう候こうを見せなかったのに、突然数百年ぶんの不満をぶつけられても困るが、精霊に文句を言っても仕方ない。連中は時間のスケールが違うからな──」

　グレイワースは静かに首を振った。

「……で、ですが、このままでは、創立以来続いてきた、この学院との専属契約を破は棄きされてしまうのでは？」

「そうだな。あの二大精霊の協力なくば、学院は早そう晩ばん、立ちゆかなくなるだろう。連中を滅ぼすのは可能だが、それでは意味がない──」

　と、物騒なことを呟つぶやくグレイワース。

　まあ、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉なら、高位精霊を滅ぼすことも可能だろうが──

「……っ、では、どうすれば──」

「そう悲観することはない。あくまで、私の説得には応じなかっただけだ」

「どういうことだ？」

　と、カミトが尋ねると、

「二大精霊は、自分たちを讃たたえる大規模な祭さい儀ぎを催せと要求してきた。その出で来き映ばえしだいでは、機き嫌げんを直してもいいということだ」

「大規模な祭儀……」

「──ああ。〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉だ」

　グレイワースは厳おごそかな口調で言った。

「精霊舞踏祭……!?」

　その場の全員が怪け訝げんそうな顔をした。

〈精霊舞踏祭〉──それは、選ばれたひと握りの〈神楽巫女アイドル〉たちが、神楽かぐらと歌唱で精霊をもてなす、最大規模の祭儀である。

「この時期に、そんな大きな祭儀を執とり行うのですか？」

　エリスが驚いた顔で言った。

「……ああ。本来、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の前に大がかりな祭儀を行うことはないが、今回は、すでに送り込む代表も決定していることだし、問題はないだろう──」

「それで、二大精霊さんは、機嫌を直してくれるのか？」

「それは、祭儀の盛り上がりしだいだな。と、そういうわけで──」

　グレイワースは椅い子すの肘掛けをとんとんと叩たたき、ニヤリと笑った。

「学院をあげて〈舞踏祭フエスタ〉への参加者を募つのる。お前たちも参加しろ」

「え……」

　カミトたちは顔を見合わせた。

　正直、〈チーム・スカーレット〉は、そんなイベントに出ている場合ではない。

　チームワークもまだまだなのだし、今は少しでも、〈精霊剣舞祭〉の訓練に時間を割さきたいところだ──

　と、そんな微妙な空気を察したのか、グレイワースは言葉を続けてくる。

「拒否はできんぞ。二大精霊は、お前たちの〈神楽〉をご所望だ」

「ど、どうしてですか!?」

　エリスが叫んだ。

「どうも、先日のヴェルサリア・イーヴァとの試合を観覧していたようでな。あの試合を観て、お前たちに興味を持ったようだ」

「そんな……」

「わたくしたち、本格的な〈神楽〉は習っていませんのに……」

　そう、彼女たちは、〈神楽〉に関しては、ほぼ素人同然だ。初等生にして契約精霊の召喚はおろか〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉まで展開できる、正真正銘の天才なのだが、〈神楽〉はそれとはまた別の才能を要求される。まして、短期間で覚えることなど──

　クレアたちが困った様子を見せていると、

「……お前たちにとっても、悪い話ではないと思うがな」

　グレイワースがふたたび口を開く。

「……どういうことだ？」

「二大精霊は、〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉で優勝した〈神楽巫女アイドル〉たちには、〈火〉と〈水〉による、特別な祝福を授けると仰おつしやっていてな──」

「二大精霊の祝福を!?」

　クレアたちはハッと色めきたった。

（……なるほど。そうきたか）

　……無理もない。普段は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉のほうにおり、謁えつ見けんすることさえ叶かなうことのない、最高位の精霊──その精霊の祝福を得ることができれば、あるいは、契約精霊の力を今以上に引き出すことができるかもしれないのだ。

　カミトの見立てでは、彼女たちは契約精霊の力を、まだ半分も使いこなせていない。

　とくにクレアの〈スカーレット〉は、未知数だ。

　もし、高位精霊の祝福を得ることができれば──

「……それが本当なら、たしかに、魅力的な提案ですわね」

　リンスレットが思案顔で言った。

「本当だとも。無論、公平を期すために、このことは学院中に告知するがね」

「……」

　クレアたちの顔が、俄が然ぜん、真剣みを帯びはじめた。

　高位精霊の祝福という報ほう償しよう──その競争は熾し烈れつなものになるだろう。

「……でも、優勝しないといけないのよね」

「ええ、正直、その自信はありませんわ……」

　クレアたちが、悩んでいると──

「──私は参加するぞ」

　おもむろに、エリスが声を上げた。

「二大精霊様の祝福はともかく、〈風王騎士団シルフイード〉のリーダーである私には、このような事態を招いた責任がある。だから、私は一人でもやる」

「エリス……」「騎士団長……」

　そんなエリスの決心に、クレアとリンスレットは顔を見合わせ──

　やがて、同時にふっと肩をすくめた。

「……わかったわよ。チームメイトだしね」

「わ、わたくし、歌唱には少し自信がありますの」

　クレアはふいっとそっぽを向き、リンスレットはふぁさっと髪をかきあげる。

「お前たち……感謝する」

　エリスはそっと呟つぶやき、二人に頭を下げた。

「では、決まりだな──」

　グレイワースは頷うなずくと、意味深に微笑ほほえんだ。
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　と、そんなわけで──

〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉の開催は、すぐに学院中に告知されることとなった。開催日は一週間後──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉と〈人間界〉の繫つながりが最も強くなる、イリスの曜日である。

「……とはいったものの、どうすればいいのかしらね」

　レイヴン教室の寮りようへ戻る道の途中、クレアが難しい顔で嘆たん息そくした。

「わたくしたち、本格的な〈神楽かぐら〉の経験はありませんものね」

「学院の授業では習わないのか？」

「あるにはあるけど、あくまで基礎的なものでしかないわ」

　尋ねるカミトに、クレアは首を横に振る。

「ああ、〈神楽巫女アイドル〉の専門課程にでも進めば別だがな」

「……そうか。まあ、みんな頑張ってくれよな」

　と、そんなカミトの呟つぶやきを、クレアが聞き咎とがめた。

「なによ、まるで他ひ人と事ごとみたいな言いかたね──」

「いや、ほら、おれ男だし……俺おれなんかが出場したら、逆に精霊を怒らせちまうだろ？」

「それはそうだけど……」

　むうううっと不満そうな顔をするクレア。

　しかし、こればかりはしかたない。

　精霊という存在は、そのほとんどが、清らかな乙女を好むものなのだ。

　エストのような精霊は例外なのである。

　それに、〈神楽巫女アイドル〉には、個人的にあまりいい思い出がなく──

「ま、まあ、今回は陰ながら応援してるよ──」

　と、カミトが曖あい昧まいに誤ご魔ま化かして立ち去ろうとすると、

「ちょっと、待ちなさい──」

　クレアがその襟えり首くびを、ぐいっと摑つかむ。

「な、なんだよ……」

「カミト、あんたにも、ちゃんと協力してもらうわ」

「協力って、どうするんだよ？」

　すると、クレアはカミトをびっと指差して、

「ええ、あんたは、あたしたちのマネージャーになってもらうわ！」

「……マネージャー？　なんだそれ？」

　聞き慣れない言葉に、首を傾かしげるカミト。

「マネージャーはね、アイドルユニットのサブメンバーとして、練習のスケジュールを管理したり、ご飯を作ったり、相談に乗ったり、あといろいろする便利な役割よ」

「ああ、なるほど……」

　カミトは納得したように手を打って、

「……それ、俺おれがいつもやってることだよな」

　半はん眼がんでつっこむ。

「ま、まあ、そうね……」

「わたくしが、いつもキャロルにしてることですわね」

　と、リンスレットが、なぜかちょっと自慢するように言った。

「……はあ、わかったよ」

　カミトは、やれやれと肩をすくめて嘆たん息そくした。

「その、マネージャーってやつになってやる」

「決まりね！」

　にっこりと微笑ほほえむクレア。

　……まあ、一緒にアイドルをやれと言われるよりはマシだろう。

「……あとは、〈神楽かぐら〉を教えてくれる講師の方がいるといいのだがな」

「ええ、教務課に言って、頼んでみるのも手かもしれないわね──」

　言いながら、クレアが自室のドアを開く。

　と──

「ちょっと、これはどういうことかしら！」

　部屋の真ん中で、第二王女様が腰に手をあて、ぷんすか怒っていた。

「精霊学の抗議から帰ってきたら、わたしのベッドがめちゃくちゃよ！」

　その奥では〈ゲオルギウス〉が、のそのそと部屋の瓦が礫れきを片付けている。

　王家の騎士精霊が部屋の片付けをしているのは、なかなかシュールな光景だった。

「そういえば、いたわね。〈神楽〉のプロが」

「ですわね」
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　学院を挙あげての一大イベント開催の情報は、瞬く間に広がり、エントリーを受け付ける〈風王騎士団シルフイード〉の本部には、参加希望者が殺到した。

　なにしろ、〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉での成績は、通常の評価ポイントに加算される上、優勝すれば、最高位の精霊に祝福を授けてもらえるかもしれないのだ。

　もっとも、中にはたんに〈神楽巫女アイドル〉として目立ちたい、キラキラしたステージに立ちたい、という少女もいるだろうが──

「……なんだか、すごいことになってしまったわね」

　大聖堂の前に集まった人だかりを見て、クレアが呆あきれたように言った。

「ふっ、わたくし、ライバルは多いほうが燃えますわ」

「ほら、こっちで練習するわよ、早く──」

「わ、わかってるわよ」

　フィアナが広場の真ん中で声をかけると、クレアたちは素直にしたがった。

　そう、なにを隠そう、フィアナは〈神しん儀ぎ院いん〉のエリート姫ひめ巫み女こ。幼い頃から厳しい修行を積んできた、いわば〈神楽かぐら〉のエキスパートなのである。

〈神楽〉の才能に限って言えば、学院の講師たちなどよりも上なのだ。彼女に指導してもらえば、〈チーム・スカーレット〉の〈神楽〉は、ほかのどのチームよりも、完成度の高いものになるだろう──

「……意外と、なんとかなりそうだな」

　ベンチに座り、お嬢様たちの練習風景を眺めながら、カミトはのんびりと呟つぶやいた。

　カミトの見立てでは、みんな筋は悪くない。

　クレアもリンスレットも天才肌なので、吞のみ込みはとても早い。舞踏が苦手そうなエリスはちょっと心配だったが、彼女がものすごい努力家であることは、カミトが一番よく知っている。どんな過か酷こくな練習にでも、必死に食らいついてくるだろう──

「カミト、それを食べてもいいですか？」

「ああ」

　カミトは、隣にちょこんと座るエストに、お弁当のミートボールを差し出した。

　ぱくぱく……と、無表情のまま、ミートボールを口に放ほうり込む剣精霊。

　ふと思いつき、カミトは尋ねてみた。

「そうだ。エストは〈神楽〉を奉ほう納のうされる側だよな。どんな〈神楽〉が好きなんだ？」

「……」

　すると、エストはちょっと考えるように、宙を見つめ──

「カッパ音おん頭どです」

「え？」

「カッパ音頭が好きです」

「……えっと、どんな踊りなんだ？」

「かっぱー、かっぱかっぱー、かっぱー、あたまのおさらー、かっぱっぱー……」

　と、無表情のまま、楽しそうに（？）歌うエスト。

（……うーん。エストの感性は、ちょっとよくわからないな）

　のどかな午後の広場に、フィアナの厳しい声が響く。

「まずは基本の型よ──流れる水のように、激しい滝のように、自分を表現して！」

「なによそれ、指示がふわっとしすぎてるわ！」

「ちんぷんかんぷんですわ！」

「た、滝のようにというのは……こうか？　ほっ、はっ……」

　困惑した表情で、ぎこちなく身体からだをひねるエリス。

「ちっが──────う！　滝はこうよ、こう、もっと情熱的に舞うの！」

　……思ったよりも、苦戦しそうだった。
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「……ふむ、予想通りだな。まあ、そう上う手まくはいかないか」

　学院長室の窓から、広場を見下ろしたグレイワースは、嘆たん息そくしつつ呟つぶやいた。

　なにやら本格的な〈神楽かぐら〉の練習をしているようだが、そもそも基本の型ができていないため、はたからでは怪しげな儀式をしているようにしか見えない。

「これは、思ったよりも、時間がかかるかもしれないな──」

　くすりと微笑ほほえみ、窓から目を離す。

「学院長、よろしいのですか？」

　と、扉の前に立つフレイヤが声を発した。

「なにがだ？」

「〈チーム・スカーレット〉は、すでに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉への出場が内定しています。こんなアイドルイベントの練習に時間を割さいている暇ひまはないのでは？」

　その口調には、かすかな非難の色があった。なにしろ、〈チーム・スカーレット〉のメンバーは、五人中四人がレイヴン教室の生徒である。担当教師の彼女からすれば、当然の不満であろう。

「ふむ、あの娘こたちに、舞踏の練習は無駄だと？」

「そこまでは言いませんが……。もっと〈精霊剣舞祭〉に向けた特訓に時間を使うべきではないでしょうか。いくら二大精霊様の指名とはいえ──」

「ああ、あれは噓うそだ」

「は？」

「二大精霊の指名などなかった。私が彼女たちを〈舞踏祭フエスタ〉に出場させたかったんだ」

「なぜ、そんなことを……」

「今の彼女たちに必要なのは、普通の訓練では得られぬものだからな──」

　グレイワースは不敵に微笑むと、再び窓の外に目を向ける。

「それに、なかなか面白いものが見られるかもしれんぞ」

「……？」

　フレイヤは胡乱うろんそうに眉をひそめた。

「君は、ヒメラギ・Ｅ・アルサージェを知っているか？」

「……ええ。三年前、突如として帝都に現れた、伝説の〈神楽巫女アイドル〉ですね」

「そうだ。当時、人気の絶頂にあった彼女は、ある日突然、引退した。一説には、彼女は人間ではなく、精霊であったとも言われているが──」

「もし彼女がここにいれば、〈舞踏祭〉を開く必要はなかったかもしれませんね」

「ふふ、そうだな……」

　グレイワースは、口もとに微かすかな笑みを浮かべた。

　その視線の先には──

　女の子たちのために手作りの弁当を運ぶ、マネージャーの姿があった。
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「──ここが手頃でいいと思うの」

　フィアナが練習のために連れてきたのは──

　学院都市の〈ウンディーネ街〉にある、噴水広場だった。

　広場の周囲には、お洒落しやれなカフェや小物を売る店が密集しており、いつも大勢の買い物客で賑にぎわっている。また、清らかな噴水は常に豊富な〈神威カムイ〉を放出しているため、精霊たちの憩いこいの場としても有名な場所だった。

「なるほど、たしかにいい場所だな」

　カミトが言った。

「……こ、こんなに人の多い場所で踊るの？」

　と、なにげに人見知りなクレアが、不安そうに呟つぶやく。

「うむ、できれば、もっと目立たぬ場所のほうが──」

「なに言ってるの。本番では、もっとずっと大きな劇場でパフォーマンスを見せるのよ。神楽巫女アイドルであるあなたたちが恥ずかしがってどうするのよ」

「まったく、王女殿でん下かの言う通りですわ」

「そ、それはそうだが……」

「うう～……」

　エリスとクレアは、恥ずかしそうに周囲を見回した。

「練習なんだから、そう緊張することないわよ」

　フィアナが噴水のそばに近付くと、その周囲に集まった精霊たちが、興味深そうにくるくると宙を舞いはじめる。

「うーん。観客は多いほうがいいわね。もう少し、増やしましょう」

「ふ、増やさなくていいわよ！」

　抗議の声を上げるクレアを無視し、フィアナは地面に簡単な魔術方陣を描くと、なにごとか精霊語の呪文を唱えはじめた。

　──と、チョークで描かれた魔術方陣がほのかな光を放ち、その中心から、大小さまざまな姿をした精霊たちがわき上がってくる。

　召喚された精霊たちはあっというまに、噴水広場を埋め尽くしてしまった。

　ついでに、周囲にいた人間たちも、なんだなんだと大勢集まってくる。

「おいおい、こんなに呼んじまって、大丈夫か？」

「ちょっと、召喚しすぎたかもしれないわね」

「ふっ、ちょうどいいですわ」

　リンスレットが自慢げに胸をそらした。

「……はあ、あたし、〈剣舞ブレイドダンス〉のほうが向いてるわ」

「珍しく気が合うな。私も〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を振り回しているほうが、よほど気が楽だ」

　クレアとエリスは、同時に肩を落として嘆たん息そくする。

「ほら、ちゃんと前に立って！」

　指導役のフィアナが、クレアたちの立ち位置を調整する。

「じゃあ、俺おれとエストは見てるから、がんばれよ」

「ちょっと、ズルイわよ、薄情者～！」

　クレアの抗議の声が響く中──

　カミトはエストの手を引き、カフェのテラス席に腰を下ろした。

「カミト、このプリンを頼んでもいいですか？」

「ああ」

「ふたつ頼んでもいいですか？」

「もちろん」

「カミト、大好きです♪」

　と、いつも通りエストに甘い対応をしつつ、自身はコーヒーを注文するカミト。

　噴水の前に視線を戻すと、ちょうど、緊張した様子のクレアたちが、演舞を披ひ露ろうする準備を終えたところであった。

（……さて、練習の成果はどんなもんかな）

　と──

　フィアナの設置した〈精霊鉱石〉から、厳おごそかな音楽が流れはじめた。

　ぴ～、ひゃらぴ～、ひゃらぴ～、ひゃらひゃらぴ～ぴ～……

　なんとなく、神聖な感じのする笛の音が、精霊の集つどう広場に響きわたる。

　クレアたちはゆったりと手足を動かし、全身を使って生への賛美を表現する。

　雄大なる大地、はるかな大空、そして繰り返される生と死の輪りん廻ね……。

　ぴ～、ひょろぴ～、ひょろひょろぴ～……。

　……カミトの額ひたいを、ぬるい汗が伝い落ちた。

（な、なんか、ものすごく眠くなってきたぞ……）

　ふと、あたりを見回せば──

　最初は興味深そうに見ていた周囲の観客たちも、なんだか退屈そうにあくびをかみ殺している。召喚された精霊たちにいたっては、すでに半分ほどが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に戻ってしまったようだ……。

　そして、まもなくして──

　噴水の周囲に集っていた精霊たちは、ほとんど姿を消してしまった。

「──ちょっと、どういうことよ！　消し炭にするわよ！」

　クレアがツーテールの髪を逆立て、〈炎の鞭フレイムタン〉をピシピシと振るうと、恐れをなした精霊たちは、とうとう一匹残らず逃げ出した。

「まったく、失礼ですわね！」

　リンスレットもプンプンとご立腹の様子だ。

「……すまない、私がミスをしてしまったかもしれない」

　と、二人に頭を下げるエリス。

「いいえ、騎士団長のせいではありませんわ」

「ええ、どう考えたって、選曲のせいよ！」

　クレアは〈炎の鞭〉を手にしたまま、フィアナに詰め寄った。

「なにが〈神しん儀ぎ院いん〉の〈神楽かぐら〉よ。ぜんぜんダメじゃないの」

「お、おかしいわねー。〈神儀院〉では、〈豊ほう穣じようを祈る儀式〉なんかにも使われる、最上位の〈神楽〉のひとつなのだけど……」

　フィアナはあさってのほうへ視線を逸そらす。

「まあ、いきなり最上位の〈神楽〉ってのも、さすがに無理があったのかもな」

　と、近くに来たカミトが、肩をすくめて言った。

　格式ある〈神楽〉を舞うには、やはり、基本となる型の鍛錬が必要なのだろう。一いつ朝ちよう一いつ夕せきの練習などでは、とても身につくものではない。

「それに、堅苦しい〈神楽〉は、どうも都市の精霊の好みには合わないみたいだな」

「……それは、あるかもしれないわね」

　フィアナは肩をすくめつつ、頷うなずいた。

「はあ、せっかく練習したのに……」

　しゅんと落ち込んだように、肩を落とすクレア。

　──と、その時だ。

　通りの向こうで、なにやら賑にぎやかな音楽が聞こえてきた。

　先ほどクレアたちが披ひ露ろうした〈神楽〉とは対照的な、派手で楽しそうな音楽だ。

「なんですの？」

「行ってみましょう──」

　クレアたちは、音のするほうへと駆けだした。
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　大通りを抜けると──

　そこにあったのは、木造の屋外ステージだった。

　普段は演劇やコントなどが上演されている、小規模な多目的劇場だ。

　ステージの客席には、大勢の人だかりと精霊だかりができている。

　ドンドコドンと太鼓の音を奏かなでているのは、ステージ上に立つ少女たちだ。

　耳としっぽのある獣のような衣装に身を包み、楽しそうに楽器を演奏している。

「あれは……」

　カミトは、その少女たちの姿に見覚えがあった。

　……というか、普通に顔見知りだ。

「〈チーム・ケルンノス〉の皆さん、ですわね」

　リンスレットが、きょとんとした顔で言った。

　そう、彼女たちは以前、カミトが模擬試合で対戦したことのあるチームだ。

　強力な〈獣じゆう群ぐん精霊〉を使し役えきする〈樫の賢者ドルイド〉の少女をリーダーとする強豪で、まだ二人チームの頃だが、カミトとクレアも一度、手痛い敗北を喫きつしたことがある。

「ひょっとして、あの娘こたちも〈舞踏祭フエスタ〉に参加するの？」

「……みたいだな」

　頷うなずくカミト。

「みんな、もっと楽しく歌って踊るのだー！」

　ドルイドの少女が、杖つえを振り上げて叫んだ。

　と、観客席の上を浮遊する精霊たちが、それに応こたえるように明めい滅めつを繰り返す──

　ドンドコ、ドンドコドンドコ……

「へえ、原始的な音楽だけど、精霊たちの評判はいいみたいね」

「陰気な〈神楽かぐら〉より、あっちのほうがよっぽどいいわ」

「うむ、たしかに、身体からだが勝手に動いてしまいそうになるな……」

　エリスが靴のつま先で、トントンとリズムを刻きざむ。

　と、そこへ──

「あ、騎士団長はっけーん！」

「ほんとだ～、なにしてるんですか～？」

　タオルを首にかけた女の子たちが集まってきた。

「お、おまえたち……!?」

　エリスはちょっと慌てた声で言った。

　駆け寄ってきたのは、〈風王騎士団シルフイード〉の仲間の女の子たちだったのだ。

「もしかして、団長も〈舞踏祭〉に出るんですか～？」

　と、なんだかのほほんとした口調で尋ねてくる、騎士団員の少女。

「う、うむ、まあな」

「うそ！　団長、神楽巫女アイドルみたいなのは絶対やらないと思ってたのに！」

「い、いろいろと事情があるのだ、事情が！」

　エリスは顔を真っ赤にして、こほんと咳せき払ばらいする。

「……というか、その様子だと、お前たちも〈舞踏祭〉に出場するようだな」

「はい、初等生の五人で、〈風の妖精ウインド・フエアリーズ〉っていうグループを結成したんです」

　騎士団の少女は、くるっと制服のスカートをひるがえした。

「騎士団の仕事に支障がなければ、大丈夫ですよね？」

「ああ、それは、もちろん構わんが──」

　エリスは、後輩のスカートをじっと見つめ、

「そ、そのスカート丈は、少し破は廉れん恥ちではないか？」

「そうですか～？」

　と、首を傾かしげる少女。

　……たしかに、スカート丈をかなり短く穿はいているようだ。

「そ、そんなに太ももを出してはだめだ！」

「え～、こっちのほうが精霊たちも喜ぶのに……」

「そうそう、それに、あっちのほうがすごい衣装着てますよ」

「……あっち？」

　エリスが眉をひそめると、少女は前方のステージを指差した。

　拍手を受けながらステージを降りる〈チーム・ケルンノス〉と入れ替わりに、つぎのグループが登場する。

　ステージ上に姿を現したのは──

　夜色のドレスに身を包んだ、美しい姫ひめ巫み女こたちのユニットであった。

　ティアラを縁ふち取どる宝石が、星のようにキラキラと輝き、夜の闇を溶かしたような漆しつ黒こくのドレスは、どこか神秘的な魅力をたたえている。

　まるで、そこに夜の精霊たちが舞い降りたかのような光景だ。

「なんだか、本格的ね……」

　クレアがごくりと息を吞のんだ。

「衣装のレベルが、ものすごく高いですわ」

「でも、肝心のパフォーマンスはどうかしら──」

　五人の少女たちが、観客席に向かって一礼すると──

　ジャ─────ンッ、ジャジャ、ジャ─────ンッ！

　と、ギターの音が鳴り響いた。

「──────ッ！」

　瞬間、少女たちの透き通ったシャウトが、会場全体を包み込む。

　それは、激しいビートを刻きざむ、都会的で洗練された、最新の〈神楽かぐら〉だった。

　会場の空気が一気に爆発した。

　観客席は〈チーム・ケルンノス〉が出ていたときよりも、いっそう盛り上がり、精霊たちは色鮮やかな〈神威カムイ〉の光を瞬かせる。

「……っ、な、なによこれ……！」

「これが、〈神楽〉なんですの……!?」

　自分たちのそれとはまったく違う〈神楽〉に、圧倒されるクレアたち。

　スタイリッシュな楽曲に、ステージを縦じゆう横おうに使った舞踏。

　夜色のドレスが翻ひるがえり、無数の漆しつ黒こくの翼が宙を舞う──

　彼女たちの曲が終わったとき──

　観客席から、万ばん雷らいの拍手がわきおこった。

　少女たちはクールな表情でそれに応こたえ、ステージを降りる。

「……」

　クレアは無言で、唇を嚙かんでいた。

　自分たちとの圧倒的なパフォーマンスの差に、打ちのめされたのだ。

〈ダーク・エヴァンジェル〉──それが、ユニットの名前だった。

　──と、ステージを降りてきたメンバーの一人が、そんなクレアに目をとめた。

「クレア・ルージュ……ふうん、あなたたちも〈舞踏祭フエスタ〉に出場するんだ」

　どこか嘲あざ笑わらうような口調で、声をかけてくる。

　その瞬間、クレアのツーテールの髪が、ぴくっと跳ねた。

「……っ、ええ、そうだけど。なにか文句があるの？」

「おい、クレア──」

　カミトが止めようとするが、

「ええ、もちろんよ、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹──」

「……なっ！」

「あんたたちみたいな雑魚が出場したんじゃ、二大精霊様もがっかりなされるわ」

「優勝するのは私たちに決まってるんだから、お前たちは指でも咥くわえて見てなさい」

「みんなの前でひどい〈神楽かぐら〉を奉ほう納のうするよりはマシでしょ──」

　口もとに手をあて、くすくすと笑う〈ダーク・エヴァンジェル〉の少女たち。

「……っ、な、なな、なんですって……！」

「クレア、暴力はいけませんわよ、暴力は」

「気持ちはわかるが、抑えろ。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の前だぞ」

　いまにも〈炎の鞭フレイムタン〉を振るいそうなクレアの肩を、リンスレットとエリスが摑つかむ。

「で、でも……！」

　悔しそうに相手を睨にらんだまま、ぐっと堪こらえるクレア。

「ふん、お前たちが〈精霊剣舞祭〉の出場資格を得たのも、なにかの間違いよ」

「ローレンフロストの田舎いなか貴族に、役立たずのロスト・クイーン──」

「ヴェルサリア・イーヴァ？　〈呪装刻印〉に手を出した、あの学院の恥はじ曝さらしを倒したところで、なんの自慢にもならないわよ」

「なんだと、貴様……義あ姉ね上うえを侮ぶ辱じよくするかっ！」

「エリス、落ち着け──」

　こんどはカミトがエリスの腕を摑む。

「──あ、あんたたちには、絶対負けないわ」

　クレアは震える声で指先を突きつけると、きっぱりと言い放った。

「へえ、せいぜい楽しみにしてるわ」

「わたしたちには、闇のプロデューサー様がついてるんだから」

〈ダーク・エヴァンジェル〉のメンバーは冷笑を浮かべると、ドレスについた黒い羽根をクレアたちに投げよこし、その場を立ち去って行った──

「……～っ、許せませんわ、許せませんわ、ローレンフロストを田舎いなか貴族なんて！」

　リンスレットがきーっと地じ団だん駄だを踏んだ。

「誹ひ謗ぼうには慣れてるけど、いい気分はしないわね」

　と、フィアナも静かに呟つぶやく。

　クレアは──

　立ち去る〈ダーク・エヴァンジェル〉の背中を、じっと見つめていた。

「…………」

「クレア？」

　カミトが声をかけると、クレアはゆっくりと振り返った。

「みんな、絶対、優勝するわよ──」

「ええ、これは貴族の誇ほこりの問題ですわ！」

「私も、義あ姉ね上うえへの侮ぶ辱じよくは許せない──」

「ふふふ……これから毎晩、ニワトリの悪夢で眠れなくなる呪いの儀式をしてあげるわ」

「それはやめろ」

　怪しげな儀式用の人形を取りだしたフィアナに、あわててつっこむカミト。

　クレアたちは視線を交かわすと、静かに頷うなずきあった。

〈ダーク・エヴァンジェル〉の挑発が、お嬢様たちの心に火をつけたようだ。

　だが、カミトの見たところ、現状では、先ほどの〈ダーク・エヴァンジェル〉はおろか、他のグループに勝つことさえ難しい気がしてくる──

「……さあ、練習を再開するわよ。今は少しでも時間が惜しいわ」

　と、クレアが言った。

「まずは、楽曲を選び直すところからはじめませんと──」

「そうだな。悔しいが、〈ダーク・エヴァンジェル〉の楽曲はとても洗練されていた」

「〈神楽かぐら〉の専門講師に頼んだほうがいいのかしら──」

　真剣な表情で顔を付き合わせ、意見を出し合うクレアたち。

「……」

　そんな彼女たちの様子を見たカミトは──

　なんとなく、グレイワースが、この〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉に出場を命じた本当の理由が、わかったような気がした。

（だとすれば、今の俺おれにできることは──）

　グレイワースの思惑に進むのは癪しやくだが、今は乗ってやるのも悪くない。

　それに──

（……さっき、仲間のお嬢様が侮ぶ辱じよくされたのは、俺おれもカチンときちまったしな）

「カミト、どうしたの？」

　と、クレアが振り返り、眉をひそめて訊きいた。

「……なあ、みんな。あいつらに勝ちたいか？」

　カミトが静かに口を開くと──

「ええ、あたりまえでしょ」

「あんなこと言われて、引き下がっていられませんわ──」

「本当に、勝ちたいんだな？」

　カミトが念を押すと、クレアたちはこくっと頷うなずいた。

「──だったら、ここはマネージャーの俺に、任せてくれないか」

　カミトは全員の顔を見回して、言った。

「俺が、お前たちを優勝させてやる」
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　その日から、一週間後の〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉に向け、カミトの特別訓練が始まった。

　授業が始まる前の早朝レッスンと、夕方から行われるレッスン。加えて、講義の空き時間には、カミトがそれぞれ個人レッスンをつける。もちろん、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のための訓練をおろそかにはできないので、基礎体力には自信のあるメンバーにとっても、かなり過か酷こくな訓練になるだろう。

　食事も、全員の分をカミトが管理することになった。栄養面だけでなく、〈神威カムイ〉の補給にも気を配ったスペシャルメニューである。

「うわ、まっずい、なによこれ！」

　真っ青なジュースを飲んだクレアが、顔をしかめて抗議した。

「……～っ、わたくしの味覚では、到底受け入れられませんわ！」

「特製のエレメンタル・ドリンクだ。〈神威〉の補給にはうってつけだぞ」

　この特製ドリンクは〈精霊の森〉に生えている薬草を、特殊な方法で配合したものだ。精霊使いとしての力を最大限に発はつ揮きできる、〈教きよう導どう院いん〉秘伝のレシピである。

「あら、これけっこう、おいしいわよ」

「カミト、おかわりをお願いします」

「ほら、フィアナやエストを見習え」

「うう～……エストは精霊じゃない」

「お、王女殿でん下かは、少し味覚がおかしいのではないか？」

　渋じゆう面めんを作りながらも、クレアたちは特製ドリンクを一気に飲み干した。

〈チーム・スカーレット〉のステージ衣装も、エリスの行きつけの裁さい縫ほう店に頼み、大急ぎで製作して貰もらった。数多あまたのライバルユニットに差を付けるには、パフォーマンスだけでなく、印象に残る衣装も重要だ。とくに、彼女たちが絶対に勝ちたい相手──〈ダーク・エヴァンジェル〉のメンバーは、楽曲と衣装のコンセプトが完璧に揃そろっていた。

〈チーム・スカーレット〉の衣装のコンセプトは──踊る刃のように、だ。

　純白のドレスに銀糸の刺し繡しゆうをほどこしたその衣装は、まるで舞い踊る剣を連想させる。肩口には、それぞれのカラーをあしらったリボンもついていた。

「……は、恥ずかしいわね。ほんとに、こんな格好で踊るの？」

　クレアがスカートの裾すそを握りしめ、う[image: ][image: ][image: ][image: ]と唸うなった。

「我が慢まんしろ。それに、みんな似合ってるぞ」

「え？　に、似合ってる……？」

　カミトの言葉に、カアッと顔を赤くするお嬢様たち。

　お世せ辞じではなく、実際、みんなよく似合っていた。ここ最近はさすがに慣れてきたものの、普段と違う、制服以外の姿を見て、あらためて、学院の誇ほこる最高レベルの美少女たちなのだと思い知らされる。

　清く美しい乙女を好む精霊たちも、可か憐れんなこの姿に満足することだろう──

　と──

「どうですか、カミト？」

　一瞬でみんなと同じ衣装を複製したエストが、くるくるっと回った。

　白銀のドレスに身を包んだエストは、まるで雪の妖精のようだ。
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「ああ、エストも、すごく似合ってるぞ」

「嬉うれしいです、カミト」

　くるくるくるくると、更に回転を速めるエスト。

　……剣の精霊は、どうやら回るのが好きなようだ。

　──と、そこでカミトはふと思いつき、尋ねた。

「なあ、エストも〈舞踏祭フエスタ〉に出場してみるか？」

〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉に、精霊が出場してはならない、という規定はじつはない。

　可か憐れんなエストの踊りは、多くの精霊たちを楽しませることができるだろう。

「はい、カミト──あなたの望むままに」

　エストはくるっとターンすると、無表情のまま、ぴーんと決めポーズをとった。

　夜は全員でグループレッスンだ。学院の敷地内ではさすがに迷惑なので、遺跡の〈門ゲート〉を使って〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に移動する。

「それで、楽曲はどうするの？」

　と、尋ねるフィアナに、カミトは小さな〈精霊鉱石〉を手渡した。

「この曲がいいと思う。各人、時間のあるときに聞き込んでおいてくれ」

　指先で〈神威カムイ〉を込めると、石は淡く輝き、やがて音楽を奏かなではじめた。

　流れ出したのは、打楽器とバグパイプの音で構成された、アップテンポな曲だ。曲調が変化に富んでおり、聴くものを飽きさせない。

「この曲は、まさか……」

　フィアナがハッとした顔で言った。

「──ヒメラギ・Ｅ・アルサージェのダンスね！」

「……知ってるのか？」

「ええ、四年前に突如現れた、伝説の〈神楽巫女アイドル〉。帝都で執とり行われた〈精霊舞踏祭〉に出場して、ドルナ川の氾はん濫らんを鎮しずめた話は有名じゃない」

　それを聞いたカミトは、気まずそうに視線を逸そらし、

「……ま、まあ、知ってるなら話が早い」

　と、今度はべつの〈精霊鉱石〉を取り出して、地面に置いた。

「そっちの石は何？」

　と、クレアが尋ねる。

「昔の記録映像を残したもんだ。まずは、これを見てもらう」

　カミトが同じように〈精霊鉱石〉に〈神威〉を込めると、石は発光し、崩れかけた遺跡の壁に、鮮明な映像を映し出した。

「カミト君、これって、まさか……！」

　フィアナが驚きの声を上げる。

「ああ、学院の図書館で借りてきた、四年前のヒメラギ・Ｅ・アルサージェの映像だ」

「……！」

　そこに映っていたのは──

　黄金色の髪を振り乱して舞う、美しい少女の姿だった。

　輝く扇を手に、流れる川の水面を自由自在に踊り回る。映像は乱れがちで、顔はよく見えぬものの、その〈神楽かぐら〉の美しさは十分に伝わった。

「……は、初めて見たけど、すごく綺き麗れいね」

「うむ、観ているだけで、心が洗われるようだな」

「こんな小さな女の子が、すごいですわ──」

　四年前の伝説の〈神楽巫女アイドル〉の舞う〈神楽〉に、感かん嘆たんの声を上げるクレアたち。

　全員、無言で、食い入るように映像を見つめていた。

　やがて、映像が途切れ、音楽も鳴り止やむ。

　カミトはこほんと咳せき払ばらいして、言った。

「みんな、これを見せた意味はわかるな？」

「……えっと、この伝説の〈神楽巫女〉の舞踏を身につけろってことね」

　と、クレアが頷うなずく。

「そうだ。この〈神楽〉を身につければ、優勝も夢じゃない」

「しかし、これほどレベルの高い〈神楽〉を、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは──」

「大丈夫だ。俺おれが指導する」

　不安そうな声を上げるエリスに、カミトはきっぱりと言った。

「カミト、あんた、もしかして〈神楽〉の経験があるの？」

「……まあ、昔、ちょっとな」

　カミトは誤ご魔ま化かすように言葉を濁にごした。

「ふーん……」

　そんなカミトの態度に、フィアナがちょっと不審そうな目を向けるが、

「……いいわ。とにかく、やってみましょう」

　リーダーであるクレアの言葉に、みんながこくっと頷いた。

　──それから一週間、カミトの鬼の特訓が始まった。

「クレア、動きが乱れてるぞ！　エリスはもっと躍動感を出せ！」

　ピッと笛を吹きながら、なぜかジャージ姿にサングラスのカミトが怒鳴る。

「ねえ、あいつ、なんだかキャラが変わってない？」

「なんで夜なのにサングラスですの？」

「そこ、無駄口を叩たたくな！　アイドルの道は甘くないぞ！」

　ピッとまた笛の音が響く。

「カミト、お腹なかが空すきました」

「……わかった。エストは休憩だ」

「エストに甘い！」

「お嬢様ー、がんばってくださいー」

　学院のトラックを必死に走るお嬢様たちに、キャロルが旗を振っていた。





　　　　◇






「ふふ……目覚めはじめているようね、カミト」

　青白く輝く宵よい月づきの下、学院の敷地内にある研究塔の上で──

　特訓するカミトたちを、見下ろす影があった。

　夜色のドレスを纏まとった、長い黒髪の少女である。

　その黄昏たそがれ色の瞳ひとみは、慈しむようにカミトを見つめていた。

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉までは、もうちょっかいを出さないつもりだったけど……〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉も、なかなか面白い趣向をこらしてくれたものね──」

　闇精霊の少女はくすっと微笑ほほえむと、背後を振り返る。

　そこには、虚うつろな目をした、五人の少女たちが並んでいた。

　あの〈ダーク・エヴァンジェル〉のメンバーだ。

「私の教える通りに踊りなさい。あなたたちを最高の〈神楽巫女アイドル〉にしてあげるわ」





　　　　◇






　そして、一週間後──

　アレイシア精霊学院を挙あげての一大イベント〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉が開催された。

　姫ひめ巫み女こたちの踊るステージは、学院都市の中心にある、円形の屋外型劇場だ。最大で二千人の観客を収容することができ、剣舞の大会にも使用されることもあるという。

　パフォーマンスの審査するのは、イベント開催の発ほつ端たんである学院の二大神しん龍りゆう精霊。そして、この学院都市に存在する数多あまたの精霊たちである。また、審査とは直接関係ないが、姫巫女たちの華麗な舞踏を観賞するため、都市に住む市民たちも大勢集まっていた。空を悠然と舞う二体の神龍精霊の姿に、観客たちも圧倒されているようだ。

　二千人を超える観客たちの、期待に満ちたざわめきが聞こえる中──

　劇場裏の控え室にいる〈チーム・スカーレット〉のメンバーは、緊張した様子で、イベントの開始時間を待っていた。

「あ、あんなに大勢の人の前で踊るなんて……」

　可か憐れんな衣装に着替えたクレアが、こわばった表情で言った。

「わ、わたくしたちは、練習の通りやればいいだけですわ」

「ああ、そうだな……」

　と、やはり硬い顔で頷うなずくエリス。

　いつも余裕のあるフィアナも、さすがに緊張しているようだ。

　エストだけは、普段と同じ無表情で、おやつのメロンパンを食べていた。

「あれは〈十二騎将ナンバーズ〉のレフィルカ・サーゼ様だわ、それに、ミルトン伯はく爵しやく夫人、王室政務官のバルボア卿も……」

　特別来らい賓ひん席を見たフィアナが、大物貴族の名前を口にした。学院都市で数年ぶりに開かれる舞踏祭フエスタということもあり、帝都の貴族たちにも注目されているのだろう。

「……～っ、そ、祖父も来ているではないか……！」

　エリスが恥ずかしそうに顔を覆おおった。おそらく、特別来賓席の真ん中に居座る、いかにも厳げん格かくそうな顔の老人が、ファーレンガルト公こう爵しやくなのだろう。額ひたいに鉢はち巻まきをして、両手には〈神楽巫女アイドル〉を応援するための光る棒を握っている。

「孫娘の応援に駆けつけてくれるなんて、いい祖じ父いさんじゃないか」

「うう、しかし、そ、祖父に見られていると思うと……」

「そんなに緊張するな。みんな今日まで頑張ってきたんだ。絶対、大丈夫だ」

　俺おれが保証する、とカミトが頷うなずいて見せると、みんなの顔つきが変わった。

「カミト君……」

「そ、そうよね……あたしたち、あんなに練習してきたんだもの」

「ええ。わたくしたちにできる、最高のパフォーマンスをするだけですわ！」

　力強く頷き合う〈チーム・スカーレット〉のメンバーたち。

　と──

「あら、それはどうかしら？」

　控え室の扉のほうから、そんな嘲あざけるような声がした。

「……っ、あ、あんたたち……！」

　そこに現れたのは、〈ダーク・エヴァンジェル〉のメンバーだ。

「どうせわたしたちには勝てないんだし、さっさと棄き権けんしたらどう？」

「それはこっちの台詞せりふよ」

「先日のわたくしたちと同じとは、思わないことですわね」

　真正面から睨にらみつける、クレアとリンスレット。

「ふん、なにをしようと、あの方のレッスンを受けた私たちには、到底およばないわ」

「あの方？」

　クレアは訝いぶかしむように眉を顰ひそめるが──

「……ふふ、本番が楽しみね」

　少女たちはふっと微笑を浮かべると、そのまま控え室を去っていった。

「……あちらも、かなり自信があるようだな」

　エリスが唸うなるように言った。

「絶対負けないわ。あたしたちだって、ずっと練習してきたんだから」

「ええ、そうですわ」

　扉の方を睨んだまま、クレアとリンスレットは頷きあった。

　そんな彼女たちを見て、カミトは胸中で苦笑する。

（……これなら、大丈夫だな）

　彼女たちは、この一週間、カミトの用意した過か酷こくな訓練を必死にこなしてきた。

〈精霊の森〉での基礎訓練、〈教きよう導どう院いん〉の暗殺教練を応用した体たい幹かんトレーニングに、剣舞の演習をしながらの歌唱レッスン──

　……よくぞ音を上げずについてきたものだと、感心するほどだ。

　今の〈チーム・スカーレット〉は、ヴェルサリアと戦ったときよりも、確実に強くなっている。それは、剣舞や〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の修練をするだけでは、絶対に身につかなかった種類の強さだろう──

（……やれるだけのことはやった。優勝できるだけの実力はあるはずだ）

　カミトにできることは、もう彼女たちを信じることだけだ。

　控え室の外で、大きな鐘の音が鳴り響いた。

　クレアは顔を上げると、純白の手袋に包まれた手を、すっと差しだした。

「みんな、絶対に優勝するわよ──」

「ああ」「ええ」「ですわ」「はい──」

　重なり合う五人の手。

　最後に、カミトが手を重ね──

　そして、〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉が幕を開けた。





　　　　◇






　おおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　舞踏祭フエスタが始まると、ステージは凄すさまじい熱気に包まれた。

　地響きのような歓声。頭上を煌きらびやかな光が飛び交かい、〈精霊機関〉の装置が奏かなでる楽曲を、会場のいたるところに召喚された音精霊が増幅する。舞い踊る神楽姫巫アイドルたちの渾こん身しんのパフォーマンスに、二千人の観客は大いに沸き立った。

〈神威カムイ〉の光を放射して、激しい明めい滅めつを繰り返す精霊たち。無数の精霊による光の奔ほん流りゆうは、さながら陽光を反射する川の燦きらめきだ。

「あ、伝説の巨乳精霊も観にきてくれていますわ」

「え？　ほ、ほんとだわ……」

　リンスレットが指差した先、半透明の球体がふよふよと飛行していた。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉からも、たくさんの精霊が観覧に来ているようだ。

　流れる光の川を泳ぐように、二体の〈神しん龍りゆう精霊〉が巨体を悠然と躍らせる。その長い尾がしなるたび、膨大な〈神威〉の輝きが空を覆おおい尽くした。

　精霊たちの〈神威〉を浴びた、ステージ上の〈神楽巫女アイドル〉たちは、ますますテンションを上げて歌い踊る──

「みんな、思った以上にすごいわね……」

「ええ、すごくレベルが高いですわ」

　エリスの後輩たちによるユニット──〈風の妖精ウインド・フエアリーズ〉の一いつ糸し乱れぬパフォーマンスに、クレアとリンスレットが感かん嘆たんの声を漏らした。

　神楽巫女アイドルたちがパフォーマンスを終えるたび、惜しみのない喝かつ采さいが鳴り響き、同時に、勝者と敗者が容赦なく決まってゆく。勝敗を分ける基準はただひとつ、奉ほう納のうされた舞踏に、精霊たちがどれだけ満足しているか──

　会場の四隅に設置された装置が、あたりに放出された〈神威カムイ〉の光を測定し、ステージ上に設けられた霊光掲示板に表示する。

「ただいまの〈風の妖精ウインド・フエアリーズ〉のパフォーマンス、八九・二点！」

　司会役の学院教師が、表示された点数を読み上げる。すでに演技を終えたユニットの中では最高得点だ。〈風王騎士団シルフイード〉の少女たちは、わっと声を上げてジャンプした。

「……よくやった……よく、頑張ったな……」

　後輩たちの活躍に、エリスは思わず涙ぐむ。

「ちょっと、エリス、感動してる場合じゃないわよ。あたしたち、あの点数を超えなきゃ優勝できないんだからね」

「……ああ、わ、わかっている」

　エリスは涙を拭くと、いつものキリッとした表情に戻った。

「次はいよいよ、わたくしたちの出番ですわね──」

「ええ」

〈風の妖精ウインド・フエアリーズ〉が退場し、再び大きな拍手が鳴り響く。

「いくわよ、みんな！」

　クレアのかけ声と共に、〈チーム・スカーレット〉はステージに躍り出た。





　　　　◇






　音が爆発した。

　四年前、帝都で催された〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉で、伝説の〈神楽巫女アイドル〉──ヒメラギ・Ｅ・アルサージェの使用した楽曲──〈福ふく音いんのエレメンタリア〉。

　ハッハッハッハッ、ハッハッハッハ──

　打楽器の打ち鳴らすテンポのよいリズムに、弦楽器とバグパイプの不思議な音色が合わさり、聴く者の心を高揚させる。そして、精霊に奉納する〈神楽かぐら〉としては非常識なほどハイテンションな楽曲に乗せて、清らかな姫ひめ巫み女こたちの歌声が、空気を震わせた。

　エリスとリンスレットが完璧なコンビネーションのステップを踏み、革靴の踵かかとでリズムを刻きざむ。クレアはツーテールの髪を振り乱して、ステージ上を縦じゆう横おう無む尽じんに跳ね回り、エストは妖精のようにくるくると回る。フィアナは中央で見事な演舞を披ひ露ろうしつつ、各メンバーの動きを細やかに把握して指揮をとる。

　中盤、曲調が一気に速くなると共に、クレアとリンスレットが交差、瞬時に立ち位置を入れ替え、息の合ったデュエットを披ひ露ろうする。めまぐるしく回るスポットライト。エリスが回転するエストの手をとり、ステージの中央へと移動する──

　ほかの多くのユニットが、統一された完璧な動きを目指したのに対し、〈チーム・スカーレット〉が目指したのは、〈神楽巫女アイドル〉たちの個性を最大限に生かしつつ、ギリギリのバランスで調和させるというコンセプトである。

　それぞれ個性の強いお嬢様たちを、一番魅力的に見せるパフォーマンス──

　それこそが、この〈神楽かぐら〉をプロデュースしたカミトの狙いだった。

　まるで、乱れ合う刃のような──

　剣舞ブレイドダンスと見み紛まごうような、華麗で緊迫感に満ちた演舞。

　時間にして、約三分間──

　クレアたちは最後まで、全力で踊りきった。

　それは、この一週間の特訓の中でも、最高の演舞だった。

　曲が止まった瞬間──

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　会場に地割れのような拍手が鳴り響く。

　精霊たちは閃せん光こうのように激しく瞬き、上空の二大精霊は歓喜の咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

（よし、いいぞ……！）

　ステージの裏で、カミトは静かに拳を握りしめる。

　直後、霊光掲示板に点数が表示され、再び割れんばかりの歓声が沸き起こった。

　九四・六点──現時点での最高得点だ。

「……っ、や、やったわ！」

「やりましたわね、クレア！」

　並んで立つクレアとリンスレットが、思わず抱き合った。

「あたしたちの演舞が、精霊たちに届いたのよ」

「は、恥ずかしいが、わ、悪くない気分だな……」

　頰ほおを赤らめながら、観客席に小さく手を振るエリス。ふと視線を特別来らい賓ひん席に向けると、そこには奇声を上げながら光る棒を振り回す、ファーレンガルト公こう爵しやくの姿があった。

　と、ステージ上で浮かれる三人をいさめるように、フィアナが口を開く。

「喜ぶのは早いわよ。まだ、優勝が決まったわけではないんだから──」

「……そ、そうね」

　クレアはハッとして、真剣な表情に戻る。

　ステージ袖には、すでに準備を整えた〈ダーク・エヴァンジェル〉の姿があった。





　　　　◇






　漆しつ黒こくの羽根を散らし、〈ダーク・エヴァンジェル〉がステージに登壇した。

　彼女たちの纏まとうミステリアスな雰ふん囲い気きに、会場の空気は一変、しんと静まりかえる。

　ステージを降りたクレアたちは、固唾かたずを吞のんで見守った。

　スポットライトの光が交差して──

「───────ッ！」

　ボーカルの力強いシャウトが響きわたる。

　その瞬間、会場が揺れるほどの歓声と、精霊たちの放つ光が視界を埋め尽くした。

　う、うおおおおおおおおおおおおおっ！

「……っ、精霊たちが、こんなに反応するなんて──」

　クレアは思わず、唇を嚙かんだ。

　観客席の熱狂は、〈チーム・スカーレット〉のときのそれを遙はるかに凌しのいでいる。

　二大精霊も歓喜の咆ほう哮こうを上げ、会場には最大級の〈神威カムイ〉が降りそそぐ──

「……っ、やはり、たった一週間の特訓では太刀打ちできないのか──」

　と、悔しそうに呟つぶやくエリス。

　だが──

（……なんだ、この感じは？）

　カミトは、その〈ダーク・エヴァンジェル〉の〈神楽かぐら〉に強い違和感を覚えた。

　たしかに、見事な演舞ではある。しかし、クレアたちのパフォーマンスと比べて、圧倒的な差があるというほどではないはずだ。

　それなのに、この精霊たちの異様な熱狂は、一体──

「カミト──」

　くいくいっ、と制服の袖を引かれる。

　振り向くと、紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみをわずかに曇らせた、エストだった。

「あれは、よくないものです」

「ああ、俺おれも、なにか嫌な予感がする……」

　と、その時。

「カミト君、あれ──！」

　フィアナが頭上を指差して叫んだ。

　ハッとして、上を見上げると──

　二体の神しん龍りゆう精霊の様子が、おかしいことに気づく。

　眼球が禍まが々まがしい真しん紅くの光を宿し、鱗うろこに覆おおわれた巨大な体たい軀くが、霞かすみのような闇に覆われつつあるのだ。

「……っ、まさか──!?」

　カミトがステージ上の〈ダーク・エヴァンジェル〉に目を戻した、刹那──

〈神龍精霊〉の恐ろしい咆哮が、大気を震わせた。





　　　　◇






「ふふ……ちゃんと踊ってくれたようね、あの娘こたち──」

　街を見下ろす時計塔の上で、黒翼の闇精霊が微笑した。

　彼女が〈ダーク・エヴァンジェル〉に授けたのは、今は失われた古代の儀式神楽かぐらを、ほんの少しアレンジしたものだ。

　それは精霊を狂乱させる〈黒神楽〉の一種であり、ひとたび儀式が完成してしまえば、いかな高位精霊といえど、抵抗することは不可能──

「さあ、カミト、どうする？」

　愉たのしそうに呟つぶやいて──

　闇精霊の少女は、くすっと微笑ほほえんだ。





　　　　◇






〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉の会場は、一転、阿あ鼻び叫きよう喚かんの大混乱に陥った。

　二頭の巨大な〈神しん龍りゆう精霊〉が、炎と氷のブレスを吐き散らし、狂乱した数百体の精霊たちは、激しい明めい滅めつを繰り返しながら周囲の建物に激突する。

　会場に集まった二千人もの観客たちは、悲鳴を上げて逃げ惑った。

「……っ、一体、なにが起きてるのよ!?」

　クレアが叫んだ。

「わたくしにも、わかりませんわ！」

「……っ、あれは……〈狂きよう宴えんの神楽〉だわ」

　フィアナが緊迫した声で言った。

「なによそれ？」

「精霊を狂乱させる黒神楽の一種よ。前に〈神しん儀ぎ院いん〉の封印図書で読んだことがあるわ」

「なんですって？　どうしてそんなものを──」

　と、クレアはハッとしたように目を見開き、カミトと視線を交かわしあった。

　おそらく、カミトと同じことに思いあたったのだろう。

　彼女に〈狂精霊〉を与え、学院都市を混乱に陥れた、闇精霊の存在に──

（……っ、まさか、レスティアが？）

　瞬間、〈神龍精霊〉の一体が、巨大な尾の一撃をステージに叩たたき込んだ。

　ドオオオオオオオオオオオオンッ──！

　ステージの石壁は一瞬にして崩れ落ち、大量の土つち埃ぼこりが噴き上がる。

「……っ、〈ダーク・エヴァンジェル〉が！」

「大丈夫、彼女たちは無事よ」

　悲鳴を上げるクレアに、フィアナが答えた。

　見れば、いつのまにか、大盾を掲げた〈ゲオルギウス〉が、気を失った〈ダーク・エヴァンジェル〉のメンバーを、降りそそぐ瓦が礫れきの雨から守っていた。

「王女殿でん下か、〈神楽かぐら〉は止まったのに、どうして狂乱が収まりませんの？」

「一度発動してしまった〈狂きよう宴えんの神楽〉は、もうどうしようもないのよ──」

　二大精霊は咆ほう哮こうを上げ、〈火〉と〈水〉のブレスを吐き続ける。

　……このままでは、会場ばかりか、この街区そのものが半壊しかねない。

（……これは、やむを得ないな）

　高位の精霊二体を同時に相手できるのは、この場ではカミトくらいだろう。

　……迷っている時間はない。カミトは傍かたわらに立つエストの手を握った。

「エスト、行くぞ！」

「はい、私はカミトの剣、あなたの望むままに──」

　エストの身体からだが光の粒子となって消滅し、カミトの手に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が出現する。

　高位精霊さえも消滅させる、最強の〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉だ。

　だが、駆け出そうとするカミトの腕を、クレアが摑つかんだ。

「カミト、だめよ！　二大精霊を滅ぼせば、学院が機能しなくなってしまうわ！」

「ええ、それは、あくまで最後の手段にすべきね──」

　と、白銀の聖剣に目をやりつつ、フィアナも頷うなずく。

「いや、しかし、このままじゃ、街が……」

「私たちがなんとかするわ。カミト君は、みんなを護衛して」

　フィアナはきっぱりと言った。

「……なにをする気だ？」

「私たちの〈神楽〉で、精霊たちを鎮しずめるのよ」

「……そんなこと、できるのか？」

「ええ。幸い、ここには大勢の〈神楽巫女アイドル〉がいるわ。みんなに協力してもらえば、〈狂宴の神楽〉を打ち破ることができるはず──」

「そうか……」

　狂乱した精霊を鎮めるのは至難の業わざだが、たしかに、ここにいる姫ひめ巫み女こ全員で鎮静の〈神楽〉を奉ほう納のうすれば、あるいは、なんとかなるかもしれない──

「……やるしかないわね。行くわよ、みんな」

「……わかった」「まかせてくださいな」

　クレアの呼びかけに、エリスとリンスレットも、覚悟を決めた顔で頷いた。

　ハッハッハッハッ、ハッハッハッハッ──

〈福ふく音いんのエレメンタリア〉が、大音量で鳴り響く中──

　各おの々おの、〈精霊魔装〉を展開したクレアたちは、狂乱した精霊たちの襲撃を凌しのぎつつ、まだ会場に残っている出場者たちに協力を呼びかける。

「団長、わたしたち、どうすればいいですか！」

　瓦が礫れきの陰に隠れていた〈風の妖精ウインド・フエアリーズ〉のメンバーが、エリスのもとへ駆け寄った。

「王女殿でん下かが指揮を執とる。一緒に鎮静の〈神楽かぐら〉を奉ほう納のうしてくれ」

「わ、わかりました！」

「わたしたちも協力するのだ！」

「シャレイリアさん、助かりますわ！」

　獣の衣装に身を包んだ〈チーム・ケルンノス〉をはじめとする、他のグループのメンバーたちも続々と集まってくる。

「みんな、ステージの前に集まって！」

　精霊の攻撃を防ぐ〈封絶結界〉を構築したフィアナが、姫ひめ巫み女こたちに指示を飛ばした。

　普段は王女っぽくない彼女だが、今の姿は王族としての威厳に満ちている。

　クレアが〈炎の鞭フレイムタン〉で二大精霊の注意を引きつけ、リンスレットは、フィアナを狙う精霊たちを撃ち落とす。その間に、エリスと〈風王騎士団シルフイード〉のメンバーは、逃げ遅れた観客を素早く救出する──

（……あいつら、あんなに成長してたんだな）

　自身も観客たちを守りつつ、カミトは胸中で呟つぶやく。

　最初はあんなにバラバラで、衝突ばかりしていたのに──

　今はそれぞれの得意分野と苦手分野を理解して、協調し合うことができている。

　集まった姫巫女たちは、暴れる二大精霊に向けて〈神楽〉を奉納しはじめた。

　少女たちの祈るような歌声が、力強い合唱となってあたりに響きわたり、狂乱した精霊たちは、つぎつぎと〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ帰還する──

　だが──

　オオオオオオオオオオオオオオオンッ──！

　二体の〈神しん龍りゆう精霊〉が同時に咆ほう哮こうし、ステージめがけてブレスを吐き出した。

「……きゃああああっ！」

　荒れ狂うブレスは〈結界〉をたやすく打ち破り、ステージごと吹き飛ばす。

（……っ、やはり、だめか……！）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に〈神威カムイ〉を込めた。

　白銀の刃が眩まばゆい輝きを放つ。

　これ以上は無理だ。街に危険が及ぶ以上、二大精霊を滅ぼすより他に、手段は無い。

　カミトがステージに向かって駆け出そうとした、その時だ。

「カミト──」

「……？」

　不意に──足もとの影が揺らめき、ぬっと人影が現れた。

　カミトは思わず足を止めた。

「フレイヤ先生!?」

　影の中から現れたのは、担任教師のフレイヤだ。

「先生、なんでここに……いや、ちょうどよかった、手伝ってください！」

「まあ、落ち着け──」

　フレイヤは静かに首を振り、

「学院長から、お前にこれを渡すようにと頼まれた」

　と、両手にかかえた大きな袋を差し出してくる。

「……これは、なんですか？」

「知らん。学院長は、お前ならわかると言っていた」

「……？」

　疑問符を浮かべつつ、カミトは中身を開けてみた。

　袋の中に入っていたのは──

　清せい楚そな純白の衣装と黄金色に輝くウィッグ。

　それに、顔の下半分を覆おおう、白銀の仮面だった。

「……っ！」

　カミトは、これを渡したグレイワースの意図を一瞬で理解した。

　……理解して、頭を抱えた。

（……あああああっ、そういうことかよ、くそっ！）





　　　　◇






「……っ、体勢を立て直して、もう一度〈神楽かぐら〉を舞うわよ！」

　積み重なる瓦が礫れきの山を吹き飛ばし、クレアが叫んだ。

「リンスレット、フィアナの護衛をお願い──」

「わかりましたわ！」

「待って、すぐにはできないわ、もう一度、〈神楽〉の準備を整えないと──」

　フィアナが悲壮な表情で首を振る。

「……どのくらいかかるの？」

「〈魔術方陣〉で簡易のステージを組むのに五分……いえ、三分」

　クレアはくっと奥歯を嚙かみしめた。

「時間はなんとか稼ぐわ。急いで──」

　と、その時である。

　クレアたちの背後で、シャラン──と、鈴の音のような音が聞こえた。

「……え？」

　その場にいた全員が、一斉に振り向く。

　すると──

　いつの間にそこにいたのだろう。

　瓦礫の山の上に、純白のドレスに身を包んだ、一人の少女が立っていた。

　美しい黄金色の髪に、夜の闇をたたえた黒い瞳ひとみ。その口もとは、欠けた三日月のような白銀のマスクの下に隠れている。

　先ほどの鈴の音は、少女のイヤリングが鳴ったものらしい。

「えっと、あなたは……？」

〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉に出場予定だった〈神楽巫女アイドル〉の一人だろうか──

　クレアが訝いぶかしげに尋ねると、

「……ヒメラギ・Ｅ・アルサージェ！」

　フィアナがハッとした表情で呟つぶやく。

「……え？」

「間違いないわ。その衣装、その姿……四年前の伝説の〈神楽巫女アイドル〉よ」

「なんですって!?」

　フィアナの言葉に、騒然とする一同。

　だが、たしかによく見てみれば──

　体格などは異なるものの、その身に纏まとう可か憐れんな雰ふん囲い気きは、あの映像で見た伝説の〈神楽巫女〉そっくりだ。

「ど、どうして……引退したはずのあなたが？」

　……もしかして、〈精霊舞踏祭〉を観覧に来たのだろうか。

　クレアたちが呆ぼう然ぜんとしていると、仮面の姫ひめ巫み女こは、崩壊したステージの上に立ち──

　スススッ──と軽やかに、〈神楽かぐら〉のステップを踏んでみせた。

　と、煌きらびやかな〈神威カムイ〉の輝きが、彼女の身体からだを包み込む。

「……！」

　そのあまりに流りゆう麗れいな演舞に、その場の全員が息を吞のんだ。

　と、そこでようやく、彼女の意図を理解したフィアナが叫んだ。

「みんな、彼女に合わせて〈神楽〉を舞うわよ！」

「……え？」

　クレアが訊きき返すと、仮面の少女は無言で、こくんと頷うなずく。

「わ、わかったわ！」「わかりましたわ！」「みんな、彼女に続くぞ──」

　クレアたちは立ち上がると、伝説の〈神楽巫女〉と共に〈神楽〉を奉ほう納のうしはじめた。

　……グ……ウウウウ……オオオオオウウウ……！

　幾本もの美しい剣が舞い踊るかのような、その演舞に、狂乱した二体の〈神しん龍りゆう精霊〉が、唸うなるような咆ほう哮こうをあげた。ヒメラギ・Ｅ・アルサージェと、姫巫女たちの舞う流麗な〈神楽〉が、まとわりつく闇の気を祓はらい、浄化してゆく──

　……グ……グオオオ……ウウウウウウ……！

「あと少し……」「もう少し……ですわ……！」

　ヒメラギ・Ｅ・アルサージェが、最後の激しいステップを踏む。

　そして、楽曲が鳴り止やんだ、その瞬間──

　二大精霊は咆ほう哮こうを上げ、とうとう〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に帰還したのだった。





　　　　◇






　……大混乱のうちに幕を下ろした、〈精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ〉の翌日。

「……結局、なんだったのかしらね」

　学院都市のカフェで、クレアがため息交じりに呟つぶやいた。

〈精霊舞踏祭〉そのものは、めちゃくちゃになってしまったものの、突如、現れた伝説の〈神楽巫女アイドル〉の活躍で、二大精霊を鎮しずめることには成功した。自分たちの暴走の結果、会場を破壊してしまった〈炎龍精霊〉と〈水龍精霊〉は、大いに反省したらしく、舞踏祭フエスタに参加した姫ひめ巫み女こ全員に祝福が与えられることとなった。

　禁きん忌きの儀式を奉ほう納のうした〈ダーク・エヴァンジェル〉の少女たちは、一種の錯さく乱らん状態であり、会場であった一切のことを覚えていないそうだ。彼女たちの証言によれば、一週間前、黒い翼の女神にあったとか、なんとか。事件に関しては、軍の騎士団が目もつ下かのところ調査中だというが、おそらく、犯人が見つかることはないだろう。

　カミトは、革手袋に包まれた左手に目を落とし、苦にが虫むしを嚙かみ潰した。

「それにしても、驚いたわね。帝都から偶然、伝説の神楽巫女アイドルが観覧に来てたなんて」

　クレアの言葉に、カミトはドキッとする。

「ええ、すごく綺き麗れいでしたわ！」

「うむ、本物の〈神楽巫女〉とは、まさに彼女のような姫巫女を言うのだな」

　エリスが、ちょっとぽーっとした表情で頷うなずいた。

「カミト、あんたも見たでしょ？」

「ああ、そうだな……き、綺麗だった……かもな、はは……」

「かもってなによ。お顔は隠れていたけど、ヒメラギ様、本当にお美しかったわ」

「……」

　カミトはあさってのほうへと視線を逸そらす。

「でも、どうしてすぐに姿をくらませてしまったのかしら」

「ああ、ぜひ街を守ってくれた礼を言いたかったのが……」

「興味本位で追いかけられるのが、嫌なのかもしれませんわね」

「ふふ、奥ゆかしい方なのよ、ヒメラギ様は」

　フィアナだけは、さすがに勘付いたのか、面白そうにカミトに視線を送る。

「もともとファンだったけど、もっとファンになってしまったわ♪」

　カミトは内心で頭を抱えた。……お姫様に、また脅迫の種を与えてしまったようだ。

（……グレイワースめ、まさか、こうなることをわかってたのか？）

　と、胸中で恨み言を呟く。

　四年前に帝都を席せつ巻けんした、伝説の〈神楽巫女アイドル〉──ヒメラギ・Ｅ・アルサージェ。

　その正体は、言うまでもなく、グレイワースに女装させられたカミトであった。

　グレイワースとしては、あくまで、カミトをレン・アッシュベルに仕立てる前の予行演習であったようだが……当時、軽い気持ちで〈舞踏祭フエスタ〉に出場したカミトは、予想以上の結果を出してしまい、意に反して人々の記憶に残る結果になってしまったのだった。

（……アイドルなんざ、二度とやるまいと思ってたのに）

　あのあと、グレイワースを問い詰めたところ、ヒメラギの衣装を持たせたのは、万が一、二大精霊が満足しなかった場合の保険だったそうだ。顔を隠す仮面をつけてくれたのが、唯一の救いではあったが……。

「まあ、その……」

　と、クレアが髪をいじりながら、口を開く。

「……あんなことにはなってしまったけど、なかなか楽しかったわ」

「ま、まあ、そうですわね」

「う、うむ……悪くは、なかった」

「アイドルの衣装を着たみんな、とても可愛かわいかったわよ」

　顔を見合わせ、くすっと微笑ほほえむお嬢様たち。

　……まあ、以前の状態よりも、チームワークはかなり増したようだ。

（……ま、これも、グレイワースの狙い通りか）

　たしかに、〈剣舞〉の訓練をするよりも、効果的だったかもしれない。

　カミトは肩をすくめると、闇精霊との契約を宿す左手を握りしめた。

　──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は、一週間後だ。






あとがき









　志し瑞みずです。今回は短編集『精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ』をお届けいたします。

　本短編集は、アニメの映像ソフトに付属した特典小説六本に、70ページほどの書き下ろし短編を加えたものです。各短編の一部は、ミニＯＶＡとしてソフトに収録されているので、ご興味のある方はぜひご観覧ください。クレアがひゃんひゃんしてます。

　それでは、簡単に各話の解説などを。

　第一話『帝都の精霊大祭』──カミトの教きよう導どう院いん時代のお話です。この頃のカミトはレスティアにツンツンしてますね。ルビアも火の精霊王の事件が起きる前は、あんなに優しい性格でした。エルステイン姉妹の仲が元に戻る日は来るのかどうか……。

　第二話『エスト、看病する』──エストがドタバタするお話です。エスト視点の話は珍しいかも。ミニＯＶＡではエストにネギを突っ込まれる古ふる川かわさんの演技が最高でした。

　第三話『お姫様の内緒のアルバイト』──本編がすぐに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉へ進んでしまい、ヒロインたちの日常話があまり描けなかったので、こういう話を書けてよかったです。ミニＯＶＡでは貴重なカミトのメイド姿などが見られます！

　第四話『伝説の巨乳精霊を追え！』──伝説の巨乳精霊は実在したというお話。クレアとリンスレットの過去の話はお気に入りです。ひゃん！

　第五話『戦慄の闇鍋バトル！』──ある意味で〈精霊剣舞祭〉より熾し烈れつなバトルかもしれません。歴史ある学院なので、怪しげな儀式はたくさんありそうです。

　第六話『精霊使いの休息』──特典最終回なので、雰囲気を変えて、ちょっとしっとりしたお話です。本編では学生っぽいイベントをあまりしていないので、修学旅行とかの雰ふん囲い気きが出せればいいなと思いました。

　第七話『精霊舞踏祭エレメンタル・フエスタ』──書き下ろしの短編です。執筆中は『にーそっくすす』の最後のライブのことを思い出して、何度か泣いてしまいました。『刻印賛歌』は最高の曲なので、ぜひ聴いてみてください！

　──そんなわけで、本編がシリアス度を増す中、日常回満載の短編集でした。

　謝辞です。仁に村むら有ゆう志じ先生、ねづみどし（Chiptune）先生、素晴らしく可愛かわいい表紙イラスト、口絵イラストを描いてくださり、どうもありがとうございます！

　そして読者の皆様、本編を長くお待たせしてしまっており、本当に申し訳ありません。制作体制が整いましたので、次の十七巻は早めにお届けできるかと思います。どうかラストまでお付き合い頂ければ幸いです！


二〇一七年　六月　志瑞祐ゆう
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　著者

　志瑞祐（しみず・ゆう）

　　[image: ]美少女！美少女！超絶美少女！

　　というわけで今回の表紙はグレイワースに女装させられてアイドルをしていた頃のカミト君です。こんな可愛い娘が女の子なはずがないですね、ハイ。

　　仁村先生ご多忙のため、口絵と挿絵をねづみどし先生にお願いすることになりました。どの絵もとてもキュートで可愛いです！




　イラストレーター

　仁村有志（にむら・ゆうじ）

　　本業の合間で絵を描いて生活中。

　　『盟約のリヴァイアサン』（ＭＦ文庫Ｊ）、

　　『Clover Day's』（ALcot）などを担当。




　　『精霊使いの剣舞』14巻から

　　桜はんぺん先生に代わりイラスト担当になりました。

　　よろしくお願いします。

















　　カバーイラスト／仁村有志

　　口絵・本文イラスト／ねづみどし（Chiptune）

　　装丁／ムシカゴグラフィクス
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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